















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼らもまた人間と同じなのだ。

　こういう表現を使った時、そこに希望を持つ者もいるかもしれない。だがその人間は生まれてこの方、鏡というものを見た事がないに違いない。




『脅威』は人と同じように多い。

　つまり条件や環境によっては五五億以上にまで個体は増殖する。

『脅威』は人と同じように好む。

　つまり領土や生存域を見れば迷わずそれを奪いに来る。

『脅威』は人と同じように学ぶ。

　つまりより効率良く殺す方法や道具を発明する。

『脅威』は人と同じように思う。

　つまり異なる生命を見れば嫌けん悪おする。

『脅威』は人と同じように殺す。

　つまり大それた理由などない。




　さて、ここまで言われてまだ『脅威』に友好の可能性があると感じる人間がいるだろうか？　強がるな。そこに不気味さを覚えるのが正常だし、排斥して少しでも遠ざけようと考えるのが人情というものだろう。

　だが、『脅威』は我々人間と同じなのだ。

　つまり、我々がそう思っているように、『脅威』も人類を可能な限り排除しようと考える。もはや彼我の間に善悪はない。人間も『脅威』も、そういう生き物なのだとみなして対策を練るしかない。

　加えて自明の理であるが、我々人類は今、滅ぼされる側に立たされている。

『脅威』側が何かのきっかけで暴力行為を中断するかもしれない？

　逆の立場であれば、我々は殺しの手を止めただろうか。

　それが答えだ。

　言うまでもないが、人間は醜い。

　そして彼らも。


冠なき兵器研究者の一人　クリスバート＝フィレンツェ















　赤道直下の海に浮かぶ洋上水晶魔法学園・セカンドグリモノアでの話だ。

　より正確には、学生寮の一室。

　半袖のワイシャツとスポーツ系のＴシャツ、それから紫系の薄いスラックス。夏なつ服ふくを纏まとうのは黒髪の少年だった。歌うた貝がいカルタは自室のベッドに腰掛け、両手で顔を覆って俯うつむいていた。対面の壁にはびっしりとプリントした報告書やネットニュースの記事などが貼りつけられ、カラフルな紐ひもでそれぞれの切り抜きが結ばれている。

　状況を視覚的に把握する、というだけではない。

　繫つながりはどれもこれも乱暴で、どちらかというと何かから必死に目めを逸そらして逃げようとしているような印象の方が強い。

　それは、これまでカルタが歩んできた道のりでもあった。




　旧最強『難なん問もん排はい除じよ』の五人、エリシア、ユキノ、ジェシー、スザニア、アナスタシアは『仰ぎよう神しん魔ま法ほう』を扱う強大な魔法使い達だった。

　彼女達は新時代の水晶魔法を使うカルタ達グリモノア勢を壊滅させ、生き残ったカルタ、アイネ、マリカ、キョウカの四名はこの仇あだ討うちを果たす。

　当初は『脅威』の存在自体が怪しまれたが、のちに、『脅威』は実際に存在する事が判明する。




　新たな世界最強となったカルタ達『天てん外がい四し神じん』を中心とした新たな洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアが就航する。

　カルタ達はゴールデンウィークの林間学校でアイスランドのクリスタルビーチに向かうが、ここで『脅威』と思おぼしき敵軍と遭遇・交戦する。

　しかしこれは同じ人間側の兵器メーカーが作り、セカンドグリモノアに潜ったリホ、サナエ、アリスの三人が制御を奪った模擬戦用のデコイ『脅威』だった事が判明する。

　また、ここではアナスタシアの妹であるナタレーナの潜入が発覚し、その処遇を巡ってカルタとマリカが対立する事になった。




　神こう戸べ港こう近きん海かいに停泊させていたセカンドグリモノアに本物の『脅威』が大挙して襲撃・占拠する事態が発生。カルタ達はこの奪回作戦を展開する。

　本物の『脅威』は人間だけが使えるはずの水晶魔法を習得し、取り返しがつかないレベルで進化しようとしていると推測された。しかし実際には人間に憧れ、学校生活を体験するためにセカンドグリモノアにやってきただけだった。ここでは松まつ田だイミやアイネの暴発により、カルタは意図せず脅威『ウォリアードール』との戦闘を強いられる。

　またこの時、インド軍から派遣されてきたレトネーエが表おもて参さん道どうキョウカと交戦。同人物を『人間達の黒幕』の尖せん兵ぺいと知った上でキョウカがねじ伏せ、二重スパイとして黒幕側の情報をある程度引き出す事に成功する。




　セカンドグリモノア自体は取り返したが、世界最強の『天てん外がい四し神じん』の実力が疑われる事態に発展。全世界的な社会的混乱を避けるためのパフォーマンスとして、元々あった『全学大会カタストロフ』という制度を利用した格闘大会を展開する。

　カルタは『人間達の黒幕』の暗躍で単独戦闘を強いられるが、ペンデットなどの強敵を倒して優勝をもぎ取る。またこの時、魔法を含む全世界の兵器研究者のコミュニティという『人間達の黒幕』の正体へ迫る事に成功、クリスバート＝フィレンツェという個人名も手に入れる。

　同時期、宇宙からは実に三億もの『脅威』が飛来していた。

　過去の最強達は『脅威』との戦闘で敗戦濃厚となると軌道エレベーターを使って宇宙へ放逐されていた。彼ら棄すてられる最強達へ『脅威』が群がり、矛ほこ先さきが逸それていく事で人類はかろうじて守られていたに過ぎなかったのだ。

　次の順番は、カルタ達。

　彼らが世い界け最に強えである事は、メディアを通じてすでに世界へ広く証明してしまった後だ。




「……、」

　答えが出ない。

　持ち得る情報は全て壁一面に張りつけ、少しでも繫つながりがありそうな切り抜きは蜘く蛛もの糸いとのようにカラフルな紐ひもでありったけ結びつけている。それでも歌うた貝がいカルタには、この状況を覆くつがえすための抜け穴や抜け道らしきものを見つける事ができない。

　三億。

　これまでだって、『本物』の脅威については最大で一万弱が限界だ。文字通りケタが違い過ぎる。一ヶ所で交戦するのはもちろん、地球全域へ万遍なく降下してきた場合はカルタ達『天てん外がい四し神じん』の四人は当然として、セカンドグリモノアの教員生徒を総動員したって守り切れるものではない。正面から戦って勝てるか否いなか、なんて以前の問題だ。

「にえさま」

　鈴を鳴らすような可か憐れんな少女の声があった。

　腰まである長い銀髪と、白というより青ざめた肌を見せつける華きや奢しやな女の子。

　水晶少女のアイネだ。

「そろそろ時間です。生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカ嬢と合流するのであれば、身支度を整えて生徒会室へ向かう必要があります」

「……行きたくないよ。出すべき答えが出ていない」

　とすっ、とすぐ隣でベッドが小さく軋きしんだ。

　直立不動だったアイネが腰掛けたらしい。両手で顔を覆って俯うつむくカルタの顔を下から覗のぞき込こむようにして、彼女は無感情にこう告げる。

「にえさま。アイネはにえさまの決定を全てにおいて優先し、その実行を手助けする立場にあります」

　自分から目を合わせるのが怖かったので、体を支える小さな手を引いた。

　柔らかい重み。

　アイネはベッドの縁に腰掛けるカルタの太ふと股ももに頭を乗せ、膝枕状態のままこちらの顔を下からじっと見み据すえてくる。

　そのまま機械的に言葉が出てくる。

「キョウカ嬢やマリカ嬢との話し合いを拒むというのであれば従うだけです。アイネはにえさまの決定を尊重し、身を隠すなり籠ろう城じようするなりの手配を進めていくだけです。それで構いませんか？」

　……だとしても、それでどうする？

『天てん外がい四し神じん』の四人全体の意見調整をするための会議を拒んだところで、根本的な状況が変わる訳ではない。

　現実に、『脅威』は地球に迫っている。

　その数は観測及びそこからの予想だけで三億強。いざ地球全域で衝突が始まってしまえば、水晶魔法でも太刀打ちはできない。

　人類は、『脅威』には勝てない。

　限られた時間をゴリゴリと削っているのに、もう泣き言しか出てこない。

　カルタは意味もなくアイネの頭に掌てのひらをやりながら、

「そもそもおかしいよ……。何で俺が世界最強なんだよ。こんなのがてっぺんに立ててしまった時点で何か人類ってものは構造そのものが間違っているんじゃねえのか……？」

　アイネはカルタの太ふと股ももに頭を乗せ、されるがままでいながらも必要な問題提起をしていく。

「しかしすでに衛星通信系に影響が出るほど『脅威』の群れが軌道上で密集してしまっている以上は手をこまねいている訳にも……んぅっ」

「アイネ？」

　アイネの細い肩が明確に震えた。

　変な声が出たのでカルタは思わず手を止めてしまう。良いい位い置ちに頭があるので何となく掌てのひらで撫なでていたのだが、どうやら頭のツノみたいな所に指先が当たったらしい。

　水晶少女は寝返りを打つように体ごと顔を横に倒してカルタから視線を外しながらも、微妙な体の震えを隠し切れていない。

「そ、そこをさわっておていれするのは夫婦めおとのやることです、にえさま」

「？」

　そういえば、前にもそんな事を言われた記憶が。

　カルタは怪け訝げんな顔をしながらも、自分の頭の引き出しをひっくり返していく。

「でもお前、昔は自分からそのツノみたいなのぐりぐり押しつけてきたりしていなかったか？　ええと、ほら、確か……そう、クリスタルビーチのホテルで、エレベーターに乗っている時とか」

「……、」

「あの時はとっさのリアクションって感じだったよな。お前の着ていた白いスクール水着に俺が『変なの』って言った時に思わず出たっていうか。……って、何だ？　ひょっとしてお前、あれって水着を褒めてほしくて甘えていたのか？」

　びくっ、と。

　今度こそ、分かりやすいくらいはっきりとアイネの体が硬直した。

「そ」

「？」

「……それを今さらこんな所で蒸し返すのは、あまりにアンフェアではありませんか？　にえさま」

　これ以上ないくらい羞恥に震えている。

　初めて水晶花を使って（ほとんど誤作動で）呼び出した時とは大違いだ。アイネもアイネで、これまでの戦いの中でカルタに寄り添いながら色々と学んできたらしい。

　逆に言えば、だ。

（これを……）

　膝枕でされるがまま。至近の少年と目を合わせる事もできずにぷるぷると震えて縮こまり、挙動不審に紅潮した肌を隠そうとするアイネの顔をそっと見下ろしながら、カルタは苦悩の味を嚙かみ締しめる。

（ここまで人間らしい情動を覚えたアイネを、俺は自分の都合で一緒に死んでもらうって言うのか……？　確かにこれは人類五五億人を守るための選択だけど、でも、アイネはそもそも人間の外側にいる水晶少女なのに……）

　その時だった。

　ヴぃーヴぃー、と低い振動音が同じ部屋の少し離れた場所から響いてきた。

　スマホだ。

　少年の太ふと股ももに頭を乗せたまま、アイネが呼びかけてきた。

「にえさま」

「……出たくない」

「しかし振動は続いています。この慣れない感じは、クラスの皆様からの遊びの誘いなどではないでしょう。『天てん外がい四し神じん』の話です」

　……そもそもセカンドグリモノアの連中なら水晶花という、絶対に傍受のされない安全な通信手段が存在する。たとえ同じ事ができても、人間は一秒でも手間の少ない方を自然と選ぶものだ。画像や動画など重たい添付がない限り、生徒間での連絡にわざわざスマホを使ってくる事はほぼない。

　そうなると、相手はマリカでもキョウカでもない。

　重たい息を吐いて、それからカルタはゆっくりとベッドから腰を浮かせた。枕を奪われたアイネは無の状態に戻っていたが、どこか不満げにほっぺたを膨らませていた。それなら電話に出ろなんて言わなければ良いのに。

　勉強机の上だ。マナーモードの細かい振動のせいでいつまでもやかましいスマホを摑つかむが、画面に並んでいるのは見知らぬ番号だった。

　カルタは確かめもせずに通話へ応じる。

　得体のしれない勧誘だったら、まだしも笑えただろう。

『予想よりも遅いな、「天てん外がい四し神じん」。それだけ未練と呼べるものを抱え込んできた訳か』

「……アンタは？」

『クリスバート＝フィレンツェ』

　っ、とカルタは小さく息いきを吞のむ。

　その名前は既知だ。そしてこの世界でどんな役割を持つ名称なのかも。

『「人間達の黒幕」には中枢など存在しないが、名前の分かる私を代表窓口のように扱っても構わんぞ。ともあれ、本来ならこのような表舞台には出る必要のなかった者だ』

　初老らしい、しわがれた男の声だった。

　とはいえ機械を通しているのだから第一印象はあてにならない……などといつものように深読みを始めた己の思考にカルタは思わず失笑してしまった。

　深掘りして、どうする？

　真実は壁一面に貼りつけた通りだ。逃げ道なんかない、いくら考えたって自分達が生き残る術すべなど存在しない事ははっきりしているのに。

　そしてクリスバート（とやら。実はこれも確定はしていない）はこちらの返事などいちいち待つつもりはないらしい。ただ機械的に事務的にこう宣告してきた。

『覚悟はできているか、世界最強』

「お前……」

『こちらは五五億の中に紛れていた世界二位の炙あぶり出だしを終えて、次の時代への準備を進めている。君達「天てん外がい四し神じん」のストックが切れればペンデット＝デンパサールが次の世界最強に繰り上がる。そして彼女もまた次の世界二位が見つかるまでの時間稼ぎをした上で、必要な時が来れば宇宙に放り出されるだろう。君達の時と同じようにな』

　仰ぎよう神しん魔ま法ほうを扱う『難なん問もん排はい除じよ』のような、敵意や悪意は見られなかった。

　リホ、サナエ、アリスのような自滅思考もなかった。

『鎧よろい武む者しや』のような、人間への憧れを裏切られて憎ぞう悪おへ変質した素振りもなかった。

　ペンデット＝デンパサールのような勝利への渇かつ望ぼうや昂こう揚よう感かんもなかった。

　ただ、淡々としていた。

　おそらく何度も何度もこんな事を重ねてきたのだろうという感情のなさ。あるいは軌道エレベーターができる前から、旧来の大型ロケットを使ってでも。

『どうする？』

　クリスバート＝フィレンツェからの言葉は無味乾燥を極めていた。

　同じセカンドグリモノアには、フィレンツェの名を持つ女教師が乗っている。だけどこれは交渉材料にならないだろう。もしもあの子犬系の女教師が人類を守る犠牲として必要だと分かれば、迷わず生いけ贄にえとして差し出す。そういう合理性や効率の極みが見て取れる。

『素直に従えば君達は死んで五五億人は生き残る。だが拒んだところで五五億人と一緒に君達は死ぬ。どっちみち、もうその命が助かる見込みはない。なら最後は公的記録に残らずとも大衆好感度の高い方法で消費した方が後味は良くなると思うのだが』

「……、」

『それとも自分が死ぬならできるだけ巻き添えを増やしたいという考え方の持ち主か？　それもまあ人間としての本質ではあると思う。我々は「人間達の黒幕」、抵抗すれば人間社会の全てを使って君達を追い立てる覚悟も決めているが……それでも自発的協力が期待できない場合はかなり厳しくなるな。だからこれは、実質的に君達「天てん外がい四し神じん」の選択だ。君達次第で、終わり方は全く変わってくる』

　ここには、答えがない。

　すでに最低死亡者数が四つ点灯していて、何を選んでもこの四つを覆くつがえす事ができない。

　つまりカルタ、アイネ、マリカ、キョウカの四人分。

　クリスバート＝フィレンツェからの声には、憐れん憫びんすらも乗っていなかった。

　機械よりも無機質に、人間を守るモノからの宣告があった。
















『一日やる。それで命を差し出す覚悟が決まらなければ、五五億人は絶滅だな』














第一章










１






「先輩って結局人生偏差値低そうですよね」




　歌うた貝がいカルタ、朝っぱらからいきなり一二歳の女の子に脇腹を刺された。

　相手はウェーブがかった金髪を肩の辺りで切きり揃そろえた中サブ等カテ部ゴリ一年生レギユレーシヨン１、ナタレーナ＝ブラストである。パリッとした純白の半袖ブラウスは単に洗濯やアイロン掛けなど細かいケアをしているだけでなく、そもそも今年初めて袖を通したからだろう。『一隻目』をすぐ沈められたカルタだって夏服はこれが初めてなのだが、全く違う。ナタレーナの夏服姿全体から初うい々ういしさがオーラとなって溢あふれ出でていた。とはいえ本人的には初めての夏服で着飾って小学生時代にはないオトナの仲間入りをしていると小さな胸を目一杯張っているはずなので、変に指摘するとますますほっぺが膨らみそうではあるが。

　カルタと比べて頭一個以上は背が低い、大変初うい々ういしい夏服女子は樹脂製の四角い保存容器から一口大のフレンチトーストを指ゆびで摘つまんで小さな口に放り込みながら、

「むぐむぐ。ほら、『一隻目』からグリモノアにいたすごい先輩だっていう話なのに、えと、学校の裏技的なモノにあんまり明るくないなーって。先輩名乗るならもっと学校生活を楽しまないといけませんよ。そして私に色々学校の裏技を教えて楽をさせてください」

「……先輩呼びはお前が勝手にやってる事だろうが。ていうか朝っぱらから校則違反かナタレーナ、なに堂々と廊下の真ん中でおやつ食べてるの？　先生に怒られるぞ」

「ここではジェーン＝イグニッションで。あと寮のキッチンで自炊したご飯は校舎に持ち込んでもお菓子にカウントされません。サンドイッチの余り物、その、食パンの耳を再利用したフレンチトーストは立派な炭水化物ですよ」

　そういえばセカンドグリモノアでは学食、購買、お弁当の自由が保証されていたか。手製であればドーナツ、ビスケット、ベーグルなどはギリギリお弁当枠で通ってしまうかもしれない。そして授業中でない限り、いつ食べるかについての制約も特になかったはず。

　ナタレーナは蜂蜜や砂糖まみれの指先を軽く口に含んでから、

「あむ。こういう線引きを器用に使えないから、先輩って先輩らしくないんですよね……」

「悪かったな。あと、そもそもお前こっちで何してるの？　中サブ等カテ部ゴリの校舎は向かいだけど」

「高等部メインカテゴリ側の図書室まで、えっと、ちょっと参考資料を取りに」

「……、」

「……あのう先輩、学年の枠に囚とらわれない自習も立派な学校の裏技だと思いますよ？　いくら今日が『接岸日』だからってあまり浮かれて、その、テストで悲惨な点数取って困るのは体面を大切にしなくてはならない先輩の方だと思いますけど」

　デキる後輩ちゃんは歌うた貝がいカルタとはレベルが違うようだった。

「（……なるほど、ふうん納得だなあ。今日からこいつは意識高い系女子と呼ぼう）」

「全部丸聞こえですとても低い先輩」

　ぴしゃりと遮るような一言と共に、頭一個分以上小さなナタレーナとは別れる。

　授業でも宿題でもないのにお勉強が止まらないカンペキ中学一年生と違って、自堕落カルタの方は眠たい頭を抱えて自分の教室に直行だ。ここが船の上である事を忘れてしまいそうになるくらい、しっかりとした部屋が待っていた。

　朝のホームルーム前の教室は雑多な情報で溢あふれている。男子も女子もいくつかのグループで固まって自由に会話を行ったり来たりさせているし、スマホやタブレット端末に集中している生徒も少なくない。紙の週刊漫画雑誌は購買部に並ぶものの通常の曜日に洋上まで届くとは限らないので、スマホで読める電子の方に偏りがちになるのがやや特徴的かもしれない。

「にゃーす、カルタ。今日『接岸日』なのにヒロスケのヤツ電子でフライングしてるぜ、ネタバレ警戒だ」

「すごいよ今週の赤パン、なっ何しゃべってもバレにしかならない神回だよっ」

　歌うた貝がいカルタがジョイントするとなると、やはり悪友男子の山やま根ねデイリとか猫ねこ海うみヒロスケの塊になる。朝っぱらから意識高い系の中一女子から色々お見舞いされたので、正直言ってこのダメさに安らぎを覚えてしまう。

　ちなみに先ほどから出ている『接岸日』というのは、三胴構造の豪華客船を改造したセカンドグリモノアが港に停泊して補給や整備を受ける日を指す。船の中だって十分すぎるほどの設備は整えてあるはずだが、やはり解放感が違う。

　赤道直下、東南アジアというと日本人には風景がすぐに浮かばないかもしれないが、東京や大阪に匹敵する大都市も珍しくない。やはり外出のチャンスというのは心が躍るものだ。

「（……ていうかやまねんやヒロスケは船のレーダーに引っかからないよう、夜な夜な低空飛行で遊びに出かけているだろうに）」

「（それは言わねえ約束だぜカルタちゃんよ）」

　同じクラスには幼おさな馴な染じみで世界最強枠の雨あま脚あしマリカもいるのだが、境遇が近いからと言ってもいつでもべったりとは限らない。

　というより、だ。

「うぇい、うぇい。どうよマリカさん間違い探し。一体どこが昨日までのあたくしと違っているか分っかるかなー、イミ、それからタヨリも。ふふはははッほらほらっどーうーよー!?」

「うぜえーマリカ!!　やたらとピンピン伸びた少女漫画まつ毛がうぜえー！　ブシテレビのロゴかアンタはッああもう羨ましい!!」

「あら、セレネ・サイレントの新作手に入ったのね。あのジェリーマスカラのために昨日は女子総出で液晶画面に張りついていたのに、ああいう抽選って結局持ってる人間に集まるものなのかしら」

　後でみんなで試してみようぜー、と撥はつ水すいコート並みに水とか弾はじきそうな瑞みず々みずしい人達がきゃあきゃあ言い合っている。一軍女子も一軍女子で、待ちに待った『接岸日』に照準を合わせて諸もろ々もろの準備を進めている真っ最中らしい。

　なんていうか、会話の華が違った。

　ピッカピカの太陽ゾーンである。

　それなりに広い教室でわざわざ端っこに集まりたがって年中無休で四隅争奪戦をやってるカルタ達と違って、マリカ・イミ・タヨリのトライアングルが作る女子グループは目玉焼きで言うと黄身なのだ。学校の主役である。これがなくなったら卵料理じゃねえだろくらいの枠に収まっている中心人物、一軍女子のさらに頂点。それが雨あま脚あしマリカ本来のスペックだ。うぇいうぇい言ってて可か愛わいく映る女の子なんて稀き少しようぶり、日本人全体でも五人といないと思う。

「それよりフレンズども、昨日の宿題ヤバくなかったー？　物量とか」

「ぺっぺっぺろぺろぺっぺっぺー」

「……マリカ、テキトー言って笑顔でハイハイ頷うなずいているだけでしょう？　昨日はほんとにずっとタブレットＰＣに張りついていたのね」

　夏服の半袖ブラウスはただでさえ生地が薄いから、スタイルの良いいマリカが両手を振ったり胸を張ったりすると結構心臓に悪い。こう、カルタには特に透視能力とかないのに半袖の口から幼おさな馴な染じみの腋わきの下したまで一気にトンネルしたりするし。

　ギャル系だけど精神年齢がお姉さんな橋はし先ざきタヨリは多少気にしていそうな仕草が見て取れるが、松まつ田だイミの方は全くのノーガード。この状況で派手な色の下着を選んでいるので、気持ちの良いい朝から思いっきりシマシマのブラが透けている。多分あれは上下でセットのヤツだ。

　と、やや離れた所で椅子ではなく机の方にお尻を乗せて女子トークを展開させるマリカが、カルタの視線に気づいたようだ。

　ストロベリーブロンドに染めたくるくるツインテールの少女はぱちりと片かた目めを瞑つむると、冗談めかして投げキッスまで送ってくる。

「……いやあ、実際得点高いと思うよ雨あま脚あし」

　山やま根ねデイリが何か呟つぶやいていた。

「アレと幼おさな馴な染じみっていうのは人生シード権状態のはずなんだけどな、カルタちゃん。お前何でクラスの隅っこダンゴムシゾーンに踏ふみ止とどまっている訳？　今日ってデートに最適の『接岸日』だぜ、アオハルとか自分から放棄したの？」

「かっ、カルタ君は日向ひなたの世界になんか行かない！　何な故ぜならお隣さんがカワイイ女の子とかシード権をもらった時点で人生の運を全部使い切っているから。大丈夫、カルタ君は部活のレギュラーに選ばれたのに大会でビリになってブーイングされる人だよっ」

　すっげえー反応に困るじめじめした友情が展開中だが、それにしてもシード権ときたか。このねじ曲がった二人が人生ストレートに勝ってるマリカを褒めるのは意外と珍しい。

　というか、

「（……まあ俺サマのストライクゾーンに入るにゃ物理的に五年早いけど。いやほんと女教師とまでは言わねえ、せめてあの素体でそのまま女子大生枠に成長してくれりゃーなあ）」

「（……残念ながら、素体がどれだけ優れていても身長一四五センチの天井を越えてしまった者はもう食べられません。それは美味しいタケノコではなくただの竹なのです。無理に頰張ってもお腹なか壊すだけ）」

　……むしろ範囲外だからこそ冷静な評価ができているのかな？　とカルタは認識を改めた。もちろんダメ人間方向に大きく下方修正する格好で。

　と、ほっぺに何か違和感があった。

　気がつくと水晶少女のアイネがカルタの脇腹からぞるぞる這はい出でていた。彼女の小さな指が少年の頰を摘つまんで引っ張っていたらしい。

　一四五センチ未満！　神の手による造形よ!!　と両手を広げて叫ぶブレない猫ねこ海うみヒロスケの寝言を全部無視して、ぷーっと頰を膨らませたアイネが何か低い声で唸うなっていた。

　何やら不満があるようだ。

「むー」

「なにアイネ、全体的に説明してくれる？」

「にえさま、マリカ嬢の不自然を極めたアイコンタクトと唇の動きから状況が推測できていないのですか？　あれは『宿題忘れたからノート見せて』の構えです」

　アイネの警告通りになった。

　壁の時計を見てそろそろ担任の先生がやってくると思ったのだろう。ノートを写すなら暇な朝のＨＲが最後のチャンスだ、大おお袈げ裟さで芝居がかった投げキッスも辞さないくるくるツインテールがこちらに向かってくる。イミとタヨリはそっと息を吐いて見送るだけだった。いやそこは友人としてきちんと止めてほしいカルタなのだが。

　ちなみに、マリカはそこが誰の席とかは気にしない派らしい。

　近くの机からテキトーに椅子を片手で摑つかんで引きずってきて腰掛けている。シャンプーとも制汗スプレーとも違う、甘い香りがほんのり漂った。ひょっとすると例の化粧品なのかもしれない。

　前のめりでにやにやしてる娘が話しかけてきた。こう、ぐーっと顔を近づけて、獲物を狙う蛇みたいなスタイルで。

「へいへいカルタよカルタくぅーん☆」

「はいこれノート。昨日の宿題」

「えー？　今日はやけにドライじゃん枯れてる幼おさな馴な染じみ。まだ何も頼んでいないのにあっさり渡してこないでよ、阿あ吽うんの呼こ吸きゆうか」

「目的のものを手に入れたのに何がそんなに不満だというんだ」

「過程が大事なんですう。せっかくさあ……」

　くるくるツインテールは小さな子供みたいに唇くちびるを尖とがらせると、片手を胸の真ん中辺りにやった。胸を押さえている、とは少し違う。マリカのしなやかな指先はただでさえ薄い夏服半袖ブラウスのボタンを弄んでいる。

　ぱちんっ、という小こ気き味みの良いい音があった。

　上目使いで片かた目めを瞑つむって、右の肩なんか出しちゃっている人がこうこぼしてきた。

　カルタの耳元で、そっと。




「（……ノート見せてくれたら、潤いの足りない幼おさな馴な染じみにはマリカさんが後でイイコトしてあげようかって交渉を持ちかけようと思っていたのになあ？）」




　少年の心臓が跳ねる。

　緊張が皮膚のすぐ裏で電気みたいに走り回っているのが自分で分かる。

　やっぱりこういうのでは、マリカの方がずっと強い。

「ぷっ」

　クラスの一軍女子は両手でお腹なかを抱かかえていた。

　そのまま転げ回りそうなマリカ。目尻に涙すら浮かべて彼女は笑っている。

「あっはっは!!　正解のカルタには肩かたを揉もませてあげようって話ですけど？　ひょっとしてー、カルタ君は何を想像していたのかしらあー……って、あれ？」

　気づいていないのかこの人は。

　ブラウスのボタンを外して肩を片方出すって事は胸の谷間とか結構すごい事になっているし、そもそもカラフルなブラ紐ひもとかそのまんま見えちゃっているのだが。

　教室の四隅を愛するクソ野郎達は暗い顔して俯うつむいていた。

「（……て、ていうか無防備な女の子をお好きなだけマッサージ権って、すでにもう途方もないご褒ほう美びだと思うんだけど。雨あま脚あしさん、あれがそのまま小さくなったナマイキな妹さんとかいないのかなあ？）」

「（こいつほんとに何でお姉様枠じゃねえんだ？　この魔性ぶりでクラスメイトとかもったいねえ。何ならお母さんでも良いいからひとまず俺に紹介してくれ!!）」

　予想外の流れに枝分かれしていったためか、わたわたマリカが両腕を交差して自分の体を抱く。剝むき出だしの肩を隠して谷間もガードした。上目使いの唇くちびる尖とがらせで彼女は言う。

　半分冗談みたいな声で。

　しかしちょっとだけ頰を紅潮させて。

「……カルタのえっち。見せブラ勝手に見てんじゃねえーよ」

「自分から見せてるものを見たら怒るとか女子の全てを使った当たり屋かマリカ」

　常日頃からハダカで寝る人とて予期せぬタイミングでお飾りのブラ紐ひもを見られるのはアレらしかった。正直、ひたすら巻き込まれる側には羞恥のラインがサッパリなのだが。

　と、歌うた貝がいカルタのほっぺにもう一回違和感があった。

　小さな水晶少女は無表情を極めたままだ。

「むー」

「だからなにこれ？」





２






　洋上水晶魔法学園セカンドグリモノア。

　とはいえ、年中無休で殺伐とした魔法の模擬戦ばっかりしている訳ではない。むしろ、極限のアクションは当たり前の積み重ねの上に成り立つものばかりなので、一般教養というのも生死を分かつ材料になり得る。

　公園の鉄棒で逆上がりができない人間には、体操競技の世界選手権で大車輪なんてできるはずもない。それと一緒。

　という訳で、

「ひい、ひい、はひい。チャイムっ、くーれんと先生、チャイム鳴りました今ぁ!!」

「チッ、タイムリミットに救われましたね歌うた貝がいカルタ」

　体育館で舌打ちを隠しもしないのはメガネの銀髪褐色体育教師、レトネーエ＝クーレントだった。格好はタンクトップに派手な色のレギンス、あと左手にある指輪とモバイルウォッチが特徴的か。

「……それにしても、どうしてあなたはダンスとなると右手と右足の動きが勝手に連動していくんですか。あそこまで呪いの踊り化する生徒もなかなか珍しいですよ？」

「アンタそれ泳げない人間にどうして金かな槌づちなんですかって尋ねるのとおんなじくらい残酷な事言ってますよ……？」

「逆に才能」

「楽しんで刺してきてますよね？」

　教え子の失敗を指摘するのは良いいけどコンプレックスは抱かせるな、がイマドキの教育の基本のはずだがスパルタ女教師にはこの辺全く通じないらしい。馬鹿にされたくなければ上達しろ、という競争社会丸出しのヤツが襲いかかってくる。

　……というかヨガ系のタンクトップにぴちぴちレギンスだと、この褐色美人はメリハリの利きいたボディラインが踊り子さん以上に丸出しになるからダンスのお手本を真まっ直すぐ見れない、という事情もあるのだが。縦長のおへそとか常時丸見えだし、激しく飛んで跳ねるとタンクトップの下の方から普段あんまりお見かけする事のない下乳さんがやたらとご挨拶したがってくるし。ただ、こういうのはできない子が口に出すと火に油どころでは済まなくなるのも目に見えているけど。

　プロテインっぽいドリンクをボトルから口にしながら、健康的に汗を流すインド系の人妻女教師はこう言ってきた。

「せっかく体を動かして少しでも贅ぜい肉にくを搾ったのです。『接岸日』だからといって、甘い物ばかりばくばく食べて、これまでのボディメイクを台なしにしないように」

「ふわい……」

　もうチャイムは鳴ってしまった。今から着替えていると確実にお昼休み争奪戦に出遅れてしまうので、カルタはジャージのままお昼ご飯の旅へ向かっていく。

　傍かたわらには、いつの間にかアイネが立っていた。

「にえさま、本日はお弁当を作っている気配はありませんでしたが」

「今日は学食」

　お財布やスマホといった貴重品は着替えと一緒に鍵のかかるロッカーにぶち込んであるが、このために一〇〇〇円札を一枚だけジャージのポケットに突っ込んでいた。四時間目が準備に時間のかかる体育、という時点ですでに対策を考えるべき案件と判断できなければ餓うえと渇きに支配された高校生のお昼休みは生き残れない。

「アイネ、何で急に距離を取る？」

「別にアイネが何かを食べる訳ではありませんが、しれっとカレー、ミートソース系を選ぶサイテー野郎には理由もなく近づきたくありません」

　無表情な子は自分の白い衣装が気になるお年頃らしかった。どうやら流れ弾を恐れているらしい。言ってもスプーンですくうカツカレーなので、カレーうどんみたいな地獄のショットガンにはならないはずなのだが。

「……でもそう言われると二人で分け合って食べたくなるな。スプーンもう一つもらってこようか？」

「にえさま」

　しかしここで予想外の問題が生じた。

　無事にカツカレーは手に入れたのだが、食料確保に集中し過ぎた。混雑する学食は座席の方が埋まっていたのだ。カルタはトレイを両手で持ったまま途方に暮れてしまう。こういう形の争奪戦も起こり得る。そして何な故ぜだか学食というヤツは大部屋の外にご飯を持ち出して食べる事を良しとしない風習がある。

「にえさま、諦めて床に座って食べている人もいますよ。こう、壁に背中を預けて」

「あれはいくつかの小皿に分けてある定食系だろ。カレーみたいな一個の大皿だと難しい、重たい皿を持つだけで両手が埋まっちゃうよ」

「それで構わないのでは」

　？　と首くびを傾かしげるカルタに、アイネは何かをすくうジェスチャーをした。

「ですから、にえさまにはカレーの大皿を両手で持ってもらった上で、アイネがスプーンをにえさまの口元まで運べば問題は解決するのではないかと……」

「カルタ君」

　しっとりとした声が割り込んできた。

　見れば、車椅子の生徒会長・表おもて参さん道どうキョウカが同じ学食にいた。和風のお刺身定食を広げた彼女の周りだけ、少し人混みに空間が空いている。おそらく車椅子の取り回しをするために普通の椅子の並びより広めにスペースが必要だからだろう。

　艶やかな黒髪の先輩女子はこちらへ手招きしながら、

「アイネちゃんと二人で床に腰を下ろすだなんてお行儀の悪い事考えていないで、素直に椅子を持ってきなさい。わたしの隣で良ければ空いているから」

「おっと助かります表おもて参さん道どうさん。……アイネなに？　何な故ぜ俺のほっぺをつねる？？？」

「むー」

　何やら無表情ながら不満げな水晶少女だったが、基本的には従順だ。

　いったんカツカレーをテーブルに置いて場所をキープすると、カルタは予備の椅子をえっちらおっちら持ってくる。

「それにしても、表おもて参さん道どうさんって普通の学食でご飯とか食べる人だったんですね」

「なに？　食事はいっつも専属料理人の特注で、何時間もかけてのんびり食べているとでも思った？」

　……そのイメージで特に間違っていなかったのでカルタは言葉に詰まった。ただ言われてみれば、『難なん問もん排はい除じよ』を追ってキャンピングカーで共同生活していた頃はキョウカも料理当番の日になると（やたらと甘ったるい）カレーライスなどを作ってくれたか。

「でも意外ですね。表おもて参さん道どうさんっていつも人に囲まれているイメージでしたけど」

「わたしだって一人になりたい時くらいあるのよ？」

「はあ」

「年下の男の子に頼りたい時もね☆」

「またまた」

　本当に上流階級の人はその辺の割り箸であってもお上品に扱うものらしい。美人生徒会長は細長い紙の袋を折り紙みたいに折って、子犬の形の箸置きを作っていた。

　彼女はカルタのカツカレーをじろじろ見て、

「……カルタ君はまた、育ち盛りの権ごん化げみたいなの食べているね」

「むしろそんなあっさりしたので午後を乗り切れる表おもて参さん道どうさんの方が変ですってば。全品大盛り無料なのに、何でご飯が小盛りなの？　存在自体がSDGsなんですかアンタ」

「体育の先生から、日頃のボディメイクを台なしにするなって言われなかった？」

「むぐ」

　スパルタンレトネーエ先生からは甘い物をばくばく食べるなと言われただけだ。

　ご飯枠なら大丈夫、なはず。

　しかし先生達に好かれる黒髪の優等生は刺激的な初体験に興味があるのか、自分で批判したカツカレーをちょっと指差して、

「一口」

「はいはい」

　いったん許したら七切れしかないチキンカツごとごっそり持っていかれた。美人さんはチャレンジすると決めたらとことん行く人らしい。そして表おもて参さん道どうキョウカは両目をぎゅっと瞑つむると、細い喉を鳴らし、そして子供みたいに小さな舌を出す。

「ううー、やっぱり辛いっ！」

「アンタの作るカレーライスの方がむしろ辛さの平均値を大きく下回っているんです。平気な顔して鍋に牛乳ぶち込んだりするし」

「……あれはお湯で溶かしたスキムミルクとメイプルシロップ……」

　そんなものまで入れていたのか。

　小刻みに震える表おもて参さん道どうキョウカは目尻に小さく涙まで浮かんでいた。

　下手すると職員室の先生よりも大人っぽい生徒会長だと、舌を出すとか涙目とか子供っぽい仕草はアンバランスどころかちょっと背徳的に見えてくる。この人は絶対に地味なスクール水着とか着せちゃダメな生徒会長だ。

「ふう、ふう。カルタ君、よくこんな難易度高いの苦もなく食べていけるね。やっぱりカラダが頑丈な男の子だからかしら？」

「それも特に関係ないと思います」

　頑張って辛いものを食べるとたくさん汗が出る＝美容やデトックス絡がらみのイメージがついて回るせいか、カルタ的にはむしろ激辛系は若い女性に好まれるイメージがある。というかマリカ達仲良し一軍三人組がそっち系だ。何かと言うと韓国料理とかタイやベトナム辺りのエスニック系とかに挑んでるし。

　キョウカはまだ小さく舌を出したまま別のものを指差した。

　しなやかな指先でつんつんしているグラスには白い液体が満たされている。

「こっちのは？　お冷じゃないみたいだけど」

「飲むヨーグルトが売っていたので。辛いの食べてから闇雲に舌を冷やしたって感覚は戻りませんよ、あれって痛みに近い状態なんだし。クーレント先生が言うには辛いのには乳製品の方が口直しに効くんですって」

「うう、ラッシーとかそっち系ね」

　どうにかして舌を休ませたい生徒会長は特に許してもいないのに一口飲んでしまった。辛味という緊張から解放されて軽めに賢者チルアウト状態に達したらしい。しばし、キョウカはグラスを手にしたままぼーっと遠くを見ている。なんか予期せぬ無防備さでカルタはむしろ落ち着かなかった。美人さんの寝顔をそっと覗のぞき見みるような気分だ。

　そして彼女は手元のグラスに気づいた。

「あら？　これは間接キスになってしまったかしら」

「ぶぼフッそういう主導権の取り返し方はやめましょうよ小悪魔!!」

　あと間接キスなら黒髪美人が人様のスプーンでカレーを食べた時点で達成している。

　カルタが叫ぶと生徒会長は頰に手を当ててにこにこしていた。やっぱり振り回す側がお好きらしい。……傍かたわらで直立不動なアイネからの視線が若干圧力を増した気もするが。

　ていうかなんか怖くなってきた。

「あ、アイネさん？　何でさっきから一言もしゃべらないで空気になっているのかなー？」

「話してほしければにえさまがそうご命令すればよろしいのでは？」

　ぴしゃりとであった。

　あるいはカルタがびくびくしているからそういう風に聞こえるだけで、アイネ自身はいつも通りの『無』なのかもしれないが。

　一方の表おもて参さん道どうキョウカは気づいているのかいないのか、

「うーん。二つも貰もらいっ放ぱなしじゃ生徒会長の沽こ券けんにかかわるから、わたしからも何かお返ししておこうかしら。カルタ君、何かこっちの定食で食べてみたいものある？」

「じゃあ明らかにお刺身定食の中でも最後の最後まで残してあると思おぼしきとっておきの一切れ、つまり赤く輝く激レアな中トｒ

「カルタ君☆」

　笑顔で遮られたので別のものを選ぶ事にした。

　世界最強の少年はしばし己のステータス画面に思おもいを馳はせた。度胸の値はどうやって伸ばせば良いのだろう？

「それじゃ、堂々の第二位で小皿の竜田揚げを」

「あら？　そっちは結構本気で持て余していたのに。カツカレーといい竜田揚げといい、男の子って揚げ物が好きよね」

　まあ確かに魚の気分の日に注文して鶏とりの揚げ物が出てきたらびっくりはするだろう。竜田揚げには何の罪もないが。

　グルメ番組とアクション映画は主役よりもやられる側のリアクションが命とは良く言ったもので、表おもて参さん道どうキョウカの手にかかると五四〇円の日替わり学食メニューが輝いて見える。なんていうか、小皿から竜田揚げを箸の先で摘つまんで持ち上げる動きとかしっとりしている。これだけで指先のモデルになれそうな動きだ。もちろんこの人なら顔まで全部映した方が華があるだろうが。

「トレードとれーど☆　ふふっ、何だか本当にお友達みたいね」

「何言っているんすか」

　表おもて参さん道どうキョウカは小さく首くびを傾かしげると、箸の先で摘つまんだ竜田揚げを口元でふうふうし始めた。逆の手はそっと下に添える超しっとりお姉さんの構えである。

「それにしても、意外と通ぶった事を考えるのね、カルタ君。それはまあ、そのお店の火の扱いを知りたければ魚よりも鶏とりを見ろとは言うけれど」

　そんなつもりは全くなかったのだが勝手に深読みしていく人には下手に逆らわない方が良いい、というのがカルタの持論だった。『難なん問もん排はい除じよ』辺りと衝突した時に得た教訓だからあんまり参考にしたいとも思わないが。

「ふう、ふう。はい、あーん……っと？」

　ぽとりという小さな音があった。

　珍しく、あの表おもて参さん道どうキョウカがお箸で摘つまんだものを落としてしまっている。ただし小さな竜田揚げは床には衝突していないし、テーブルの上にもない。ではどこに行ったのか？

「あらあら」

　生徒会長の困った声があった。

　乗ってる。妙なミラクルが展開されていた。表おもて参さん道どうキョウカの隠しようもないサイズのお胸さんの上に竜田揚げさんが軟着陸している、だと!?

　が、この程度で動じる生徒会長表おもて参さん道どうキョウカではない。

　のっけたまま彼女はくすりと笑ってこう繫つなげた。

「どうせなら、このまま食べてみる？」

　と、

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、むー」

「ちょっと待って表おもて参さん道どうさんこれ見てください大至急！　唇くちびる尖とがらせたアイネが何な故ぜか刀とか取り出してるからそういう冗談はほんとにマジで控えて!!　っ、ニヤニヤ笑いでトラブルの拡大とか望んでんじゃねえよ育ち過ぎた小悪魔ァ!!!!!!」
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　学生なら誰だって放課後は待ち遠しいだろう。

　イメージする単語は解放。

　だけど『接岸日』の今日は格別だ。ノリとテンション的にはもう遠足に近いものがある。

「島への接岸・係留作業の完了を確認してタラップを降ろすまでは外出禁止。繰り返すが『プリセット』の『飛行』で勝手に飛んでいくなよ馬鹿ども!!　ここまで来て自室待機を命じられたいか!?」

「ええと先生達も街には降ります。ハメを外し過ぎると捕まえちゃいますから気をつけてくださいねえ!!」

　中サブ等カテ部ゴリムキムキ体育教師の清きよ沢さわハドメやソフィア＝フィレンツェの言葉も、果たしてどこまで効果があるのやら。

　オレンジ色に染まる甲板に集まっているのは、カルタやアイネも同じだった。

「にえさま、今日はどうするのです？」

「とりあえず船を降りてから考えよう。真面目な顔は真面目な場面ですれば良いだろ、無理して常日頃から真面目モードでいなくちゃならない理由も特にない」

　複数の錨いかりを海に降ろして船から陸側へ係留ロープを投げているのがここからでも見える。側面のサイドデッキから細長いタラップがゆっくりと下がっていくが、あんなものでは一千人に届くセカンドグリモノア勢は捌さばけない。結局、『飛行』頼みで手すりから飛び降りていく連中がほとんどだった。……簡単に言うがサイドデッキとコンクリの岸壁の高低差は九メートル以上。水晶魔法がなければ良くて骨折下手すりゃ死亡レベルの高さである。

　傍かたわらのアイネは、無表情ながら両手を緩く広げていた。

　そのまま指をわきわき握ったり開いたり。

「にえさま」

「……このスタイルだけはどうにかならないものかな、ほんとマジで」

　愚痴を言っても仕方がない。

　スパン！　とアイネの細い脚がカルタの両足をまとめて手早く払うと、そのままの勢いでお姫様抱っこに。何しろ『飛行』が使えるのはアイネ側なので、こういう時カルタはおんぶにだっこしてもらう以外に手がないのだ。

　重力を感じない動きでふんわりと着地してもらう。

「アイネ的には、ずっとこのままでも特に問題はないのですが」

「お願い早く下ろして」

　東南アジアの港湾都市と言っても色々あるが、この島は英語と中国語の看板が多かった。カルタには全部が全部読める訳ではないが、スマホや車の広告なんかは日本でも見慣れたロゴが並んでいるのが分かる。なんか見覚えあると思ったら、デカデカとした看板で最新の空撮ドローンとたわむれているのは表おもて参さん道どうキョウカだった。世界最強も大変だ。ていうか多分カルタ自身の看板も世界のどこかに紛れていると思うとちょっと心が憂鬱になる。その辺のガキどもの手でおでこに三つ目の瞳とか描かれていない事を祈るしかない。

　生徒会の赤毛お団子がなんかうっとり眺めているのをカルタは横目に見ながら、

「今日はこっちで晩ご飯も済ませちゃおう。アイネ、何か食べたいものはあるか？」

「じゅｎ

「金はナシで。こら、免税店のウィンドウ見てよだれ垂らすのはやめろアイネ。ガラスの向こうで店員さんが恐おそれ戦おののいてる」

「ではにえさまにお任せで」

「そういう事言ってるとまんまるうどんとかにするぞ。普通に海外出店してるからな」

「はあ。国や地域によってはわざと冷ましたぬるいうどんにケチャップかけて食べるらしいので、海外で和食が恋しくなって出かけると軽くパニックになるらしいですね」

　適当に言い合いながら港を抜けて繁華街へ。観光系の港から街に連結しているせいか、とにかくタックスフリーの表示が並んだ免税店だらけだ。ていうかブランド系の箱をたくさん抱えて走り回っているのはソフィア＝フィレンツェではないか。

「あれもこれも、ああ、今の内にパンプスも買っておきたい……!!」

「……あの人は生徒の動向を見守る巡回要員だろうに何やってんだ……？」

　免税という言葉の響きに目めが眩くらんでいるようだが大丈夫だろうかあの先生。お財布事情的には、確かちょっとお高いカップ麵が贅ぜい沢たく扱あつかいになっていたと思うのだが。

　正直に言ってカルタ達に目的はなかった。

　ただいつもの船から降りて気分転換したい、というのがカルタの素直な気持ちだ。水晶少女アイネの方は元からカルタについていく以外特に何も考えていないはず。

　そういう意味では、夕暮れの海岸線にはちょっと苦笑せざるを得ない。

「意外と変わらないもんだな……。まあ、船を降りたって同じ制服だらけなんだから当然か」

「こうして観察する限り、巡回らしき教職員を除くと男女のペアが多い印象です」

　かもしれない。

　カルタの隣を歩く水晶少女は、その意味まで理解できているだろうか。肩に手を回したり、わあ、人前で唇くっつけてる恋人達もいるけど。

　そしてこういう時、世界最強の看板が無駄に働く。元から観光地なんだから路上での呼び込みは多いのかもしれないが、それでもカルタやアイネが声を掛けられる率は異常だ。二人に目的はなくても、街を歩いているだけであれこれお店に誘われてしまう。

「ま、ちょうど良いいかも」

「にえさま。警戒心が足りていないのでは？」

「実際はどうあれ、書類上では世界最強の『天てん外がい四し神じん』が二人分だぞ？　ここにぼったくりをぶつけてくるヤツがいたら逆にその勇気は賞賛されるべきだ」

　ほとんど呪いみたいな称号だ、活用できる時には使わせてもらおう。当たり屋的な『弱い被害者になりたがって攻撃してくる』パターン以外直接的な被害を喰くらう展開はないはずだ。

　まだ夕方、放課後は始まったばかり。

　とりあえず食事系は時間的にちょっと早いのでパスするとして、他のお店になると、だ。

「へえ、服屋さん」

「ひとまずちゃんとしたブティックのようですね。得体のしれないコピー系ではないようです」

　店内を軽く見て冷静に評価しながらも、アイネは無表情に首をひねっていた。

「しかしラインナップを見る限り、ここは女性モノの専門店では？　にえさまが平等で新しい道に目覚めない限りは店舗に入ってもできる事はなさそうな印象ですが」

「何で俺が体を張る前提なんだ。お前を着せ替えすれば済む話だろ」

　呆あきれたようにカルタが言うと、アイネの首の角度がもうちょっとだけ深くなった。

　傾かしげっ放ぱなしで水晶少女が質問してくる。

「……アイネの衣服を？」

「多分店員さんもそっちを望んでいる」

　同じ世界最強枠でも、カルタ御ご用よう達たしかアイネ御ご用よう達たしかでちょっと意味合いが変わってくる気がするし。まあお店側は『天てん外がい四し神じん』御ご用よう達たしという広告材料が欲しいだけだから、油断してるとお金も払っていないのに勝手にお土産を押しつけてきそうな雰囲気でもあるのだが。

　アイネは自前の白い衣装に視線を落としつつ、

「軽くて頑丈、布ぬのを摑つかまれないよう体に張りつく構造で、動きやすいように各部へスリットも入れております。機能性の面では今あるもので何も問題ないのですが」

「かもな。……ただお前、そういえば年中無休でその白い服だけど洗濯とかどうしてんの？　俺はお前の下着とか洗った記憶ないんだけど」

「───、」

「……アイネ、よくぞここまで成長してくれたな。そのデリカシーのない人アイは出会った頃のお前には決してできなかった表情だ」

　口を小さな三角にしてジト目になってる人の見えない圧力に負けて目めを逸そらしながらカルタはそれだけ呟つぶやいた。

　刀の先から心臓まで含めて全部で水晶少女アイネらしいのだが、まあ、衣服については自分で世話していたのだろう。前に、スポーツタオルから柔軟剤の香りがしていた事があったので洗濯についての知識くらいはあるようだし。仮にあれ一着しかない場合は、夜な夜な素すっ裸ぱだかになって手洗いから乾燥までしていた可能性もあるのでちょっと聞くのが怖いが。しかし複数あったらあったで（アイネ第二のホームとなりつつある）カルタの体内に着替えがいくつも放り込まれているかもしれないので、そっちの可能性もきちんと想像すると結構おっかないけど。知らない内に自分のお腹なかの中が水晶少女の汚部屋に化けていない事を祈るばかりだ。

　ともあれ。

　誘われるまま入ってしまった女性向けの洋服店だが、二人して店の隅でぼーっと突っ立っているだけでは流石さすがによろしくない。試着は自由にできるようなのでアイネを担かつぎ出だそう。

（……こういう時、いらない世界最強称号のおかげでスマホの中にある程度まとまったお金があるっていうのは素直に助かる）

「試着だけならタダなんだ。アイネ、ひとまず好きなの指差して」

「アイネ側に特に要望はありません。にえさまのお好きなように」

「そもそもお前のサイズに合う服があれば良いけど」

「このアイネ、特に理由もなくいきなり馬鹿にされたという事実はひとまず認識しました」

　……本当に成長したもんだ、とカルタは心の中だけで感心していた。水着に着替えると言ったらカルタと同じ部屋で素すっ裸ぱだかになってしまうクリスタルビーチの観光ホテルの時とは情緒の厚みが違う。

　いつの間にか、アイネは女の子になっている。

　成長していないのはカルタだけか。

「おっ、これとかどうだ？」

「なるほど。この何気ないチョイス一つで、にえさまがアイネに何を求めているかが浮き彫りになる訳ですね」

　選んでから変なプレッシャーをかけてくるのはやめてほしい。

　ちなみにカルタが選んだのは白系のお嬢様ワンピースと大きな帽子だった。元から（がっつり戦闘用とはいえ）白いドレスを好んで着ているアイネのイメージは裏切らない無難な組み合わせだとは思う。

　……のだが、

『いたいっ』

「？」

　カーテンを引いた試着室の奥から変な声が聞こえてきた。

『いた、いたた。思わぬ事態が発生しております』

「おいアイネ、お前一体何してる？」

　というか逆光でボディラインが透けそうなくらい儚はかないワンピースをどう扱ったら『痛い』なんて言葉が出てくるのだ。まさかと思うが、アイネの肌はとことんまで敏感で合成繊維は一切受け付けないとか？

　ややあって、律儀に命令に従うアイネが試着室のカーテンを割って首だけ出してきた。

　それで何となくカルタも答えを察した。

　鍔つばのついた大きな帽子が変な角度になっているというか、頭にフィットしないで帽子全体がそのまま浮いてしまっている。理由はもちろんアレのせいだ。

「……お前、そのナゾのツノは何とかならないのか？」

「このアイネに何を期待しているというのですか。むしろ干渉については衣服側でケアすべき案件です。例えばこう、帽子のてっぺんに切り込みを二つ入れて出し入れ自由にするとか……」

「待て早まるなまだ試着してるだけで買ってないッ!!」

　無表情な娘が虚こ空くうから刀とか取り出したので、慌ててカルタがカーテンごとアイネにしがみついて止める羽目になった。

「しかしお前のそのツノ、触ると痛いって反応なんだな……。言っても帽子が引っかかったくらいなのに」

「（……痛い、というか不用意に触れられると過敏に反応してしまう部位、といった方が近いのですが）」

「？」

　なんか小さく俯うつむいて口の中でごにょごにょ言ってるアイネだが、とりあえず帽子やフードなど頭のてっぺんを隠してしまうコーディネートは基本ＮＧらしい。『難なん問もん排はい除じよ』のスザニアに腕を切られた時も無言だったのだから、こいつは多分よっぽどの事態だ。

　そうなると、

「他の路線だと……意外性をぶつけるとなると、ボーイッシュとか？　お前はあんまりスポーツウェアとかは選ばない気がするし」

「普段あれだけアイネに守られておいて、今さら運動音痴扱いするのはあまりに不当な評価ではありませんか」

「そういう意味じゃなくてだな」

　とりあえずいかにも合成繊維臭いカラフルなタンクトップとスパッツをアイネに押しつけてみる。ダンスやリズムにどっぷり浸つかっているレトネーエとかペンデットとかが好きそうなヤツだ。アイネは首くびを傾かしげつつも、再び試着室のカーテンを引いた。

　ぶっちゃけると常に無表情なアイネ自身の好みが見えないので、カルタの方から大胆に系統を変えて弾幕を張っていくしかない。これよりはこっち、何寄りのナニ、ここからここまでの幅ならオーケー。そうやって徐々に範囲を狭めていかないとアイネの喜ぶものが判明しない。

（お嬢様ラインからスポーツウェアに。次、幅を狭めるとしたら何だ？　ニットワンピースとか、いったんフェミニン系に寄せて反はん応のうを窺うかがってみるとかかな……）

　何だかお互いに隠している数字を言い当てるゲームみたいだ、とカルタが考えていると、

「できました」

　アイネが試着室のカーテンを開け放った。

　やはり雪の妖精っぽいというか、抱き締めると折れてしまいそう系の儚はかなさがあるアイネに夏真っ盛りといったへそ出しのスポーツウェアは合わない。でも、だからこそアンバランスで面白い組み合わせであるのは事実だ。単純に見ているだけで驚きがある。

　しかし、だ。

「……あの、アイネ」

「何でしょう？」

「お前……アレはどうした？」

「？」

　首くびを傾かしげるアイネは気づいていないようだった。正直、指摘するのもおっかない。カルタがわざわざアレと言葉を濁してしまったのもこの辺りに起因している。

　なんていうか、浮き出ているのだ。

　ゴムみたいに延びて肌にぴったり張りつくタンクトップの内側から、ツノ以外の突起が。

（……ばばぶブラ。じ、じゅうにさいのナタレーナですら自分でブラジャーくらい選んでいるっていうのにこいつ一体何やってんだ!?）

　そういえばいつもの純白の衣装も、雨に打たれた時にも色々透けていたような。恥じらいを覚えても結局物理的には何にも改善していなかったのかこの水晶少女。

「とっ、とにかくいったん元の服に戻そうかアイネ。ほら早く！」

「ご迷惑系の反応なのは流石さすがに不服です。にえさまがご自分で選んだくせに」

「両手を腰にやって胸を張るお怒りポーズだけはやめろ!!」

「？？？」

　無表情ながらも疑問の『？』が止まらない顔のアイネをぐいぐい試着室に押し戻す。

　中でもぞもぞ動いているアイネに向けて、カーテン越しにカルタはこう尋ねた。

「いくつか着てみて、アイネ的には何かピンとくるものは見えてこないのか？　俺が選ぶばっかりじゃなくて」

「アイネが、ですか？」

「何でも良いいよ、ここが不満だとかここもっと強めにアピールしてくれれば良いのにとか。小さな引っ掛かりからでも見えてくるものがあるかもしれない」

　そういう事でしたら、という声と同時にカーテンが揺れた。

　ずぼりと首を出したアイネは、まだ着替えを終えていないのだろう。無防備に剝むき出だしの肩を見せながら彼女は無表情でカルタの方を指差す。

「興味と言えば、その辺りでしょうか」

「？」

「セカンドグリモノアの制服。着てみたくないと言えば噓うそになると言っているのです」





４






　ブティックを出ると、カルタとアイネは来た道を引き返して港に停泊している全長六〇〇メートル以上の三胴船、セカンドグリモノアへ戻っていく。

『接岸日』で多くの生徒達が繁華街へ繰り出しているせいか、かえって巨大な学校の中はしんと静まり返っていた。休日の学校に忍び込むような、小さな背徳感を刺激してくる静けさだ。

　ある種の聖域。

　でもだからこそ、そっと足を差し込んで冒している事へのささやかな高揚。

「スペアの制服っていうと、ストックありそうなのは保健室とかかな」

「そういうものなのですか、にえさま？」

「あくまでも非常時のための間に合わせだから、細かい寸法とか合わせていられないぞ。多少ぶかぶかになるのは吞のみ込こんでくれよ」

「……何な故ぜサイズが合わないというのがぶかぶか方向にのみ偏って限定されるのか、にえさまの予測とひもづけられた根拠を提示していただきたい」

　ツノ部分を含めても頭一個は背の低い少女が無表情ながらほっぺを内側から膨らませる。そういうのを気にするようになったのかも、とカルタは微ほほ笑えましい内面の変化に少し驚きつつも、

「大丈夫だよ。マリカとか表おもて参さん道どうさんとかは普通のサイズじゃない。ああいう、好みの柄のブラを探すだけで苦労するレベルの超一軍女子と自分を比べて落ち込む必要はないぞアイネ」

「その笑顔、負け前提の語りが全部不服だっつってんのがご理解いただけないんですかこのすっとこどっこい」

　そんな訳で保健室へ。

　幸い、壁かべ際ぎわに並ぶベッドで（熱中症や船酔いなどの）急病人が寝込んでいる様子もなかった。本来は遊び場ではないのだが、これなら誰にも迷惑はかけない。少しくらいアイネに付き合っても構わないだろう。

「あったあった。ほら見つけたぞアイネ、女子の制服」

「そういえば、にえさまはどうして女子の制服についてここまで知識が豊富なのでしょう？」

　そしてアイネは言葉で人の脇腹を刺す事まで覚え始めていた。

　車椅子の生徒会長の着替えをお世話したり、後輩のナタレーナがびしょ濡ぬれになったりと、こっちも色々振り回されてきているのだ。

　さて。

　スペアの制服一式は見つかったが、ここはブティックではないので試着室がない。仕方がないので、アイネにはカーテンを引いて空間を四角く隔離できるベッドスペース一個分で代用してもらう事にした。

　中で水晶少女がもそもそ着替えをしている間、カルタはちょっと首くびを傾かしげていた。

　というかなんか落ち着かない。

（あ、あれ？　何だ。カーテン引いてるんだからお店の試着室とやってる事は変わらないのに、なんか心臓がうるさい……？）

　ぱちぱち瞬まばたきしてから改めて己の闇と向き合ったカルタは、やがて原因を特定した。

　透けてる。

　保健室のベッドスペースを区切るのに使っているのは試着室仕様の分厚い遮光カーテンではないから、中で着替えているアイネのシルエットがうっすらと透けてしまっている!?　どうやらあの無防備少女、四方をカーテンで囲んだせいで暗くなったという理由だけでベッドサイドにある眩まぶし過すぎるＬＥＤ灯のスイッチを入れてしまったらしい。

『？　にえさま？』

「いや別に！　特に何にも!!」

『？？？』

　疑問に首くびをひねるところまで分かってしまうのがいたたまれない。

　正直、アイネがカーテンを引いて自分から開けてくれるまで息が詰まって仕方がなかった。

「……こんな感じになりましたが、いかがでしょうか。にえさま」
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　制服だ。

　セカンドグリモノアの夏服。

　背筋を伸ばして直立しつつも手持無沙汰な感じで両手の指をもじもじ組んでいるアイネの格好は、セカンドグリモノアで授業を受けていれば毎日当たり前に見かける程度のものでしかないだろう。だけど、水晶少女のアイネが身を包むとまた印象が違った。

　ひょっとしたら、こんな未来もあったかもしれない。

　思わずそんな感傷を抱かせてくれるほど、初うい々ういしいイメージの強い制服姿のアイネ。元から透き通るような水晶少女だと、スクリーンのように光の色によって纏まとう空気を変えるのか。夕暮れのオレンジもまた、儚はかない夢の印象を高める一助になっていたのかもしれない。

　どこで間違ったのか、なんて話は今さら過ぎて論じる気も起きないけど。

　その辺全部込み込みでカルタは素直にこう告げた。

「似合ってるよ、アイネ」

「……自分でリクエストしておいて何ですが、褒められてもけなされても評価の受け取りに困る格好ではあります」

「セカンドグリモノア仕様なんだから、これだって実戦想定の縫製だろ。何なら普段からこれで構わないんじゃないか？」

「対人定義を修正、にえさまが制服フェチらしき事は何となく把握できました」

　それで刺したつもりかもしれないが、多分、今学校に通っている中高生に向けて言っても意味のない話だ。普段私服（？）で校内を歩き回っているアイネと違って、こっちにとってはむしろ制服姿の方がデフォルトの初期装備なんだからフェチも何もない。

「どうせだから、その辺ちょっと歩いてみるかアイネ」

「にえさまは一人で独占するより見せびらかしたい派ですか？」

　手応えがないと感じたのか再度アイネが刺しに来たようだ。しかし今ならほとんどの生徒達は『接岸日』で陸の方に向かっているから、セカンドグリモノア内部は無人状態だろう。慣れない格好をしたアイネが廊下に出たところで驚く人はいないと思う。

「なるほど、外には出るがバレてはならないというさじ加減ですね。放課後、無人の学校というロケーションによって一層強く背徳的な香りがしてきました」

「俺が死ぬまでひたすら弾幕を張り続けるのはやめようかアイネ」

　苦笑しながらも保健室の扉を潜くぐるカルタ。

　その時だった。

　とんっ、という小さな、柔らかな振動があった。

　ドアを潜くぐった途端、廊下側にいた誰かとぶつかったのだ、と歌うた貝がいカルタは思い至る。

　しかも相手は赤の他人ではなかった。

　混ざる。

　濁る。

　アイネの色に染まっていた空気へ亀裂が入っていくのが、明確に分かる。

「……マリカ？」

「分かってるわよ……」

　疑問に対して、幼おさな馴な染じみの少女は顔を上げなかった。

　沈黙。

　痛々しいほどの弱さ。

　ぎゅっとカルタの半袖ワイシャツを握り込んだまま、額を少年の胸板に押しつけて、そして嚙かみ締しめるように雨あま脚あしマリカはこう語る。




「今がアイネちゃんのターンだっていう事くらい、私だって分かっているわよ」




　重大な意味を持つ言葉だった。

　今日一日あった、不自然なまでに賑にぎやかな時間を全て瓦が解かいさせるほどの力を持った呪文。

「……これが、本当に最後の一日だから」

　くしゃりと、こちらを見上げてくる幼おさな馴な染じみの顔は歪ゆがんでいた。

　迷子、が一番近いか。

　いつもの勝ち気でアッパーな一軍女子はどこにもいなかった。

「『人間達の黒幕』への回答期限が迫っているから、だから悔いのないように学校生活を満喫しよう。そうやって未練を全部断ち切ってから最後の戦いに挑もう!!　そういう話だったのは私だって覚えているわよ!!　でもできないの。どうしても無理なのよっ、この土ど壇たん場ばでお行儀良くしているだなんて！　……だって、私はカルタが好き。このグリモノアにやってきたのだって、全部壊れてセカンドグリモノアに鞍くら替がえした後だって、私は別に最新鋭の魔法を極めたい訳じゃなかった!!　アンタが放っておけなかったからついてきただけだったのよ、本当に全部それだけだったのに!!!!!!」

　しょうらいのゆめ、って何だろう？

　水晶魔法。こんな専門的な学校に来ていながら、カルタだって明確なビジョンは浮かんでいなかったかもしれない。最強最強と担かつがれて『やらなければならない事』は山ほど増えて忙殺されたけど、さて、ではこの状態が受験で苦しんでいる間に思い描いて不安を紛らわせていた『なりたい自分』だったのかと言われれば首くびを傾かしげざるを得ない。あるいは好きな人と一緒にいたいだけというマリカ以上に、最初は何もなかったと思う。

　そして今のやり取りには、重大な意味を持つ言葉がいくつも含まれていた。

　あるいは幼おさな馴な染じみの少女にとっては、地球の命運よりも核心に触れる情報が。

　だけど、

「分かるわよ」

　カルタが何か言う前に、ぐずぐずになった少女の声が遮った。

　プレミアらしいご自慢のジェリーマスカラが、大粒の涙によってボロボロに崩れて台なしになっていく。

「……どうせアンタはなんだかんだで最後はアイネちゃんを選ぶって事くらい、私だって分かっているわよ。だって、そうしないとアイネちゃんは一人ぼっちだもん。他に自分達の世界がある私やあの生徒会長と違って、ほんとにアイネちゃんはアンタにべったりで、ここの線が途切れたら何も残らなくなっちゃう。そしたらアンタは絶対この子を選ぶわよ!!」

「……、」

「何で、こんな風にしか恋ができないの？」

　疑問の声。

　この世界の理不尽なんて、嫌というほど浴びせかけられてきたけれども。

　それでも、なお少女は叫ぶ。

「世界最強とか『脅威』とか『人間達の黒幕』とか、全部どうでも良いい!!　もし『特別なモノ』が何もなければ普通に私が幸せになってる……。そういうややこしいのが何もなかったら、今のこの結果だって変わっていたんじゃないの!?」

　流れというか、傾きというか。

　腕の中の雨あま脚あしマリカが全部持っていこうとした何かがそこで、ぐっ、と引っかかるのをカルタは感じていた。この坂道には何があっても絶対に転がらない。そう思ってしまう違和感を見つけたのだ。

　そういうややこしいの。

　それは。

　水晶魔法によってカルタと繫つながりを得た水晶少女アイネ本人も含まれているのか。

　カルタは震える幼おさな馴な染じみの肩を両りよう手てで摑つかみ、明確に自分の胸元から離した。

　距離を取った。

「……ダメだ、マリカ」

「分かってる」

「お前の鬱屈は、多分俺の側からは完璧になんて理解できない。それでも今のその言葉だけは、撤回しろ。さもないと本当に嫌いになるぞ、マリカ!!」

「だから全部分かってるッッッ!!!!!!」

　ぎゃりんっ!!　という甲高い音がセカンドグリモノアに響き渡った。

　血の涙すら流しかねない顔のマリカ。その右手にあるのは……レイピア状デバイスか。

「今日この一日、最後の二四時間は、未練を断ち切るための儀式って話でしょ？　何もそれは、全部ハッピーエンドで成じよう就じゆさせないといけないって訳じゃない」

　それを見た瞬間、カルタもまた決断した。

　雨あま脚あしマリカ、こういう時の思い切りの良さはおそらく地球全人類でもぶっちぎりの最速レベルだ。こちらも即応しないと本気でやられる。

　マリカが一番聞きたくない言葉を少年は叫ぶ。

「アイネ!!」

　叫んで、腰の横から改造軍用懐中電灯を取り出す。

　強烈な赤外線レーザーを顔に浴びせ、マリカの目めを眩くらませる。

　しかし戦うためではない。

　行動のきっかけ、タイミングを作れれば十分だ。

　二人してきびすを返す。バキバキガキン!!　と背後でいくつも音が連続するのが分かる。『天てん外がい四し神じん』雨あま脚あしマリカが全身を水晶装甲で飾るまで何秒あったか。それが終われば戦闘機とケンカして戦車を輪切りにできるあの暴力が迷わず飛んでくる。

「どうするのです、にえさま」

「っ、とにかくこっち!!」

　アステカ神話の死神・テスカトリポカの名前を水晶花に組み込んだマリカは光を武器にしてあらゆる殺傷力に変換させる水晶魔法使いだ。レイピア状デバイスにしても、単純に敵を斬って捨てる他、極めて高精度なレーザー狙撃にも使ってくる。

（戦闘機とケンカするあの最高速度を殺すには、ひとまず直線の開けた空間はＮＧ。レーザー狙撃の利点を潰す意味でも入り組んだロケーションが必須だ。アイネの刀じゃ金属砲弾やミサイルならともかく、レーザー光やビーム系は弾はじけない!!）

　そういう意味では『学校』というのは案外やりにくい。普通の校舎にしても体育館や学食といった特別施設にしても、基本的に『迷子にならない』ように理路整然と設計されているのだから当然だ。そうなると、

「『学校』じゃなくて『船』の方をイメージしろ、アイネ。例えば４ＬＤＫよりデカいディーゼルエンジンや太いパイプ類でひしめき合ってる最下層の機関室とかなら、マリカの速度や遠距離攻撃の利点は封殺できるっ!!」

「『あの』マリカ嬢が、そういう無難で穏当な選択肢程度で行動の自由を奪われてくれると良いいのですが」

「あのマリカは言いっこナシにしようかアイネ。何にでも使える魔法の弾丸になってる、それだと作戦の組み立てができない」

「ただでさえキレてる『あの』マリカ嬢が船内最下層でレーザーぶん回して浸水でも起こしたら、アイネはともかく生存に際し常に一定量の酸素が必要なにえさまは大ピンチですよ。ディーゼル系の燃料に引火した場合はさらに死亡率が跳ね上がります」

「ナシでお願いアイネ!!　地獄の幼おさな馴な染じみの場合ほんとに一秒の躊ちゆう躇ちよもなくやりそうで怖いよ!!」

　と、その時だった。

　どこかのドアが不意に開いた。オレンジ色に染まる廊下側へ誰かが出てくる。一発で分かった、あの人影は知り合いだ。『プリセット』に致命傷以外のあらゆる傷を三〇秒で治す『修復』がある水晶魔法使いばかりのセカンドグリモノアでは、車椅子を使っている人は一人しかいない。

　歌うた貝がいカルタはパッと顔を明るくする。

　沸騰するマリカから逃げ回りつつ、もうぶんぶん手まで振って自分をアピールしてしまう。

「良かった、これで助かった！　表おもて参さん道どうさ……、っ!?」

「わたしだって……」

　ぎっ、という嫌な音があった。

　車椅子の車軸やタイヤのゴムの軋きしみとは違う。

　鬼気迫る不穏に、全力疾走で体がいくらでも酸素を求めているにも拘かかわらず、思わずカルタは呼吸すら止めていた。車椅子の陰、その両手で正確に構えているのは……弓矢？　それも照準器やスタビライザーでゴテゴテ飾ったアーチェリーか!?

「……わたしだって、いつでもどこでも『頼れるお姉さん』でいなくちゃいけないって訳じゃないのよ。それ、そんなの『良いい人ひと』枠で集団から切り離されていいように搾さく取しゆされるのと何も変わらないじゃない。何でわたしだけこういう扱いなの？　ふざけるんじゃないわたしが自分の命や世界最強枠のお金のためだけにここまでついてきたとでも思っているの!?」

　ヤバい。

　何がヤバいって、本人的には殺人も辞さないレベルでスパークしているのは分かるんだけど、脈絡がなさすぎて話を聞けそうにない辺りがほんとにヤバい!!

（もっと日頃から悩みでも聞いてりゃ良かった！）

「そういえば、キョウカ嬢が怒りに任せて怒鳴り散らすのは初めて見るアクションですね。なりふり構わない印象があります」

　言われてみればそうか。

　しかし一体何きっかけで？

「疎外感、でしょうか。キョウカ嬢は現状唯一の三年生レギユレーシヨン３で周囲とは壁があります。一般生徒との間でも、同じ『天てん外がい四し神じん』すら他は一年生レギユレーシヨン１扱いですしね」

「……、」

「あとにえさまは、キョウカ嬢が普段どんな昼食を食べているか知らないような口振りでした。つまりいつもご一緒している訳ではなさそうです。さらに言えば、年下の男の子に頼りたいとキョウカ嬢が申告した際に『またまた』とかテキトーに流していませんでしたか？」

「つまり？」

「全部にえさまきっかけですクソヤローと言わせていただきます」

　カルタは思わず併走するアイネの手を摑つかんで方向転換。廊下の角を曲がる。とにかく地形を使ってキョウカのアーチェリーを遮らないと即死してしまう。

「お前ほんと成長したな!!」

「はあ。これについては、にえさまがあまりに停滞したままなのでは？」

　キョウカが新たなリスクとして浮上したが、自分達を追い続けるマリカの危険度は一ミリでも下がった訳ではない。つまり何があっても立ち止まってはならない。

　無表情で短いスカートを危なっかしくはためかせながら、何な故ぜか隣を走る制服姿のアイネはわずかに口元を綻ばせていた。

　自分の細い手。

　水晶少女はカルタに力強く摑つかまれている己の掌てのひらに無の視線を落としつつ、

「おやおや、今日はマリカ嬢もキョウカ嬢も余裕が見られません。本気度マックスで殺しに来ていますね。ふふ」

「なっ、何で、うえげほっ、ちょっと楽しそうなんだお前!?」

「立ち位置的に、どうもアイネは姫のポジションらしいので」

　未練を断ち切る。

　行動理由は分かるのだが、内圧の方がケタ外れだった。揃そろいも揃そろって今までどれだけ鬱々としたものを胸に抱え続けてきたというのだ。

　とにかくマリカとキョウカの両面攻撃だけは避けたい。そうなったら収拾がつかなくなる。だとすると、

「ひとまず表おもて参さん道どうさんを引き離すぞ、アイネ。あの人はどれだけヤバくても車椅子だ、階段を使って上下に移動すれば動きを食い止められる。エレベーターは数が限られているからかなり遠回りになるし。これだと『プリセット』の『飛行』を使うマリカは振り切れないけど、二対一の状況をこっちから有利に作れるだけまだマシだっ」

「それは、珍しくガチでキレたキョウカ嬢を相手にするくらいなら日頃からちょいちょいキレてるマリカ嬢と戦った方が容易いという結論でしょうか？」

「マイナスとマイナスしかない天てん秤びんを突きつけるのはやめようかアイネ!!　想像するだけでおっかない!!!!!!」

　海に浮かべる豪華客船は高層ビルの観光ホテルと比べると、縦より横に広いイメージがあるかもしれない。だが最下層の船倉や機関室からてっぺんの屋上ヘリポートまでは多くのフロアで分かれている。つまり階段についてもかなり長めに用意されている。

（その上で、高速飛行やレーザー狙撃まで使いこなすマリカの長所を潰せるロケーションっていうと一体ど

　ズドンッ!!　と。

　カルタの思考を遮るような格好で、通路の奥に向こうとしたところで分厚いギロチンが落ちてきた。

　浸水対策も兼ねた防火シャッターだ。いきなり誤作動が起きるとは思えない。おそらくあちこち移動して逃げられるのを嫌った生徒会長が職権乱用しまくってセカンドグリモノア内のオンライン機器を掌握しているのだ。

　ここは丁字路。右手側に逃げれば階段に逃げ込めるが、どうも誘導されている臭い。何かある。そもそも車椅子のキョウカがカルタを階段方向に逃がしたがるか？

　そうなると、だ。

（表おもて参さん道どうさんの予測を裏切るには、強引にシャッターを破壊してでもこのまま奥に向かった方が良いい!!）

　一風変わった格闘トーナメント『全学大会カタストロフ』を経て多少は殴り合いにも慣れてきたが、複合素材のシャッターは拳で破れない。

「くそっ、アイネ!!」

　少女が右腕を上から下へ振り下ろすと、ビュン、という風を切る音と共に水晶のように冷たい日本刀が握られていた。

　ただしカルタの命令に従わない。

　いきなり真横に振るったと思ったら、オレンジ色の火花が飛び散った。カルタが舌打ちする。叩たたき落おとされて廊下の端へ滑っていったのは、アルミ合金製の矢だった。

　きい、という車軸の軋きしむ音。

　オレンジ色に染まる廊下の先に、車椅子に腰掛けたまま特徴的なシルエットのアーチェリーを構える黒髪美人が見えた。

　それとは別に、もう一つ。

　ざりっ、とゴムの靴底で床を擦る音が廊下の別方向から鳴り響く。振り返るまでもない。階段からやってくるのは全身を水晶装甲で覆い、レイピア状デバイスを利きき手てで下げた雨あま脚あしマリカだ。

　限界なんかとっくに超えた、電気に似た緊張。

　二人ともとっくに会話ができる状態ではないのはもちろんだけど、それでもカルタの唇がとっさに動いた。




「ま

　ゴッッッ!!!!!!　と。




　先に動いたのは、むしろ幼おさな馴な染じみのマリカではなく生徒会長のキョウカの方だった。その一音だけで、無残に捨て置かれたとでも判断したのか。飛び道具のアーチェリーを持っているというのに、構わず車椅子を動かしてこっちへ突っ込んでくる。

　そしてつられるように雨あま脚あしマリカも動く。友好的？　まさか。目の前で誰かに奪われるくらいなら、自分の手で先んじて殺す。そんな狩猟者としての光が幼おさな馴な染じみの少女の瞳に宿っていた。

　廊下の前からはレイピア状デバイスを握り締めた雨あま脚あしマリカ、後ろからは車椅子を操りつつもアーチェリーを構える表おもて参さん道どうキョウカ。どちらも目は爛らん々らんと輝いていて、会話が通じる状況でないのは一目で分かってしまう。

　絶体絶命とはこの事だ。

「にえさまっ!!」

　叫びがあった。両手で刀を構えるアイネは即座にカルタの壁になろうとしたらしいが、マリカとキョウカ、世界最強枠が別々の方向からこちらへ突っ込んでくるのだ。当然ながら鋭い刀に頼っているアイネに守れるのは片方だけ。どう考えたって歌うた貝がいカルタはもう一人の少女との激突を避けられない。

　カルタも改造軍用懐中電灯を構えるが、こんなオモチャでどこまでやれるか。

　メインはあくまでアイネ。

　少年の武器なんて戦闘機パイロットが携帯している拳銃と同じだ。あるとないならあった方が断だん然ぜん良いいが、そもそも墜落して敵地の奥深くでこんなものに命を預けるようになった時点で最悪と言える。

　悲鳴はない。

　ドッ!!　と、衝突の音がセカンドグリモノアに炸さく裂れつした。

　誰がどっちとぶつかったかなんて、もうやられたカルタ自身も判断がつかない。

　カルタはその衝撃を抑えきれない。自分を庇かばおうとしてくれたアイネをも巻き込んで、四人で一個の塊となって廊下を転がる。重い金属音が派手に響いたのは、表おもて参さん道どうキョウカの車椅子が倒れたからか。

　そのまま無音。

　そして。




「あはは!!」




　四人で揉もみくちゃになったままだった。

　床の上で一つのお団子になった状態で、誰かが派手に笑った。ひょっとしたらカルタ自身かもしれなかった。それから笑いは連鎖していった。マリカもキョウカもなかった。一瞬前までの鉄てつ錆さびの匂いがする修羅場が噓うそのようだった。

　あのアイネでさえも、だ。

　ほとんど無表情で、でもほんの少しだけ口元を綻ばせていた。

「くっくっ。なあにいマリカさん？　色恋沙汰でブチ切れて刃物振り回すとか、見た目は最新鋭二・〇だか三・〇だかのギャル系でも根っこの魂が奥ゆかしい江戸時代女子から抜け出ていないじゃない。あはは！」

「うるせえアンタなんかアーチェリーとか飛び道具持ってきてんじゃないこの反則娘。アンタあれよね、遊びで始めた鬼ごっこで一人だけ本気になって自転車とかで人を追い回し始めるヤツでしょ」

　はあ、と誰かが息を吐いた。

　お団子状態になっているからこちらの目には誰が誰だかはっきりしないが、その中の一人が両手でカルタの頭をぎゅっと抱き締めたようだった。こう、胸元でビーチボールでも抱え込むように。

　ややあって、生徒会長がこう尋ねてきた。

「……それじゃあみんな、満足はできた？」

「ええ」

　応えたのはカルタだったけど、特にアイネやマリカからも異論はやってこなかった。もはやそういう段階ではない。

「もうやり残した事はないかしら？」

「大丈夫です」

「……そこでアイネちゃんと二人で逃げたいって言えたら、わたし達は止めなかったと思うんだけどなあ」

　ひょっとしたら表おもて参さん道どうキョウカはそんな脱線を望んでいたのかもしれない。だけどカルタはもちろん、アイネもそんなお誘いには同調しなかった。

　何のための一日だった？

　全部忘れて思いっきり学校生活を楽しんだのはどういう理由で？

　決まっている。

　自分の選択の正しさに自信を持つためだ。

「未練は、ありません」

「そう」

「この世界はくそったれで、最初の最初から『脅威』になんか勝てなくて、『人間達の黒幕』の影響は隅々まで及んでいて、親や兄弟からも当たり前って顔で裏切られる。確かにここはそういう世界だったかもしれない」

　だから、世界を諦めてしまう。

　そんな選択肢だってあったかもしれないけれど、

「それでもやっぱり俺達はこの世界が好きで、ここには守るべき価値がある。それを自分で証明できたのなら、やるべきです。俺達は望んで世界最強になった訳じゃないけど、自分達の行動の結果そうなってしまったのは事実です。ここから逃げるべきじゃない」

　カルタの言葉に頷うなずいて、キョウカが状況を一つ先に進めた。

「ならカルタ君、それにみんなも。今から『人間達の黒幕』とコンタクトを取るよ。そうしたらもう歯車は止まらない」

「それで結構」

　息を吸って、吐いて。

　そして歌うた貝がいカルタは結論づけた。




「……じゃあ死出の旅だ、軌道エレベーターに向かいましょう。俺達四人が宇宙に追放されて犠牲になれば、たったそれだけで、三億の『脅威』を追い返せる。最初から全部分かっていた事なんですから」





５






　しかし、それでは満足できない者だって確かにいるはずだ。

　例えば世界最強の四人、『天てん外がい四し神じん』の外にいる人間が初めてこんな話を耳にしてしまったら何がどうなるか。

「え」

　ナタレーナ＝ブラスト。

　幼い彼女は自分の呼吸すら忘れて、壁に背中を預けていた。図書館の本を落とさないようにするので精一杯だった。すぐそこの角を曲がれば『彼ら』はいる。だけど決して合流する事なんかできない。

「え」

　この選択肢で全部決まる。迂う闊かつにカルタ達の前に飛び出して口論になれば、四対一で押し流されてしまう。というか、だ。向こうには話をする必要さえない。何だったら力業でナタレーナをねじ伏せて、軌道エレベーターに乗ってしまえば良い。

　何のために？

　ナタレーナを含む、最強でない五五億人を『脅威』の手から守るために。

　具体的にどうやって？

　最強である四人が、自分自身を囮おとりにして宇宙へ自ら追放されていく事によって。




「……え？」




　つまりそれって、何だ？

　歌うた貝がいカルタ達はこれからどうなってしまうのだ!?
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第二章










１






　呼吸が、詰まる。

　頭の奥から真っ白の領域が意識全体を蝕むしばんでいく。

　視界がぼんやり滲にじむのは、目尻から涙でも浮かべているからか。

　壁に背中を預けたまま、ナタレーナ＝ブラストは首を横に振った。油断したら意識が落ちる。それが分かる。そしてそうなってしまったらカルタ達は助けられない。

　何だ、今のは？

　死出の旅って一体何だ!?

「くそっ」

　パン！　と小さな両手で左右から自分の頰を叩たたいて、ナタレーナは無理にでも意識を目の前の現実に呼び戻す。やるべき事を見定める。

　カルタ達を直接問い詰める？　何を馬鹿な。

　相手は世界最強の『天てん外がい四し神じん』だ。対して、ナタレーナは水晶魔法が使える一員でしかない。クリスタルビーチでの衝突を思い出せ。一対一でも絶望的なのに、まして一対四の状況になってしまえばナタレーナでは絶対に勝てない。力業でねじ伏せられてしまったら、自ら死地へ向かおうとする彼らを一体誰が助けるというのだ!?

（えと、今は……っ、夜七時！）

　スマホで時間を確認して、ナタレーナは歯は嚙がみする。

　カルタ達はこれが最後の一日と言っていた。『人間達の黒幕』への回答期限がある、といった話も。深夜〇時を回るまでに解決策を見み出いだせなければおしまい、と考えた方が良いい。

　あと五時間。

　でも逆に言えば、今ならまだ運命を変えられる!!

　もちろん今からナタレーナ一人で全部丸く収められるとは思えない。カルタ達だって馬鹿でもなければ聖人君子でもない。世界最強の四人が全員で散々考え尽くした上で自己犠牲という選択肢を選んでいる。中サブ等カテ部ゴリの一年生レギユレーシヨン１が一人で悩んでパパッと答えが出たら苦労はしない。

　そうなると、

（私一人で抱え込むのはダメっ。できるだけ大勢を巻き込んでみんなの頭を借りまくる！）

　単体のスペックでは届かなくても、大量にあれば。

　洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアは、文字通り学校なのだ。本当に困った時、集団の力に頼らない道理はない。

　力を借りるとしたら、具体的に誰だろう？

　ナタレーナは少し考えて、

「まずは先生！　大人からの許可や自由があれば生徒側のハードルはかなり下がるはず!!」

　迷っている暇はない。とにかく走り出す。

　サイドデッキの手すりの先、暗い海の向こうに、それでもはっきりと分かる違和感があった。

　不自然な、天に向かう縦一本の直線。

　軌道エレベーターのシルエットだ。

「っ」

（……いやだ）

　不吉極まりない死の象徴。『人間達の黒幕』はあそこで『天てん外がい四し神じん』の四人を待っている。膨大な数の『脅威』達の興味を引いて宇宙に放逐するための、生餌として。

（絶対に嫌だッ!!　わがままでも何でも良いい、えと、地球の未来とか脇に置け!!　お姉ちゃんを守れなかった……。何もできずに最悪の結果だけ眺めるだなんて、あんなのもう二度と味わってたまるもんか!!）

「ソフィア先生!!」

「？」

　中サブ等カテ部ゴリのおどおど女教師を見つけて、幼いナタレーナは急ブレーキをかけた。陸地で補給を受ける『接岸日』だが、先生達は船の方に戻ってきたらしい。ついてる、と思いかけてナタレーナは否定した。そもそも『天てん外がい四し神じん』の四人が自滅の道を歩んでいる時点でその言葉はない。

　ブランド系の箱をたくさん抱えたソフィア＝フィレンツェが職員室の中でどれくらいの発言力があるのかは知らない。というか多分値は小さい。それでも先生、教師。力のない生徒一人よりはるかにマシだ。元々、見かけた者には片っ端から声をかけるつもりでもいた。

　一人でも多く。

　みんなの力を。

「手を貸してくださいっ、お願いします！　その、カルタ先輩達が、ええと、『人間達の黒幕』とコンタクトを取るって話をしているらしくて!!」

　いきなり自己犠牲だの宇宙に放逐だのの話をするのを躊躇ためらったのは何な故ぜだろう。

　ナタレーナ自身、胸の衝撃がまだ抜けていないのかもしれない。

（ダメだ、こんなのじゃ。最悪と向き合え!!　一番土台の前提を取りこぼしたら秘策なんて組み立てられない！　その、カルタ先輩だっていつもそうしてきたんですからッ!!）

　そして、ソフィアの方も平静ではいられないようだった。

　まだ詳しく事情を説明する前から、その顔が真っ青になっている。

「あっ、あう……」

「先生？」

「あの、ジェーンさん。先生は、その、『人間達の黒幕』なんかと戦う資格は、ええと……」

「何か、知っているんですか？　えと、カルタ先輩達を助ける方法とか!!」

　いつも使っている偽名の方で呼びかけてくる女教師に、思わず両手で肩かたを摑つかんで聞き返そうとしたナタレーナだが……そこで気づく。

　小さな震えがある。まるで頭からバケツで氷水でも被かぶったような、不自然な震えが。

　ソフィア＝フィレンツェ。

　確か『人間達の黒幕』の中にも、クリスバート＝フィレンツェという兵器研究者がいたか。彼女にとってはナタレーナとは別の視点から、他ひ人と事ごとではいられないのだ。

「ええい!!　そんなの理由になりますか!?　そもそも、同じ家族が悪い事をしていると知ったら全力で止めるべきでしょう。えっと、今から全部説明しますけどタイムリミットは本当にすぐそこなんです、踏み込むのが怖いなんて言っている場合じゃありません!!」

「で、でも……」

　ぎゅっと、両りよう目めを瞑つむって。

　女教師は蚊の鳴くような声で、だけど先生としての奇麗ごとをかなぐり捨てた。

　どれだけ醜くても、みっともなくても、暗くて汚い感情であっても。

　全力のナタレーナに、こうさらけ出してくれた。

「『人間達の黒幕』。皆さんにとっては忌いむべき名前かもしれません。でもあそこにいるのは、残された五五億人がなんて言ったって、私にとっては大切な思い出をたくさん与えてくれた優しい叔父さんなんですよ……っ」

「っ!!」

　自分の家族や仲間から悪者が出てくるのは、怖い。己の中で疑惑に確定を与えてしまう事すらも耐えられない。

『接岸日』の港街で色々な買い物をしていたのも、不安や緊張を無意識的に紛らわしかったからではないだろうか。

　誰だってそうだろう。そんなのに大人も子供もないだろう。だから幼いナタレーナは、ずっとずっと年上のこの女性を決して蔑んだり罵ったりはしない。これまでの戦いを見てきた者なら絶対に分かるはずだ。人間は、誰だって、がむしゃらに生きているのだと。そこに奇麗も汚いもないのだと。

「叔父さんとは、戦いたくない。というか戦っても戦わなくてもどっちみち裏目に出そうとしか。他は何でもします。この命だって差し出します。だから今回だけは。棄権、リタイア。この件には関わりたくないんです……!!」

　だけど、ダメなのだ。

　そんな選択肢には何の救いもないのだ。

　だって、ナタレーナ＝ブラストは誰よりもその失敗を理解しているのだから。妄想を弄んでいるのではない。本当に、経験してしまった事実があるのだから。

「私だって……」

　ギッ、と幼い少女が奥歯を嚙かみ締しめた。

　これまで溜たまりに溜たまっていた何か。そもそも達成できない空虚な夢を、うじうじしている大人の先生へ真正面から叩たたきつけていく。

　つまりこうだ。




「私だって!!　お姉ちゃんが生きていたらその顔ぶん殴ってでも間違いを止めたいですよ!!　でも世界最強だったアナスタシア＝ブラストはもういないんです、絶対にできないんですよそんな夢物語！　だけどあなたは違うでしょう!?　その、あなたなら、まだクリスバート＝フィレンツェを止められるはずなんじゃあないですか。大好きな家族をッッッ!!!!!!」




『まだ』知らない女教師に、『もう』過ぎ去った幼い少女が叩たたきつける。

　たとえ耐えられないほど過酷な現実が眼前に立ち塞がったとして、それでも、目を背けて安寧を得ようとする選択肢がどれほど愚かで無意味なものかを。

「……あなたはまだ、辛つらい道みちを歩める」

　嚙かみ締しめるように、ナタレーナは呟つぶやく。

　ぎりぎりと二にの腕うでを摑つかむ小さな手に思わず力がこもってしまう。

「逆立ちしたって家族を助けられない私からすれば、えと、あなたは不老不死より手の届かない望みをタダで叶かなえられると言っているんです！　私の目を見ろ、この暗い闇を覗のぞき込こめッ!!　これがあなたの終わりなんですよ、ここでしくじればあなたもこうなる。あなたは!!　他に代えの効かない家族をその手で守りたくはないのかァあああああッッッ!!!???」

　返事なんかなかった。

　黒幕と同じ名前を持つ女教師は膝から床に落ちると、小さな少女にすがりついて、爆発したように大泣きしていた。

「わらひはっ、ひっく、私はァ!!」

「ええ……」

「たすけたいって、言っても、いいんですか？　うええ、五五、ひっく、億人みんなを、ゆがめているっ。『人間達の黒幕』をォ!!」

「……大丈夫、私だってお姉ちゃんが生きていたらそうします。間違った事をしていようが何だろうが、必ず。そしてあなたには、現実にそれができる。私と違ってまだ間に合います」

　ナタレーナは、身も世もない叫びを放つ大人を弱いだなんて思わなかった。

　むしろ、きっとさらけ出す勇気がなかったから、みんな自滅の道を進んでいったのだ。『難なん問もん排はい除じよ』のアナスタシア＝ブラストも、『天てん外がい四し神じん』の歌うた貝がいカルタも。

　こわい、くるしい、もういやだ。

　しにたくない。

　ちからをかして。

　もしもそれだけ言えたなら、彼らの道はどうなっていただろう？

　同じ人間のくせに、どうしてそんな簡単な事ができないんだ。

「先生」

　ナタレーナ＝ブラストはソフィアを抱き留めたまま、こう切り出した。

　幼いながら、巨大な理不尽に挑む者の一人として。

「私は大量の『脅威』を引きつけるため宇宙へ放り出されるカルタ先輩を助けたい、その、これはもう『天てん外がい四し神じん』とか世界の行方とか関係なく。だから手を貸してはくれませんか？」
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　中サブ等カテ部ゴリの体育教師、清きよ沢さわハドメはそっと息を吐いた。

　二人のやり取りはどこからでも聞こえた。下手したらセカンドグリモノア船内に留まらず、補給作業を続けている陸側の港湾部の方にまで届いていたかもしれない。

　そしてわざわざ己の胸に聞くまでもない。

　クリスバート＝フィレンツェ。

　ソフィアの叔父という事は、清きよ沢さわハドメにとっても学費の面倒を見てくれた恩人でもある。世界の行方とか、正義を果たすためとかではない。目的なんかもっと身近で良いい。もしも大切な人が極大の間違いを犯しているとしたら？　答えは一つだ。ぶん殴ってでも計画を止めるに決まっている。

　それに。

　地球の未来のため、人類全部を守るため。そんな誰だって断りきれない理由を前面に押し出して四人の子供達を追い詰めた挙げ句、箱詰めして宇宙に放り捨てるだなんてそんな選択肢を許容できるはずもない。

　そいつは多くの人の命が物理的には失われていないというだけで、この星が救われた事になんかならない。

　ガリガリと大きな手で自分の頭を搔かいて、そして清きよ沢さわハドメはこう呟つぶやいた。

　進むべき道なんて一択に決まっていた。

「……ふざけた事をやってんじゃねえぞ、クソガキども」







　白い軍服を着た銀髪褐色の女教師、レトネーエ＝クーレントは軍事機密を扱う特別仕様のモバイル機器を親指で操作していた。見る者が見れば海軍系で階級が中佐である事まではっきりと分かるだろう。

　インド海軍の将校、セカンドグリモノアの臨時教師、そして同時に彼女は『人間達の黒幕』側の人間でもある。

　二児の母であり、同時に初恋の痛みを未いまだに引きずっている、ワルい女でもある。

（……さて）

　レトネーエは小さな画面から顔を上げると、夜景の光で埋め尽くされた陸地側に目をやって、

（今日は『接岸日』。多くの生徒達は島の方に出ていて、事態の進行に気づいてもいないでしょう。一体どうやってアナウンスするべきか。ナタレーナさんやソフィア先生は大声上げて走り回れば人が集まると思っているかもしれませんが、それでは空回りコース一直線でしょうしね）

　そうなると、やはりネットワークを使うのが一番だろう。

　水晶魔法にまつわる超国家レベルの機密事項を扱うセカンドグリモノアだというのに、やはり人の口に戸は立てられないのか。学生達の間ではいくつか非公式の学校系コミュニティ、悪意的な言い回しをすれば学校裏サイトがある事もレトネーエは把握している。いくつかのグループに情じよう報ほうを撒まけば、生徒達が繁華街のどこにいようがあっという間に情報は広まっていくだろう。

「……ま、これが私の役回りでしょうからね。誰がどっちを裏切っているかなんてぐちゃぐちゃなくらいでちょうど良いい」

　目的のためなら何でもやる悪女は、だからこそ自分の行動を支える芯の部分だけは常に把握しておくクセがついている。ここがなくなってしまえば女の形をしたただの災厄に化けてしまうのを誰よりも心得ているから。




　清きよ沢さわハドメがやると言えば、彼女はそっと支えるだけだ。

　そのためであれば、『人間達の黒幕』くらいは裏切れる。







　そして（迂う闊かつにも制服姿のまま）毒々しいネオンで埋め尽くされた細い通りをおっかなびっくり覗のぞき込こんでいた山やま根ねデイリは、大人の階段を上る一歩手前で何かに気づいた。ポケットに手を突っ込んでスマホを取り出す。

「うーいヒロスケ」

「なっなに？　僕、こんな所より聖地巡礼したいんだけど。あっちのビーチがクラスターウォーズの水着回の舞台になってるって話で、いやあアレは海辺でたわむれる幼女達の水着と肌の日焼け跡のズレまで意識した非常に素晴らしい神回だった」

「……むしろすげえな、年中無休で太陽系戦争やってるロボットアニメで水着回なんて一体どんな理屈を考えて違和感なくねじ込んだんだ。それよりヒロスケ、テメェこの『接岸日』ってどういう扱いだと思ってた？」

「え？　『脅威』どもとの最終戦争を前に英気を養っておけ的な？」

「だよなあ」

　さも当然のように言い合う二人。

　山やま根ねデイリは胡う散さん臭くさそうな調子で自分のスマホを軽く振って、小さな画面を悪友の方に見せながら、

「これ見てみろよ。……カルタの野郎、こっちは覚悟決めてるっつってんのにまた勝手にテメェらだけでメチャクチャな事決めやがって」

「世界のために無償で戦って地球どころか太陽系全幼女の憧れになる訳ですね？　クラスターウォーズでやってる朴念仁主人公勝利のハーレム方程式そのまんまかよ、かっカルタ君め独り占めとか超許せん……ッ!!」

　どうやら『天てん外がい四し神じん』の四人が放逐される以外の道を模索するための動きも出ているらしい。デイリとヒロスケの二人が頷うなずいて港へ引き返すと、いくつか同じ方向に向けて駆け出している制服が見て取れた。

　同じクラスの一軍女子、松まつ田だイミや橋はし先ざきタヨリだ。

「あれー、そっちも？」

「うん、あらゆる幼女は僕が守るッッッ!!!!!!」

「何が『うん』だよこのイミさんと何にもコミュニケーションが成立してねえよ。……ねえ山やま根ね、人間の会話が一ミリも通じてない猫ねこ海うみ見てるとすっげえー心配になってくるんだけど。あのう、私達って今同じ時空や階層で生きているんだよね？　重なり合っているけど別の世界に立ってるとかじゃなくて」

「松まつ田だここにきてそんなファンタジー設定どこから引っ張り出してきた？　大丈夫だよ心配すんな、この俺サマに惚ほれさせんのは全世界のお姉様方だから」

　うええ、と松まつ田だイミが何かギブアップした。

　よろめいた女友達を抱き締めつつギャル系（だけど家庭的な）少女タヨリがこう切り出す。

「私達としてもマリカをこのまま行かせる訳にはいかないからね。というか、別に『天てん外がい四し神じん』だけじゃない。……こっちはせっかくみんなで仲直りして再び三人で固まったのよ。ここまでやって、マリカ一人だけ勝手に離れていくなんて理不尽だわ」

「そゆことー。……くそうタヨリにイイ事全部言われて私やる事ないし」

　ギャル系に横からしがみついて茶化したように言っているが、イミも本気だろう。

　黙っていても何となく助かるだろう。昨日も大丈夫だったんだから明日も平気なはず。それが通じない事はこれまでの戦いで嫌と言うほど理解してきたのだから。

　でもそれは。

　逆に言えば、今行動すれば、『何となく』を具体的にどうにかする方法さえ組み立てられれば、それだけで状況に変化をもたらす事ができるという意味でもあるはずだ。

「ったく、世界最強ってのはどいつもこいつも強過ぎて脆いんだよな」

「あら。核心めいた事を言ってくれるわね、山やま根ね君」

「大丈夫、覚悟は決まっている。か、カルタ君を助けて幼女にモテよう……。アイネちゃんとか、中等部のジェーン＝イグニッションさんとか」

「おめーはほんとブレねーな猫ねこ海うみ」

　しかし、ここで一つの定義があった。

『天てん外がい四し神じん』は四人で一組だ。

　助けると決めたら、そっちに全力で舵かじを切きると決断したのなら、当然ながら水晶少女のアイネも一人とカウントして全力で拾い上げるべきなのだ。

　山やま根ねデイリ、猫ねこ海うみヒロスケ、松まつ田だイミ、橋はし先ざきタヨリ。

　彼らは静かに頷うなずき合あう。

　単なる水晶魔法の一つじゃない。

　いちいちカルタの野郎に確認を取るまでもなかった。たとえアイネ自身が自分をそう定義したところで、同じ教室にいるみんながそれを許さない。

　と、生徒会の赤毛お団子がこう話しかけてきた。

「あなた達」

　彼女も彼女で守りたい人がいるのだろう。例えば完璧でいるのが当然で、弱いところなど誰も見た事がない車椅子の生徒会長とか。

　別に教室の中だけじゃない。

　外にだっていくらでも、人と人を結ぶ世界は広がっている。

「何でも良いいけど、今セカンドグリモノアに引き返しているのって全員おんなじ考えなのでは？　多分これ全校生徒レベルですよ。言い出しっぺはどこで作戦会議始めるつもりかは知らないけど、放っておくと会場が人で埋まってしまうんじゃないですか？」

「マジかよ最後の戦いって抽選とか整理券とか必要なのか？　急げ急げっ、こっちはただでさえ乗り遅れてんだ!!　これ以上カルタの野郎に突き放される訳にゃいかねえぞ!!!!!!」







　中サブ等カテ部ゴリも高等部メインカテゴリもなかった。

　あるいは教師陣だって一つの目的のために集まっていく。

　最初は歩いて、急せかされるように誰かが走り出して、ついには水晶魔法『プリセット』の『飛行』まで街中で繰り出して風紀委員や教師陣から警告のホイッスルを吹かれる事態になっても。

　それでもみんなは集結していく。

　洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアへと集まっていく。
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　こうなると普通の教室くらいじゃ全員なんか収まらない。教師陣のソフィア＝フィレンツェや清きよ沢さわハドメ達が体育館の使用許可を出したようだが、それでも本来は中サブ等カテ部ゴリと高等部メインカテゴリで使う施設が違うのだ。

　結構ぎゅうぎゅうになり、それでも入れない人達は水晶花の通信や、スマホやタブレット端末のウェブカメラなどに頼る事になった。

　そうまでしても、一言でもアイデアを投げ込みたいと思う人達がこんなに集まってくれた。

（……よしっ）

　ナタレーナ＝ブラストは世界最強ではない。元来は臆病な小動物系なので、大勢の前に立ってマイクを握れるような度胸はない。

　だけど今だけは違う。

　こんな所で縮まっている場合ではない。今このラストチャンスで逆転のアイデアが出てこなければ、本当にカルタ達四人は感動的な自己犠牲で死んでしまう。

　だから躊ちゆう躇ちよなく、誰もが注目する壇上に立つ。

「あの、まず前提の確認なんですけど」

　やはり全校集会系の設備の扱いに慣れているのか、生徒会の赤毛お団子からマイクを受け取ったナタレーナが、みんなの注目を集める格好でこう切り出した。

「『脅威』って、そんなにまずい状況なんですか？　えと、カルタ先輩達『天てん外がい四し神じん』の四人だけじゃない。セカンドグリモノアにいる、一千人以上の水晶魔法使いが総出で動いても？」

　ナタレーナ達だって、本ほん物もの偽にせ物ものを問とわず、集団戦であれば『脅威』と戦ってきた自負がある。裏を返せば『脅威』は人の手で倒せる存在であるという単純な事実も理解できている。

　ただし、

『難しいでしょうね』

　同じ会場にはいるのだろう。

　だが人が多すぎて居場所を特定できない。とにかく同じようにマイクを摑つかんで発言したのは、メガネをかけた銀髪褐色の女教師、レトネーエ＝クーレントらしい。何な故ぜか海軍系の軍服を好んで着ているダンスの先生だ。

『「本物の脅威」については神こう戸べ港こう近きん海かいでのセカンドグリモノア奪回の際に実際にぶつかっているでしょう。あの時は、末端まで含めれば「脅威」の数は一から三万くらいでしょうか』

　ばづんっ、と太い機械音があった。

　今さらのように、演劇部の人が二階席の手すりに固定させた大型ライトを点灯させてレトネーエのいる辺りを照らし出した。もちろん暗いからではなく、居場所を特定した方がスムーズに会話が進むからだ。

　みんな守りたい人がいる。だからここに集まっている。

　壇上のナタレーナは演劇部に手を振りながら、

「そ、そうですよ。一千人の水晶魔法使いで万単位の『脅威』を倒せるんです。その、わっ、私達がみんなで連携を取れば……」

『対して現状、大気圏外に集結しつつある「脅威」の数は三億超』

「……、」

『これは、ひとまず分かっている数だけでの話です。実際はさらに多いかもしれない。こうなると、もう個人としての強い弱いは関係ありません。単純な物量の問題で、我々は「脅威」に勝てる条件を逃している』

　そして三億の『脅威』達には、一度に一ヶ所しか襲ってはならないなんてルールもない。

　例えば衛星軌道にでも乗って地球を一周ぐるりと回ってから、北半球も南半球も埋め尽くす格好で一斉に降下作戦を展開してきたらどうなるか。戦線があまりにも広がり過ぎて、一千人程度の部隊では集団での戦闘状態を維持できなくなってしまう。

　海の上に浮かぶセカンドグリモノアを守る『だけ』なら、多少は籠ろう城じようできるかもしれない。

　だけどそれは、世界を守った事にはならない。

　セカンドグリモノア自体、巨大なディーゼルエンジンで動いている。その燃料はもちろん、水や食料などの生活物資だって陸地から補給しないといけない。完全無補給で海の上を永遠に漂っていられる訳でもない以上、ありふれた世界を破壊されてしまえば立ち行かなくなる。

　状況は最悪も最悪。

　でもこれは、始めから分かっていたはずの『前提』に過ぎない。

「……えと、じゃあ行きますよ」

　ぎゅっと、小さな手でマイクを握り締めて。

　暴れ回る心臓を押さえ込み、ナタレーナ＝ブラストは世の理不尽へ立ち向かうため精一杯の声を張り上げる。

「具体的な成功の確率は問いません!!　その、ひとまず思いつく限りの仮説を全部出していきましょう、現実の取捨選択は後回しで構わない!!　『天てん外がい四し神じん』の横暴を許すな。世界最強の四人が人の命を粗末に扱うなら、自分自身を含めた人の一生を軽んじるというのであれば！　同じ学校に通う私達がぶん殴ってでもそんな間違いを食い止める!!　だからあなた達の、セカンドグリモノアの力を貸せえッッッ!!!!!!」
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　大前提として、宇宙からやってくる三億もの『脅威』なんて誰にも勝てない。

　それでも『天てん外がい四し神じん』の四人を助けるとしたら、一体どんな方法が残っている？
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　七〇〇〇年仮説。




『それじゃトップバッターはみんなのアイドル・イミさんだぜ！　誰でも使える基本的な水晶魔法の「プリセット」の話から始めるよー？』

　群衆の中でマイクを取ったのは高等部メインカテゴリの一軍女子だった。カルタ達とも繫つながりのあるクラスメイト、松まつ田だイミだったか。

『厳密に言えば、私達はたとえ致命傷を浴びても死ぬ事はないってのは分かるよね。「プリセット」の一つ、「修復」。致命傷以外ならあらゆる傷は三〇秒で治るし、本当に死ぬような傷を負っても全身が水晶像になるだけ。長い年月をかければ再び復活はできる』

『おいおい、だからカルタ達を放っておくってのはナシだぜ。完全に死んだ状態からの復活ってなあ、何百年とか何千年とかかかるんだろ？　実際にゃあ誰かが致命傷喰くらったら生きてる間はもう会えないって考えた方が良いい』

　と茶化すように口を挟んだのは不良少年の山やま根ねデイリ。

　さらに女教師のソフィア＝フィレンツェがこう追撃した。

『しっ、「修復」するって言っても宇宙に放り出されたらどうなるか……。最悪、真空空間で死んで生き返って直後にまた死んで、を延々繰り返す羽目になるかもしれないんですよっ』

『分かってるってー☆』

　松まつ田だイミは特に動じた素振りもなく、

『……でも、ここにちょっとした抜け穴があるって思わない？』

「えと？」

　壇上のナタレーナがマイクを摑つかみ、しかし意味のない相あい槌づちを挟んだ。

　時間は限られている。とにかく色々アイデアが欲しいので、聴衆の反応を窺うかがうような『間』は短縮してしまいたい。イミの方もそれは分かっているようで片かた目めを瞑つむってから、

『いーい？　生きて待つ側にとっては何千年であっても、死んで回復する側の体感時間は一瞬なんだってば。つまり夜眠って朝目を覚ますのと同じ事。例えば、ここにいる生徒教師が全員まとめて全く同じ深さの致命傷に揃そろえて一斉に死亡したら？　何百年、何千年先かはさておいて、私達が全員ぴったり一緒に目を覚ますのは「一瞬」よね』

　あ、と呟つぶやいたのは誰だっただろう？

　大型ライトで照らされる発言者松まつ田だイミは群衆の中で肩をすくめて、

『マリカやカルタ君達は「一隻目」の生徒達を気にしていたっけ？　なら、いっそ彼らの傷の深さから逆算すれば一石二鳥かにゃ。確か、風かざ向むきゲキハさん？　が七〇〇〇年長。例えばここに全員のタイミングを合わせちゃえば、私達は「一瞬」で七〇〇〇年後の世界に向かって、しかも一隻目、二隻目を問わずグリモノア関係者全員とまっさらで傷一つない体で再会できるってワケ。どうよこれ問答無用のハッピーエンドでしょ!?』

『ほ、ほんとにいける、んじゃないの。それ？』

『まだです』

　猫ねこ海うみヒロスケの安易な同調を遮ったのは銀髪褐色のメガネ教師、レトネーエ＝クーレント。

『その場合、「脅威」についてはどうなりますか？　水晶魔法使いの皆さんが目を覚ました先で三億もの「脅威」が溢あふれ返かえっていたら意味がありません。同じ戦いの繰り返しか、文明が破壊され尽くしていれば状況はより後退するはずですが』

　そういう問題は残っている。

　ただし、

『逆に聞くけど、今頭の上にいる三億もの「脅威」達、ご飯や燃料の補給はどうしてんの？』

『……なるほど』

『数が極端に多いって事は、養うのが大変って意味でもあるんだよ。神こう戸べ港こう近きん海かいで実際に衝突した限り、「脅威」は海底でお仲間から何か補給を受けていた素振りは見せていたけど、一方で地球にある資源を勝手に食べたり飲んだりはしていない。つまり、地球という星で自給自足はできないはずじゃん。三億もの「脅威」は確かに戦力としては破滅的で、黙っていれば短期的には地球をくまなく制圧するでしょ。でも、長続きはしないって私は睨にらんでる。そりゃ私の頭じゃ七〇〇〇年後の世界が具体的にどうなっているかまでは正確にシミュレーションなんかできないけど、私はそんな先まで「脅威」が元気にその辺歩いているだなんて思わない』

　拍手すらあった。

　満場一致ではないけれど、だけど少なくない量の。

　ただし、

『なるほどそいつは結構』

　がりがりという音が聞こえた。

　大きな手で乱暴に自分の頭を搔かく音だ。

　口を挟んだのは、重要な局面になるほど敢あえて嫌われ役を買って出たがる大人な体育教師、清きよ沢さわハドメだった。

『……じゃあ現実路線で潰すぞ。俺達水晶魔法を使うセカンドグリモノア勢は生き残れるとして、それができない他の五五億人はどうなる？』

　今度は、一言すらなかった。

　う、という気づきの声すら誰もが吞のみ込こんだ。

『我々は一瞬で七〇〇〇年後の世界で目を覚ます、三億もの「脅威」は長期的には生き残れない、だから遠い未来で全員揃そろってハッピーエンド。……これらは主観的な話であって、実際には間に横たわる膨大な時間を全部すっ飛ばした考え方だ。さて、水晶魔法の恩恵から見捨てられた無力な五五億人はこの間にどうなっている。「脅威」は勝手にいなくなるという予測だが、地球で絶滅するのはよそからやってきた「脅威」の側だけか？　とてもそうは思えない』

『せんせーい。もちろん、主観的であれば反論はできますけど？』

『「人間達の黒幕」に操られているような連中まで気を配る必要はない、とかか？』

　清きよ沢さわハドメが先回りして封殺する格好で言ってのけると、松まつ田だイミは肩をすくめた。

　そこで納得できてしまう者は、別に構わないかもしれない。

　だけどそうは言っていられない人間だって確かにいる。

『分かった分かった、撤回します！』

　大して気にした素振りもなく、松まつ田だイミはあっさり白旗を揚げた。

『ま、私一人ならこれでも良いいんだけどさー。タヨリん家ちは大家族で兄弟多めって話だし、私がどんなに説得したって面めん倒どう見みの良いい家庭的ギャルは見捨てらんないでしょ？　あとそもそもウチら高等部メインカテゴリでダンス教えてるクーレント先生は水晶魔法使いじゃなかったよね。だから「私達」じゃなくて「水晶魔法使いの皆さんが」って使い分けてた訳だし。ならこの方法じゃ全員を救済できない、セカンドグリモノアのメンバーから抜け落ちが発生しちゃう。水晶魔法は適性が必要だから五五億人全員ってのも無理だし。全部分かっていますって』

　こほんという咳せき払ばらいの音があった。

　銀髪褐色の女教師から、こっちにいちいち大型ライトを向けるなという演劇部への抗議のサインだったのかもしれない。

『「脅威」がテレポートやワープを使わないとすると、宇宙を移動する時間はかなり長く見積もるべきだな。そもそもかなり長く自給自足できるはずだ』

　清きよ沢さわハドメの声を聞きつつ、マイク片手に松まつ田だイミはぱちりと片かた目めを瞑つむって、

『でも、最初の一発目としてはなかなかインパクトあったっしょ？　次の仮説はもっとぶっ飛んでて構わない。さあさあ私達は誰も頼んでいないのに勝手に死にたがってるマリカ達四人を絶対に助けなくちゃならないんだ！　現実的じゃないとか達成できないとかぐじぐじ悩んでいる暇があったらみんなマイク摑つかんでしゃべる!!　こいつを突っぱねたからには腹の中に抱えてるもん全部出してもらうよ。最初から完成なんかしていなくても良いんだからね、没案組み合わせた先に正解が待っている可能性だってあるんだし!!!!!!』
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『脅威』同化仮説。




『それじゃあ今度は私から。イミが場を温めてくれたようだし、お望み通りフリーダムにやらせていただきましょうか』

　続けてマイクを取ったのはギャル系女子の橋はし先ざきタヨリだ。

『「脅威」については実際に戦ったみんななら分かると思うけど、サイズはかなり巨大な印象があったわよね。そして素材は金属系だった。これは、実際に「鎧よろい武む者しや」とかいう個体を分解して中を覗のぞき込こんだ先生達の方が詳しいとは思うけれど……つまり、ヤツらの死骸は腐らない』

　特に返答はなかった。

　何を見たか知らないが、実際にやってみた教師陣からすれば、あまり思い出したくない話なのかもしれない。

『彼らは人間を見たら殺す。どういう理由で、とかはこんな段階になっても未いまだに不明だけど、ひとまずここは間違いない。でも一方で、「脅威」の間ではある程度の仲間意識があるようなのよね。まあ実際には、キレたら共食いもアリみたいだから一〇〇％の信用はできないけれど』

『おい、それってまさか……』

　山やま根ねデイリの質問に、タヨリは特に気にした素振りもなく、

『実際に、私達はかなりの数の「脅威」を倒している。つまりその残骸も回収しているはずよ。だったら「脅威」の外殻を奪って私達が着れば良い。少なくとも、剝むき出だしの生身で人間が表を歩くよりは、襲撃の頻度は減ると思わない？』

　地球なんか『脅威』に明け渡してしまって構わない。

　代わりに、その辺にうじゃうじゃいる『脅威』達に襲われない条件さえできてしまえば。

　清きよ沢さわハドメがこう切り出した。

『数の不足についてはどうする？　さっきも言った通り、他の五五億人は見殺しなんて話なら賛同はできんぞ』

『そうですね、先生。それについては「脅威」は大型の個体が多いですし、個人ではなくバスや電車のような公共交通機関扱いにしてしまえばよろしいのでは？　なら人間は普段どこに隠れ住むんだという話にはなりそうですけど、大規模な隠れ家さえ用意できればそういう話も可能なはずです』

　仮の話は多いが、一応は破綻していない。そして結論はいったん保留にして、足りない部分については後から出てくるであろう大量の仮説の中から使えるものを抜き出すといった手も使える。

　ここまでは。

『たっ、ただその場合』

『なあに、猫ねこ海うみくん？』

『……本物の「脅威」を誤魔化し切れるって保証は特にない。倒した外殻に包まれれば確かに外見上は「脅威」っぽく見えるかもしれないけど、それって人間の目から見た判断、だよね？　例えば虫に花粉を運んでもらうために進化した花は、ブラックライトで紫外線を浴びせると全く違った模様になるって話を聞いた事がある。何をどこまで似せるか、を知るためには、まず「脅威」の目では世界が何色に見えているのかを正確に把握する必要が出てくると思うけど』

『「脅威」のパーツをそのまま着ちゃえば問題なくない？』

『ね、根元から切った花は枯れて色が変わるように、アレも死んだら変化が生じるかもしれないよ。人間だって死んだら腐って生きている状態とは別物になるんだし、むしろいつまでも何も変わらない方がおかしい』

　これは、五感に限った話ではない。

　そもそも『脅威』は人間ではないのだ。感覚器官は必ず五つだけなんてルールも特にない。ひょっとしたら放射線を感じ取るセンサーがあるかもしれないし、ニュートリノを知覚する第六感でも備わっている可能性だってある。物体を透過するＸ線せんやテラヘルツ波を扱う場合、デカい外殻を被かぶっていても中身が丸見えなんて事にもなりかねない。

『「脅威」は僕達にやられて動かなくなった残骸からまだ使えるパーツを毟むしって自分を強化していく。これはデコイの他に、セカンドグリモノア内部の本物でも見られた動きって話だったよね。つ、つまり、連中は少なくとも生きている「脅威」と死んでいる「脅威」を切り分けて識別しているって事だよ。それだと考えなしに奪った外殻だけ被かぶるのはかえって危ない、向こうからすれば違和感の塊だろうし。人の皮を着たぶよぶよのモンスターが街中を歩いている、って感じ？』

　そうなると、生きている『脅威』と死んでいる『脅威』の違いを全部割り出す必要がある。それも人間の目でざっと見た話ではなく、『脅威』側から見て正確に、だ。

『そもそも、正確に答えへ近づけば近づくほど「脅威」から受け入れてもらえるとも限らない。ほら、僕達だってデフォルメされたフィギュアには萌もえられるけど、ほんとにリアルなマネキンっておっかなく感じるじゃない？』

『なんか当たり前に出してもらった前提が奇妙な気もするけれど、そういうものなの？』

『お気に入りの抱き枕なら一緒にぐっすり眠れる、その日は素敵な夢も見られると思う。で、でも知らないマネキンが同じベッドにあったら恐怖だよ。多分一睡もできない』

『？？？』

　そして当然ながら、現実に三億もの『脅威』が今にも地球全土に降り注ぐという場面で、一から『脅威』の生態を完全に把握するだけの時間的余裕はない。

　まして、どこまでいったら不気味に感じるかなんていうセンスや好悪の話だなんて。

『「脅威」の連中、体表面を規則的に光らせていたのは神こう戸べ港こう近きん海かいで目にしているんだけれどね。ひとまずあの辺りをコピーしてＬＥＤライトでも明滅させれば……』

『だ、だからそれも、人の目から見た話でしょ？　例えば、実際には光で合成処理を行った化学薬品の匂いでコンタクトを取っていたら？　見当違いなクリスマス電飾は悪目立ちの塊、一斉攻撃を喰くらっておしまいだよ』
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　次元跳躍仮説。




　わあわあ!!　と次々マイクを摑つかんでは自前の仮説を並べていく生徒や教師達の議論を眺めながら、銀髪褐色の女教師レトネーエ＝クーレントはそっと息を吐いた。

　まだある。

　白い軍服のメガネ教師は心の中でこう嚙かみ締しめた。

（……そもそも『一隻目』で致命傷を負った風かざ向むきゲキハさん達が七〇〇〇年後に目を覚ますという前提条件が間違っているんですよね）

　それはあくまで公式アナウンスだ。

　歌うた貝がいカルタや雨あま脚あしマリカといった世界最強枠でさえ信じ切っているほどの、だけど上うわっ面つらの公開情報でしかない。そして誰でも分かり切っている大前提ほど疑わなくてはならないのがこの腐り切った世界で生き残るための基本ルールであったはずだ。

『人間達の黒幕』サイドの視点で改めて深掘りしたレトネーエは、こんな事実を摑つかんでいる。

（表おもて参さん道どうキョウカは誤魔化している。前から匂わせてはいましたけど。彼女が車椅子を使っているのは古傷のせいじゃなくて、風かざ向むきゲキハさん達『一隻目』の犠牲者達の回復速度を超高速で底上げしていたから、のはずです）

　本来七〇〇〇年以上かかる回復時間を、わずか一年足らずに。

　しかも風かざ向むきゲキハだけでなく、『一隻目』に属する数百人もの教員生徒全員に対して。

　……これが実際にできてしまうからあの生徒会長はおっかないのだが、ここに一つ抜け穴ができてしまう。

　なら、表おもて参さん道どうキョウカが本来の力を取り戻したら？

（現状、世界で唯一の三年生レギユレーシヨン３）

　ここから先は、レトネーエ＝クーレントにとっても未知の部分が多い。

　世界の相当深い場所から特権的に情報を吸い出せる『人間達の黒幕』ではあるものの、逆に言えば彼女はどこまでいっても水晶魔法については部外者だからだ。

（……その本来の力は、次元の壁すら超える不規則挙動を実現する、という話だったはず。あれが意味不明なハッタリでない限り、言ってしまえば宇宙に放り出されても関係ない。光速の壁すら無視した長距離・超高速の移動が実現するのだとすれば、なんて事はありません。表おもて参さん道どうキョウカ達四人は、人類が移住可能な他の惑星まで一瞬でぶっ飛んでしまえば生き残れる）

　力がない、とは思えない。

　車椅子に座ったあの状態でさえ、同じ場所にいながら光や音が遅れて届くといった戦術を使ったのをレトネーエは目まの当あたりにしているのだから。

　もちろんそんなの、本来なら夢物語にもならないだろう。

　太陽系を抜け出したとして、一番近くの恒星までの距離は？　そこに人が生きていけるほどの水や空気で満たされた奇跡の惑星はあるのか？　光の速さで何百年と旅するだけの膨大な資源が手元にあったら、居住可能惑星なんぞ探さなくても最初から馬鹿デカい完全人工天体でも作ってそこで暮らせば済む話ではないか。

　でも、あの生徒会長ならそんな手間を省ける。

　何しろ生身の体一つでテレポートやワープを可能とする最強の水晶魔法使いだ。砂漠にパラボラをずらりと並べた大規模な電波望遠鏡や軌道上に丸ごとユニットを乗せた宇宙望遠鏡などを使って十分な水や空気の存在する惑星さえいくつかピックアップできれば、彼我の距離の問題を全部無視して一瞬でそこに到達できる。『脅威』は追ってくるかもしれないが、向こうは光速の壁を超えられない以上かなりの時間を費やすはずだ。ひょっとしたらそれはカルタ達の寿命が尽きる方が早いかもしれないし、そうでなければまた別の星へと跳躍すれば良い。

『天てん外がい四し神じん』の四人は宇宙に放り出されても死なないし、『脅威』が地球からよそへ誘導されるなら水晶魔法使い以外の五五億人も普通に助かる。

　これぞ問答無用のハッピーエンド……に見えるのだが、

「……ま、ダメでしょうね」

　？　と近くの生徒が不思議そうな顔でこっちを振り返ったので、レトネーエは軽く咳せき払ばらい。そこから先は頭の中で情報をまとめていく。

（その方法だと『一隻目』で殺されていった数百人の教員生徒を諦める、というプロセスを挟まないといけなくなる。そもそも最強の力を放棄して車椅子の不便な生活を吞のみ込こんだあの悪女が、そこらへんで妥協をするとは思えません。何でもする悪女は、それ故に一番の芯だけは何があっても絶対にブレないよう気を配るはずですから。……私自身もそうですし）




　結局、甘すぎるのだとレトネーエは思う。




　理不尽にさらされた自分達がただ生き残る事だけを考えれば、『天てん外がい四し神じん』の四人にはもっと多くの選択肢があったはずだ。例えば一番最初に松まつ田だイミが発破をかけるために『絶対できない』例題として挙げていた『七〇〇〇年仮説』だって、大家族の一員である橋はし先ざきタヨリや（自分よりも一般人の夫や子供を助けたい）レトネーエにとっては困った事態ではあるものの、『天てん外がい四し神じん』側はそんな感情抜きに切り捨てているはずだ。

　シビアに。

　問題点を一つずつ挙げて。

　強いから楽観にすがらない。

　たった四人で旧最強『難なん問もん排はい除じよ』を倒したのだ。

　そこから先も今まで世界最強として邁まい進しんしてきたのだ。

　その狡こう猾かつさ、抜け道探しの才能を結集させておいて、彼ら『天てん外がい四し神じん』の頭で思いつかないはずがない。『七〇〇〇年仮説』にせよ『「脅威」同化仮説』にせよ、おそらく今ここで行われている議論はすでにあの四人の中ではとっくに済ませて片付けている話に過ぎないのだろう。……この土ど壇たん場ばで腹黒悪女の極み表おもて参さん道どうキョウカが身内に何をどこまで白状したかはちょっとだけ見物だが、少なくとも、生徒会長の頭の中では『次元跳躍仮説』だってとっくに否定されているはずだ。本来なら黒幕側に属するレトネーエでも思いついていない仮説を一〇〇でも一〇〇〇でも並べて全部潰していなければむしろ不自然だ。

　表おもて参さん道どうキョウカが犠牲になればどっちみち『一隻目』の連中も道連れだろうに。でも自分からはスイッチを切れない、という辺り、やっぱりあの女も効率だけでは動けない人間という事か。

　そこまで四人が本気で空回りしなければ、全ぜん員いん揃そろって自己犠牲なんて馬鹿げた結論で収まるものか。

　自らの生存に際して貪欲である事は、正直に言って必ずしも美しいとは限らない。どうやったって他者を押しのける形になるのだから当然だ。

　だけど奇麗ごとを捨ててがむしゃらにならなければ勝ちは拾えない事を、一瞬でも手綱を緩めれば即そく座ざに喰くわれて消えてしまうシビアな現実を、世界の第一線で戦い続けて最強まで担かつがれた彼ら四人は誰よりも理解しているだろうに。

（自分が生き残る事を、徹底しない。第一に考えない）

　レトネーエは白熱する議論を、むしろ冷めた目で眺めていた。

　何となくの結末が目に見えてしまったからだ。

　楽観にすがれば、まだ挑戦する事はできる。

　だけど、彼ら四人はそれを選ばない。強さでも美徳でもない。単にそういう形で追い詰められているだけだ。

　そいつが『人間達の黒幕』が構築した対世界最強の必勝パターンだろうから。

（……この辺りが、不本意ながら常に勝ってきたあなた達が今回派手に躓つまずいている理由でしょうか。『天てん外がい四し神じん』）





８






『はいどうも、全世界広域放送ですデレインです!!　人生の成功者に特濃のインタビューをぶつける人気番組ゴールドメダリスト、いやーいつかインタビューされる側に回ってみたいシンデレラクイーンがみんなにお届け!!　それじゃあ今日のゲストはこの方です、皆さんご一緒に！　ペぇンデット＝デンパサぁぁぁぁぁぁぁぁぁール!!!!!!』

　テレビは相変わらず賑にぎやかだった。

　そして懐なつかしい顔が映っている。『全学大会カタストロフ』でマイクパフォーマンスをしていた不謹慎系（？）子役タレントのシンデレラクイーンと、一人用ソファに座って向かい合っているのは一六、七歳くらいの少女だった。ゴージャスな金髪縦ロールとアンバランスなタンクトップにぶかぶかのダンスパンツの組み合わせ。足回りも分厚いバスケットシューズだ。ペンデット＝デンパサール。あの大会では決勝戦でカルタとぶつかった相手だった。

　つまり、現状では世界二位。

　言い換えれば、次の世界最強としての装塡待ち。

　生徒会室のソファに寝そべりながら、くるくるツインテールのマリカはもう苦笑すら交えていた。

「インタビューかあ、戸惑ってるわね。あっはっは、あのじゃじゃ馬がうるうる瞳とかすっかり小動物系じゃん。一人掛けソファで居心地悪そうに縮まっちゃってえ☆　ったく、こういう顔で試合に出てきたらちょっとは可か愛わいげあったのに」

「仕方ないだろ。ペンデットのヤツ、多分自分がどうして急にちやほやされているのか理由が分かってない。だから不気味なレールみたいなものは意識していても、降りる事ができなくなってるんだよ。前の俺達みたいにさ」

　カルタは改造軍用懐中電灯を手持無沙汰にくるくる弄びながらそう言った。

『人間達の黒幕』は、本気だ。

　カルタ達四人が死を選ぶ前から、もう次の最強の調達に乗り出している。このテレビ番組だってイメージ作りの一環だろう。

　同じ生徒会室では、部屋の主である車椅子の生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカがそっと息を吐いていた。

　わざわざ回り込んで大きな机にあるパソコンの画面を覗のぞき込こむまでもない。こちらから送ったはずの各種メールに対する大人達の返答が明らかに滞っているのだろう。これまでの世界最強ならありえない動きだった。むしろカルタ達の方が有象無象の大人達から投げ込まれてくる大量の要求や報告のメールで圧殺されかかっていたはずなのに。

　すでに、世界の中心はよそへ移りつつある。

　今のカルタ達四人はかつての『難なん問もん排はい除じよ』と同じ、捨てられつつある王でしかない。

　アナスタシア達は全て知って、流れに逆らって、そしてモンスター化した。

　多分ここばっかりは『人間達の黒幕』でも制御できなかったのだろう。だから人類は五五億人まで減ってしまったのだろうし。

「『難なん問もん排はい除じよ』は……なんだかんだ言って、一〇年近く保もった世界最強だったんですよね」

「ぶっちぎりの最高記録よ」

　表おもて参さん道どうキョウカはそんな風に言った。

　彼女は具体的な記録や数字を見ているのだろう。

「……何しろそれ以前の最強達は、平均して三年周期くらいで『代替わり』していた訳だし。つまりそれが本来の有効期限だったんでしょうね」

「じゃあ俺達は」

「『難なん問もん排はい除じよ』は役目を果たさないまま死んでしまった。だから彼女達の借金を背負ってすぐさま使い捨てられるってところかしら」

　次の候補さえ見つからなければ自分達が消費される心配はない。そう考えて『一隻目』を襲った訳だ。あそこまで醜くなってでも生きたいと願えるのは、むしろ逆に才能かもしれない。少なくともカルタには無理だった。

　次の最強であるペンデット＝デンパサール。それだけの理由で殺し、彼女が己の力としてきた魔法の技術まで根絶させてしまおうだなんて。

「にえさま」

「ああ……」

　部屋の隅で観葉植物みたいに直立しているアイネが呟つぶやいたのは、おそらく時間の話をしているのだろう。クリスバート＝フィレンツェ、『人間達の黒幕』。彼が突きつけた回答期限は午前〇時、日付変更ジャストだ。

　残りは三時間もない。

「マリカ。表おもて参さん道どうさんも。俺、ちょっとだけ席外します」

「そのまま帰ってこなくても良いわよー」

　テレビを観みながらソファに寝そべるマリカがそんな風に言った。

　口振りは軽いけど、冗談には聞こえなかった。

　ソファの彼女はこちらを振り返らずに、

「……だってそれも、ひょっとしたら救いの一つかもしれない訳でしょ？　都合三億もの『脅威』は世界最強の人間に興味を持って追いかけてくる、だから地球を守るためには最強枠を宇宙へ放り捨てないといけない。ひとまずここは確定。だけど、四人全員揃ってじゃなくても良いかもしれない。あるいは、カルタとアイネちゃんだけならそのまま愛情たっぷりの逃避行できちゃうかも？」

　カルタはひらひら手を振って暗い廊下に出た。

　それが雨あま脚あしマリカの仮説か、と内心で軽い驚きはあったが。

　水晶少女はいつもの通り、そっとついてくる。こんな最後の夜であっても。

「にえさま。アイネはにえさまの決定に従います」

「うん」

「……その上で、あるいはマリカ嬢やキョウカ嬢に『譲る』という選択肢もあるのでは？」

　その言い分に、カルタは思わず小さく笑ってしまった。

　同じ速度で隣を歩きながらもアイネは無表情に首くびを傾かしげて、

「何か？」

「いや、俺達も成長したなって」

　これが何ヶ月か前の話だったら、誰が生き残るかを巡って身内で殺し合いでも始めていたのでは？　それが今では誰を生き残らせるかで互いに譲り合う展開になっている。それも、一番人間らしさから遠かったはずの水晶少女アイネの口から。

　カルタはこういう優しい結果をそっと嚙かみ締しめつつも、

「ダメだ」

「そうですか」

「……三億もの『脅威』は『天てん外がい四し神じん』を追ってくる。地球に誰かが一人でも残っていたら、宇宙追放組を無視して『脅威』の大群が地上に雪な崩だれ込こんでくるかもしれない可能性が残る。それじゃ宇宙に向かう側も地球に残る側も決断した意味がなくなる」

　マリカだって本気ではないだろう。

　というか、もしもあの暴ぼう走そう幼おさな馴な染じみが真剣に検討していたら、いちいち口に出して提案などしない。少しでも成功の確率を上げるため、何も言わずにカルタ達を力業でねじ伏せて行動力を奪ってでも助けようとするはずだ。何なら幼おさな馴な染じみの少年の手足くらい焼き潰して溶けた金属で傷口を無理矢理固め、『修復』を阻害させてでも。

　カルタが軽く驚いたのはマリカのアイデアそのものではなく、極めて感情的、かつ実はシビアな現実路線を常に貫いてきたあの幼おさな馴な染じみが『できるはずもない』空虚な妄想に身を委ねていたという点だ。

　死が怖い。

　避けられないとしても、何かしら心理的な救済が欲しい。

　考えてみればそういう心の動きがあっても不思議ではないか。でも何だか今までひた隠しにしてきた『弱さ』を垣かい間ま見みてしまったような気持ちだ。

　表おもて参さん道どうキョウカはどうだろう？

　彼女はいつも通り、マリカのように分かりやすい脱線はしていないようだが、

「……ま、この土ど壇たん場ばのタイミングまでいつも通りに仕事のメールチェックをしているっていうのも変な話か」

「にえさま？」

　明日はやってこない、だから仕事の確認なんて意味がない。

　そのはずだ。

　本来だったら遺書でも書いて身を清めていてもおかしくない時間帯なのだ。あるいはどうせ必ず死んでしまうならと、命を落とす前に今まで一度も味わった事のないお酒や煙草タバコに手を出してしまっても。でもキョウカは、そこまでの土ど壇たん場ばにしてはいつも通り『過ぎる』。通常サイクルをきちんと守る事で、自分はまだ脱線していないと信じたいのかもしれない。

　誰だって怖い。

　だから極限の死の恐怖を大きな鏡として、自分自身と向き合う事になる。あるいは歌うた貝がいカルタがこうして廊下を歩いているのだって、そう。彼が向かっているのは三つの船体を並べて連結させたセカンドグリモノアの中央、さらにその最下層だった。

　そこには『一隻目』で命を落として水晶像となった、教員生徒がずらりと揃そろっている。

　番号を見て扉を特定し、彼はその一つを開け放つ。スライド式の寝台を中から外へとゆっくりと引き出していく。

　変わらなかった。

　こんな事になるくらいなら、あるいはもっと早い段階で死んでしまった方が楽だったのかもしれない。

「……やってきたよ、ゲキハ」

　歌うた貝がいカルタはぽつりと呟つぶやいた。

　聞く者はいない、返事だってもちろんない。全く意味のない挨拶だったけど、傍かたわらにそっと立つ水晶少女のアイネは何も言わなかった。無表情で首くびを傾かしげたりもしなかった。

「人類は『脅威』には勝てないってさ。努力どうこうじゃなくて、最初からそういう仕組みだったらしい。ははっ。これじゃ何のために『難なん問もん排はい除じよ』を恨んで復ふく讐しゆう劇げきなんかやらかしてきたのやら、だ。遅かれ早かれ……俺達が誰にも邪魔されずきちんと一隻目を卒業して新しい時代の世界最強になれたとしたって、死んでしまう事は変わらなかったって話。笑えるだろ？」

　静まり返っていた。

　カルタはかつての友を見下ろして、そして一人で言った。

「でも、それでも俺達は世界を守るよ」

　守る。

　そんな言い方すら傲慢なのかもしれない。

　必ずしも『脅威』は全部悪者ではない、という事実をすでにカルタは知っている。自分達は神こう戸べ港こう近きん海かいで『鎧よろい武む者しや』やオタマジャクシ型といった、ただ人間が作った学校というモノに憧れてお勉強をしていただけの『脅威』達をあれだけ一方的に虐殺してしまったのだ。こちらに殺される理由は一つもないとでも言うつもりか。

　それでも死が怖いカルタは、どうしても状況や事情に関係なく自らの命を脅おびやかす相手を無条件に悪者とみなしてしまう。

　自分でやっておいて。カルタ達だって、実は恐怖から行動していた旧最強の『難なん問もん排はい除じよ』をあれだけ排撃しておいて。どっちつかずのダブルスタンダードとはこの事だ。

　これぞ人間の醜さ、その極彩色の本質か。

　歌うた貝がいカルタは自嘲気味に笑って、だけど迷わず言い切った。




「お前が目を覚ますのはざっと七〇〇〇年後だっけ。……その時、目の前に『脅威』の連中がいない景色を作ってみせる。ひとまずそれで納得してはくれないか、ゲキハ」




　この醜さは、仇あだ討うちを経て二隻目の『天てん外がい四し神じん』になってから世界が獲得したものだ。

　それより前に死亡した一隻目の風かざ向むきゲキハは、もう少しだけ奇麗であってほしい。

「にえさま」

「……分かってる」

　そっと差し込まれた声に、カルタもまた小さく頷うなずいた。

　午前〇時まではまだいくらか時間がある。

　ただし、

「動くなら早めにやろう、ここにきて余計なトラブルは避けたい。午前〇時まできちんと待っていたら、デイリとかナタレーナ達とかち合いかねないからな」

　そもそもセカンドグリモノア自体、『天てん外がい四し神じん』を効率的に運用するために用意された四人の城だ。そこで行われている事を把握できないなんて話は逆にありえない。ナタレーナやレトネーエ達が体育館に集まって何かしているのは分かっていた。

　そして個人としては最強の『天てん外がい四し神じん』も、同じ水晶魔法を扱う一千人以上の教員生徒を全部まとめて相手にした場合、集団戦で絶対勝てるとまでは言い切れない。

　彼らの気持ちはありがたい。

　だけどこんな所で邪魔されている場合ではない。

　何しろ、すでに三億以上もの『脅威』達がいつ地球に雪な崩だれ込こんできてもおかしくない状態なのだ。『人間達の黒幕』だって具体的なリミットを提示してきている。たった一日の躊ちゆう躇ちよで、五五億人の暮らす地球全域へ致命的な侵攻が始まりかねない。そして時間は巻き戻せないのだ。そうなってしまったらカルタ達は後悔してもしきれない。

　前提の確認をしよう。『天てん外がい四し神じん』の四人は、地球に残っても、宇宙に追放されても、どっちみち生き残れない。こればっかりは絶対に。

　なら、どっちを選ぶのが正解だというのだ。

　答えは明白だった。

　温かい優しさに埋もれていては、自分の命どころか何も残せなくなってしまう。

「……、」

　歌うた貝がいカルタは友人を元の保管容器に戻して扉を閉め、出口を目指す。扉の前で振り返ると、そのまま静かに頭を下げた。一〇秒以上もそうしてから、頭を上げて、彼は上りの階段をゆっくりと上がっていく。アイネはただ黙々とついてきてくれた。

「アイネ」

「はいにえさま」

「……済まなかった。最初から勝てる見込みのない勝負にお前を巻き込んで」

「仰おつしやる意味が理解できません」

　階段を上って、上って、上って。

　そしてサイドデッキまで出ると、幼おさな馴な染じみのマリカと車椅子の生徒会長が待っていた。

　彼女達は苦笑していた。

「あれだけ逃げろって言ったのに」

「お互い様だろ、マリカ」

　体育館ではこうしている今も白熱した議論が続いているだろう。カルタ達四人を助けるために、みんなが本気になってくれている。それは油断すると涙腺が緩んでしまうくらい嬉うれしい事だけど、でも、絶対にすがってはならないのも理解していた。

「カルタ君、遺書とかは良いいの？」

「やめておきます。何か遺のこして自分の知らないところで神格化とかされても恥ずかしいし」

「公のものじゃなくて、家族くらいには書けば良いのに」

「……ほら、昔の文豪とか幕末の武士とかの手紙ってプライベートだろうが恋文だろうが割と博物館の人の手で大真面目に公開されたりするじゃないですか。どうせ何か書こうとしたら泣き言だらけになるでしょうし、あんな目に遭うのだけは真っ平です」

「きっひっひ。秘密のハードディスクは専用のツールできちんと処分したかねカルタ君、あるいはネットのストレージや閲覧履歴は？　ただ雑に消去するだけじゃ危ないわよ」

「ぶっ!?」

　幼おさな馴な染じみの意地悪な笑みに、カルタは思わず噴き出した。

　女の子の口から出すような話かそいつは？

　車椅子の生徒会長はお上品にほっぺたへ片手を当てて、

「あらあらまあまあ。カルタ君ったら、うふふ、そういう話ならコンピュータに強い身近なインテリ先輩女子に相談してくれれば良かったのにい。大丈夫よ、絶対に完璧に消し去るだけで中なか身みは覗のぞいたりしないから☆」

「……アンタも笑顔で乗っかるな腹黒生徒会長。そんな哺乳瓶のおねだりより羞恥のハードル高い話、誰にもできる訳ないでしょ！」

　と、どうもピンときていないらしい（そっちが正しい、と女の子に夢を感じるカルタは信じたい）水晶少女が無表情で首くびを傾かしげて、

「にえさま？」

「何でもない。そっちはきちんと自分でケアしてあるっていうかお前がいちいち気にするような話じゃないからそこまで不安に感じなくて良いっ！」

　けらけらとマリカは腹を抱えて笑っていた。あるいはこれだって、湿っぽい空気を吹き散らすための作戦なのかもしれないけど。

　しかしそれでも時間はやってくる。名残惜しいけど、いつまでもここに留まって友人達が集まってきたら、それはそれで問題だ。

「なら、もう良いいかしら？」

「ええ」

　この中には『飛行』が使えない人間もいる。カルタはアイネが、キョウカはマリカが車椅子ごと抱え上げて、そして『天てん外がい四し神じん』の四人は手すりの向こうへと飛び出した。

　向かうは天まで真まっ直すぐ延びる黒々とした軌道エレベーター。

　死出の旅の、最初の一歩。
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　黒い海を越えていく。

　目的地は五キロ以上先───つまり水平線の向こう───にあるはずなのだが、何しろ垂直に宇宙まで届くエレベーターだ。遠くからでもはっきりとゴールは見えていた。

　軌道エレベーターは、正確には南洋の小島に隣接する海上フロートにあった。キョウカの話だとワイヤーは風やその他の条件で不規則に揺れるため、一定値を超える前にフロート側を動かして相そう殺さいさせる必要があるらしい。

　そちらから、ライトの点滅があった。

『プリセット』の『飛行』を使えるアイネとマリカは、一辺が一キロ以上ある巨大な人工フロートの上にゆっくりと着陸していく。

　誰かがいた。

　白衣を着た老人だ。

「待っていた」

「アンタがクリスバート＝フィレンツェ？」

　お姫様抱っこされていたカルタが地に足をつけてそう言ったが、相手はいちいち頷うなずいたりはしなかった。

　カルタが若干の疑いを持ったのは、辺りに護衛らしい戦力が誰もいなかったからだ。本当にぽつんとただ一人。『人間達の黒幕』、今まで世界の裏にいた大物にしては無防備過ぎる。あるいは影武者とか代理人とかの可能性だってゼロじゃない、と思っても不思議ではない。

　何しろ、向き合うのは死亡確定の世界最強。『人間達の黒幕』はそれをデザインした側でもある。これからも変わらず生きていきたいクソ野郎側からすれば、ある意味、破れかぶれの猛攻に巻き込まれかねない一番危険な状況でもあるのだろうし。

　しかし老人の方はそんな懸け念ねんを鼻で笑って、

「身の安全を守るために最も重要なのは『力』ではなく『情報』だ。護衛や影武者なんて逆効果だよ。人間は、一人でいる時が一番強いんだ」

「……、」

「頷うなずけない、といった顔だな？　だが世界最強の『力』を手に入れてしまった君達四人がどういう目に遭ってきたかは、己の胸に手を当てれば良く分かるのではないか」

　カルタは表おもて参さん道どうキョウカの後ろに回り、車椅子のグリップを両りよう手てで摑つかんだ。

　彼の改造軍用懐中電灯よりも、アイネの刀やマリカのレイピア型デバイスの方が強力だ。できれば少女達二人の両手はフリーにしておきたい。

　老人はきびすを返して『ついてこい』とだけ呟つぶやいた。

　軽量アルミ合金の大地はきちんとアスファルトで舗装されていて、揺れらしきものもない。これだけ見ると、旧来の空港やロケット発射場と風景はあまり変わらない。ただし中央にある巨大な『煙突』がとことん異形の景色を創り出しているのだが。

　航空機の衝突防止のためか、天に向かって縦一列、等間隔で赤いランプがずらりと並んでいた。それらはじんわりと明滅を繰り返している。おそらく数万メートル先、一定の高さで光の列が途切れているのは『それ以上は航空機の飛行可能限界を超えている高さ』だからかもしれない。ただしもちろん、実際には許可もなく一定距離まで飛行機やヘリコプターが近づけば対空迎撃システムが作動するだろうが。

　軌道エレベーターなんて、見た目だけならとっくに時代から見捨てられている。でも改めて至近で観察してみれば、施設のボルト一本にも錆さびはない。万全、だった。何しろここは人類五五億人を救う文字通り最後の『命綱』なのだから、事故やテロで失う訳にはいかないはずだ。

　クリスバートはこちらを振り返らず、

「準備は良いいかね、とはいちいち聞かんぞ。指定時刻までにここへ足を運んだ時点で個々の覚悟くらいは認めてやる」

「……セカンドグリモノアまでは一〇キロもないぞ。そして水晶魔法の『飛行』なら本気を出せばマッハ二を超える。ナタレーナ達が事態に気づいた場合、エレベーターを攻撃してでも俺達の出しゆつ発ぱつを阻はばむリスクも出てくるはずだ」

　生徒会長の車椅子を押しながらカルタがそう尋ねたのは、広ひろい敷しき地ちの割に『人間達の黒幕』が空港やゴルフ場などで扱う電動カートのようなものに乗り込む素振りを見せなかったからだ。これだけ広大だと敷しき地ちの中を歩くだけでも手間取るだろうに。

「最後の時間を尊重してくれるのはありがたいけど、そんなのでこのチャンスを潰される訳にはいかないのなんてお互い様のはずだ。覚悟は認めてやるってその口で言っただろ。遠慮ならいらない、ショートカットしてくれて構わないのに」

　しかし白衣の老人は気にした素振りも見せなかった。

　振り返らず、肩をすくめてこれだけ言った。

「我々は『人間達の黒幕』だぞ？」

「……、」

「この手は人間と名のつく者を裏側から刺激しその全てを操れる。例えば与える情報や状況に偏りを与えるだけで、生徒達の善意をひたすら空回りさせる事も、『天てん外がい四し神じん』の想おもいを汲くみ取とって涙なみだを吞のんで送り出しましょうという美談に導く事も自由自在だ」

　それが、彼らの力。

　歌うた貝がいカルタ達四人が結集しても、結局は勝てなかった本当の悪意。

　しかも操る対象に、同じクリスバートの姓を持つ女教師が交ざっていてもお構いなし。『難なん問もん排はい除じよ』よりも、『本物の脅威』よりも、なお理解までの距離が遠いおぞましき怪物ども。

　クリスバート＝フィレンツェはエレベーターの基部を目指しながら呟つぶやいた。

「ちなみに」

「何だ」

「それが、『そう』なのかね？」

「？」

　質問の意味を摑つかみかねた。

　白衣の老人がこちらを振り返る事はなかったが、車椅子を押す少年も何となく気配で察した。『人間達の黒幕』が注目しているのはカルタではあるが、そのものではない。より厳密にはカルタが呼び出して従わせている水晶少女アイネの方だ。

「……、」

　アイネの方は特に何も答えなかった。興味がないのか、意図して無視したのか。元々無表情なのでこういう時はとことん分かりにくい。

　軌道エレベーターの基部に達する。

　見た目はランドマークの電波塔を彷ほう彿ふつとさせた。いくつかの技術は実際に流用されているのかもしれない。根元の部分は手前の空間を包み込むようなＣ字型で地上何階かに分かれていた。どこかで見た事がある形だと思ったら、広場や公園を囲む形で展開するショッピングモールだ。まだ廃れて『人間達の黒幕』に拾われる前は、そもそも特殊な国際空港や大型観光地として活躍させるつもりだったのかもしれない。

　飲食店を中心に、店舗自体は稼か働どうしているようにも見える。少なくとも空き店舗だらけとか、衣服を着たマネキンがそのまま埃ほこりを被かぶっている様子はない。軍事基地の中にも兵隊向けの売店が並んでいるのと同じ理屈か。

　マリカが巨大な『煙突』を見上げて呟つぶやいていた。

「……このエレベーターを動かすのに、どれくらいの人間が必要な訳？」

「対空防衛を含めてざっと一千人ほど。オペレーションは全て地上側で済ませているから宇宙側は空っぽだし、これでもかなりの作業をコンピュータに任せてはあるはずだがね」

　その全員が『人間達の黒幕』なのか。あるいは極少数がデコイの命令書でも発行して何も知らない全く別の巨大組織を操っているのか。この辺りの詳細は見えないし、正直どうでも良いい。

　国際空港もしくは観光名所だった頃の名残か、紙のチケットやＩＣカード式の年間パスに反応する駅の自動改札みたいな出入口が横一列に並んでいた。今では電源ごと切っているようで、先を行くクリスバートはゲートを素通りしていく。

　その先に、あった。

　エレベーターとは言うが、いわゆる『かご』の大きさは電車の車両を一個分、縦に立てたような感じだった。一回の輸送でそれだけ多くの人や荷物を運ばないと採算が取れない仕組みなのかな、とカルタは想像したが、そういう訳ではないらしい。

　クリスバートがこう切り出したのだ。

「目的地は三万六〇〇〇キロ先の静止衛星軌道。地球の重力、空気抵抗、ワイヤーの揺れや他諸もろ々もろの速度減衰を考慮すると、考えられる限りの最大出力を出しても到達までに三日はかかる計算だな。コストと安全性でロケットに勝る代わりに速度で負けている」

「みっか……」

「そこも計算してのリミットだから時間については心配しなくて良い」

　一瞬でも怖いのに、三日もかけてじわじわ自殺をやらされるのか。しかもいったん始めたら途中ではやめられない。

　一日一万キロ以上の距離を進むと考えただけでも規格外なのは分かるだろう。何しろ地べたを走るトラック運転手が睡眠時間を完全無視して車を走らせ続けたって、時速一〇〇キロ換算でどれだけ進める？　しかも、水平の移動と垂直の移動では難易度がまるで違うのだ。

「それから『難なん問もん排はい除じよ』の時はキャンピングカーで共同生活をしていたのだろう？　中には短期宿泊に必要なバストイレキッチン全て揃そろっている。いずれも無重力仕様なので多少使い方は特殊だがな。ここまでやってきたんだ、エレベーターの内部で勝手に餓死したりはするなよ」

　……そういう意味で、エレベーターの『かご』にはある程度の広さが必要だった訳だ。飛行機を使って地球の裏側まで向かうのだって半日程度。移動だけで三日拘束というのは結構窮屈な話ではある。一般に普及しなかったのは国家間や新旧技術などの高度な利害の駆け引きだけでなく、そんな世知辛い理由もあったのかもしれない。大金払って長い時間をかけて宇宙へ出ても、ぶっちゃけ普通の人には特にやる事なんかない訳だし。

　宇宙以外にも秘境はある。例えば人間は札束を山ほど積めば分厚い探査艇に乗って深海何千メートルにも潜れる。そこでは人生一度も見た事のない景色や経験が確実に待っている。でも、多くの人はやらない。一生に一回の体験すら特に求めない。何な故ぜか。ホテルから出られない海外旅行みたいなものだ。いつでも行けるようになってしまうと現実路線の不便さが目につき、かえって夢の世界に旅立つような魅力を感じなくなるからではないだろうか？

　そんな場所に棄すてられる。誰もが興味を失った窮きゆう屈くつな死の片隅に、ひっそりと。

　日数単位の時間をかけて。

　車椅子を押してカルタ達は『かご』に向かいながら、

「出発はいつになる？　できれば早い方がありがたい」

「冷静だな」

　その言い分に思わず少年は小さく笑ってしまった。

　やはり『人間達の黒幕』、人間を操作する事はできても理解はしていないらしい。さっさとやってくれないと、いつ気持ちが揺れて暴れ出すか自分でも予想できないというだけなのに。
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　若者達を死地へ送り出して、クリスバート＝フィレンツェはそっと息を吐いた。

　食料は三日分しかない。

　衛星軌道上にある宇宙ステーション側にも補給物資はない。正真正銘の片道切符。宇宙に向かった彼らは、ステーションに滞在するどころか引き返して地上へ戻るための水や食料、あるいは空気すらない状況だ。

　それでも彼ら四人は取り乱さなかった。

　渾こん身しんの力ちからを込めて本音を隠していたのかもしれないけど、それをやり遂げた。

　これまで見てきた世界最強と同じく。

（……自分の手で地獄のレールを敷いて、淡々と死のサイクルを回しておいて、偉そうに）

　白衣の老人は首を横に振って、感傷的な自分を捨て去った。

　それに、気になる事もあった。

「あの少女……」

　アイネとか呼ばれていたか。

　クリスバート＝フィレンツェは知っている。すでに、地球の中心核には『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』は存在しないという事を。にも拘かかわらず水晶魔法が今日まで機能していたのは、自律移動能力を獲得して中心核から立ち去ったそいつがセカンドグリモノアのすぐ傍そばに寄り添っていたからだろう。

　もしも彼女が『そう』だったら。

　それはもちろん、何の根拠もない妄想だけど。

（にえさま、というのは踏み台に対する暗喩という意味での『贄にえ』か？　一心同体となってまで地球中心核から自らを呼び出す事で自由を与えているあの少年への、機能と敬意を組み合わせた……）

　彼の本質は兵器研究者だ。

　そこには水晶魔法の研究すらも含まれる。

（……そして水晶魔法が地球でしか使えないのは、そもそも『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』が地球中心核に固定されていたから。もしも軛くびきから解き放たれて自由に動き回れるとしたら、ありえる。あの四人が、宇宙空間で水晶魔法を扱う可能性も）

　それで三億の『脅威』を倒せるとは思えない。

　そもそも根本的な戦力差が開き過ぎている。

　だけど、宇宙へ追放される彼らは、ひょっとしたら水晶魔法を限界まで行使する事で自力で生存可能環境を構築できるかもしれない。人が住める星を探す必要はないのだ。水も空気もその他た諸もろ々もろ全ぜん部ぶ、好みの住環境を自分で創造するだけの力があれば。

　そうなれば、あるいはあの四人は宇宙に放り出されても構わず自由を謳おう歌かできる可能性だって……？

「いや」

　いくらなんでも楽観的過ぎるか、とクリスバートは予測を修正した。

　というか、今のは希望でしかないかもしれない。

　自分にも多少の罪悪感くらいはあったのかと、白衣の老人は己の内面に驚いていた。




　少なくとも、水晶少女アイネはそれを周囲へ申告していない。

　つまりその正体はどうあれ、彼女にはそういう方向に舵かじを切きるつもりはないらしい。
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　ごごんっ、という低い震動があった。

　それからわずかな浮遊感。

　ただしカルタとアイネが揃そろって同じ二重構造の分厚い窓から外を眺めてみれば、実際の速度はとてつもない事が分かってくる。ものの一分もしない内に、すでに雲の上に出てしまっていたのだ。

　煙突みたいな透明の外殻があるのは最初の三万メートルくらいだけだった。

　最初の。

　まあそれだって、すでにエベレストの三倍以上はあるのだが。

　そこから先は塵ちりや埃ほこりどころか『空気』そのものがほとんどなくなるせいか、『かご』が直接大気中へ露出する事になった。カーボンナノチューブ製のワイヤーに導かれて、さらにぐんぐん進んでいく。

　高さが上がれば水平線までの距離も長くなるのだから、色々なものが見えた。遠くの陸地の夜景や、海の上にもいくつかまとまった明かりの光点がまとまっていた。

　セカンドグリモノアとその護衛艦隊だ。

「……、」

　あそこではまだカルタ達を救うための議論は続いているだろうか。あるいは脱走に気づいて追撃が始まっている？　だけどもう遅い。宇宙まで出てしまえば、彼らの水晶魔法でも追い着けない。

　これでもう、ナタレーナ達の手は届かない。

「おー、結構じゅーじつしてるじゃん。冷蔵庫の中ぎっしりよ。こっちのこれ生ハム？　あははキャビアまで置いてある！」

　一方、キッチンスペースを探検しているマリカは外の景色よりも同じエレベーターの『かご』の方らしい。ボルトで棚に固定された電子レンジやオーブンよりも食材が最優先らしく、中腰でお尻をこっちに突き出して冷蔵庫を調べている。

「生ハム？　キャビアって……。無重力の中で食べる宇宙食だろ？」

「知らないけど、なんか分厚いビニールに詰まってるわよ。こう、切った袋の口に唇をつけてから、手の中でパックを握り潰すようにして食べるみたい」

　……その説明だとジューサーで粉々にした冷たい粘液をゼリー飲料みたいに喉に流し込むようなイメージしか湧かないのだが、これはギャル系に片足突っ込んだマリカの言葉のセンスだ。多分実際にはちゃんと美お味いしくできているのだろう。ここ最近の宇宙食は普通にそこらのお土産屋さんに並べても問題ないレベルらしいし。

　ロケットと違って、頑丈なベルトで座席に固定される事はない。もこもこ膨らんだ宇宙服やヘルメットもいらない。車椅子の生徒会長も制服姿のまま自力で移動して雑誌を手に取っていた。とはいえ、この『かご』は縦長。梯子はしごを使っていくつかの階層を行き来する構造だから、シャワーや就寝時にはケアをする必要が出てきそうだが。

「大丈夫よ」

　と、キョウカが雑誌をめくりながらそう言った。もう地上へ降りる事はないだろうに、それでもこの夏のファッションが気になるのがデキる先輩女子らしい。

「じきに重力もなくなるもの。そうなったら上下とか関係なく、手で壁を伝って空中を泳いで移動できるようになるでしょ」

　そういうものか、とカルタはちょっと感心していた。

　……しかしこの辺の意識をしっかりしておかないと、例えば無重力空間でうっかりドリンクの蓋を外したら大変な事になりそうだ。あとシャワーやトイレ、洗濯とかってどうなっているんだろう？　今さらこの状況で馬鹿馬鹿しいと思うかもしれないが、水まわりは全部心配になってきた。

　高度三万六〇〇〇キロ先の静止軌道衛星まで三日の旅。つまり最初の一日で高度一万キロ以上まで上がってしまうのだ。多国籍の宇宙ステーションがあるのが大体四〇〇キロくらいだから、そこはもう完全に真空の世界だ。

　変化に富んだ最初の一日は、むしろまだ救いがあるかもしれない。

　何もない無の空間をひたすら進む二日目、三日目の方が心理的な重圧は強くなりそうだ。

「地球は青かった、っていつ頃言うヤツ？」

　マリカがこっちの窓に寄ってきた。

　今日のご飯から映える風景まで何でも撮影したがるイマドキ女子高生がいつものスマホを持っていないのは、メッセージ関係の通知を見たくないからか。技術的に言って、いつまで電波が届くかも未知数。地上からの電波はあっさり途切れてしまうのか、あるいは衛星電波やエレベーターのワイヤー自体を通信ケーブル代わりにして案外ずっと繫つながっているかもしれない。

「今は夜だから海も空も普通に真っ黒よね。でもそれも、一定以上まで上がってしまえば青く色を変えるものなのかしら？」

「いや太陽に面していない間はずっと黒いだろ」

「……青い地球見れないの？　わざわざ宇宙まで上がっておいて？？？」

「何しろ目的地まで三日もかかるのですから、地球の自転の関係で太陽側を向く時も必ず出てくるのではないでしょうか？」

　しかしそう考えると、合計で一〇万キロもある軌道エレベーターそのものも地球の動きに合わせて常にぐるんぐるん回っている訳だ。今そのライン上を進んでいると考えると、結構不思議な気分にさせられる。遠心力とかでぼっきり折れたりはしないんだろうか？

　マリカは耐放射線仕様の分厚い二重窓にべたっと両手を押しつけながら、

「宇宙って太陽の光が当たるかどうかでかなり温度って変わるんだっけ、カーボンナノチューブって熱に強いのかしら？　何しろ全部で一〇万キロでしょ。ほら、列車の金属レールとかだと夏と冬で長さ変わるって話だけど」

「さあ。リールとかで巻いて常にピンと張るように調整してるんじゃあ？」

　一見真っ暗に見える地上には光の粒があった。それらが集まって街を作り、街と街を太い幹線道路が結んで、たくさんの光が行き来している。こうしてざっと見ているだけで法則性が見て取れた。やっぱり内陸の険しい山側よりも、なだらかな海辺に面していくつもの集落が形成され、太い道で繫つながっているのが分かる。一部、内陸側に光の列が食い込んでいるのは大きな川でもあるからだろう。家にしろ車にしろ、あの一つ一つに人がいると思うと感慨深い。

　それとは別に、赤い光も見えた。ネオンサインなどではない。東南アジアの森林地帯では焼畑をやっているのか何か他の理由でもあるのか。あれはおそらく人の手で作られた炎だ。

「マリカ、まだ水晶魔法は使えるか？」

「なにー？　幼おさな馴な染じみのオトナで可か愛わいいバトルモードに惚ほれちゃった？」

　言いながら、適当な調子でマリカは胸元の水晶花を砕いて励起させ、虚こ空くうからレイピア状デバイスを取り出す。

　それからカルタは常に傍かたわらにいる水晶少女へ目をやった。

「？」

　視線を受け、無言で首くびを傾かしげるアイネ。

　……水晶魔法は地球でしか使えない、というこれまでの話が真実なら、アイネはどこかのタイミングでカルタの中に引っ込んでしまうと思ったのだが、どうもそういう訳ではないらしい。仮説に誤りがあったのか、あるいは水晶魔法が使える条件を今も成立させている『何か』がこの空間にある？　ただ恐怖や苦痛が長引くだけだとしたら、アイネにはむしろ悪い事をしたと思ってしまうが……。

「流れ星が見られるよ」

　と言ったのはキョウカだった。

　そういえば何気に天体観測が趣味だったか、乙女な生徒会長は。

「大気圏の上層、熱圏には一日で何万もの小さなデブリや隕いん石せき片へんが突入しているからね。地上から見上げても自覚できないくらいのささやかな光だけど、こっちから近づけばその限りでもない。流星雨どころじゃないスペクタクルになるはずよ」

「へえー、それじゃ土砂降り状態？　バケツをひっくり返したような」

「ある意味では本当に宇宙から土砂が降ってきていますね」

「……カルタ君とアイネちゃんは、もう少しだけ夢のある言葉をお勉強した方が良いいかしら」

　そんなものを見れば、少しは宇宙に出て良かったと思えるだろうか？

　美しい人やもので溢あふれたこの星を『脅威』から守りたいと信じられるだろうか？

「マリカ……」

「何よ？」

　同じ二重窓から外を見ている幼おさな馴な染じみに、カルタはこう切り出した。

　きっと誰かが言わなくてはならなかった事を。




「もう誰も見てない。だから泣いても大丈夫だ」




　禁断。

　頭にそんな冠がつく一言だったと思う。

　そこから先は、言葉になんかならなかった。こちらの胸にしがみついてくるマリカが何を言っているのかは分からなかった。途中、何な故ぜか泣き叫ぶ幼おさな馴な染じみから何度か理不尽に殴られた気もする。カルタもカルタで、自分が何をしたのか覚えていなかった。何か叫んでいたはずだ。伝染、つまりもらい泣きもあっただろう。とにかくただただみんなで泣いた。止めてくれる人は特にいなかった。あの表おもて参さん道どうキョウカさえも目尻に透明な粒を浮かべて意味不明な事を叫んでいた。

　もう届かない。

　誰にも伝わらない。

　かつての世界最強達もそうだった。

　アナスタシア達は何よりこうなるのを恐れた。

　水晶少女のアイネだけが、表情もなく首くびを傾かしげていた。

　ふわりと、戦闘用の白いドレスのスカート部分が音もなく不自然に浮かび上がった。

「ちょっと待てアイネそ

「ふんっ!!」

　マリカからこれまでとは違った、明確な怒りの拳がカルタの脇腹に突き刺さった。ただし世界最強女子にしては軽い。不自然なくらいに。というか、殴った側のマリカの方まで反対側にゆっくり飛ばされている。

　重力が消えたのだ。

　それだけ地球という生まれた場所から遠ざかった訳か。

　マリカは空中でくるくるゆっくり回りながら両手で自分の短いスカートを押さえ、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「この感動的な場面に自家製幼女のぱんつ大注目とかっ!!　アオハル純情少女マリカちゃんの涙を全部返しなさいよカルタぁ!!!!!!」

「おっ、俺に言われても……」

「あらあら。これ、過去の世界最強はどうしていたのかしら。まさか時の最強達がみんな揃そろってひっそり通ってきた道とか？」

「アンタもそれもっとちゃんと隠して意外と可か愛わいらしいヤツ!!」

「にえさま、口頭命令が中断されております。つまりアイネは何をどうすればよろしいのでしょうか？」

「吞のん気きに首くび傾かしげてないでぱんつを隠せ今すぐに!!　アイネ、人間の羞恥は裸じゃなければ何でも良いいって訳でもないんだよッッッ!!!!!!」
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　そんなこんなでとにかく大変だった。

　無重力空間に対応するためマリカはスカートの下にジャージを穿はこうとしたようだが、オシャレ先輩キョウカどころか人間でもないアイネにまで白い目を向けられて断念。結局、ひらひら揺れる短いスカートを適時手で押さえるスタイルが続行された訳だが、もちろんそれで完璧にガードされる事もない。結果、うっかりミスが発生するたびにカルタがお仕置きモードに吞のみ込こまれ、女性陣からどつかれる羽目になった。

　表おもて参さん道どうキョウカがにこにこしながらこんな提案をしていた。

「無重力だと殴りじゃ威力が出ないから感電系にしましょ。ドライヤーでびりびりー」

　短いスカートを手で押さえるよりそっちの方が上達するのは勘弁願いたい。ていうかダメージ量が増えるだけでお互いにとって救いがない。

　ちなみに無重力空間だとこんな現象も起きるらしい。

「ううー」

「なに、アイネちゃん？」

「キョウカ嬢のおっぱいが理不尽に増量されている気がするのですが」

「あら？　でもこれはサイズの問題ではなく、色々と解放されたからじゃないかしら。重力がなくなると肩が凝らなくなるのは良いい事よね☆」

　……同じ密室に女子だらけというのが良くない。カルタは全力で目めを逸そらすしかなかった。生徒会長サマは頭の出来が大変よろしい小悪魔なので（余計に面めん倒どう臭くせえ!!）とっくにこっちの様子に気づいてくすくす笑っているようだが、ではどう反応するのが正解だというのだ!?

　そして視線を逃がした先からは暇そうなマリカがこっちに寄ってくるところだった。

「カルタあそんでー」

「しまったこっちもイロイロ暴れてるっ!!」

　騒ぎ過ぎてちょっと喉が渇いてきた。

　無重力空間になるととにかくストローが重宝する。というか、今はそれも飽きて紙パックのジュースを手の中で搾って、ふわふわ浮かぶカラフルな液体の球をお互いに食べ合う遊びが横行していた。宇宙に出たら実験用のミジンコでも思いつきそうなアクションだが、細かい水滴まで全部回収できるとは限らないので、実は宇宙での機械トラブルの原因になりかねない危険な遊びだ。

　アイネの無表情おねだりでいくつかジュースの球を口でキャッチする羽目になったカルタは、別室にあるベルトだらけのスポーツ器具を少し意識しつつ、

「というか最初から分厚い宇宙服を着ていればスカートの心配もなかったんじゃあ……？」

「十分にエアコンで空気の温められた個室で三日間も？　女の子の体の構造を舐なめないでちょうだいカルタ君、それだとデリケートな部分が片っ端から蒸れていって地獄の有り様になりそうね」

　普段から常に車椅子の座面に腰を下ろし続けるしかない表おもて参さん道どうキョウカがドライに言い切った。今まで見えない所で結構苦労してきたのかもしれない。無重力空間では床に押しつけて進むタイヤなんて役に立たないので、彼女はもう車椅子を捨てて体一つで空中を漂っている。宇宙は人を自由にする、とか格言っぽい事を言ってのびのびしていた。

「水のないお風呂とか色々面白いんだけど、寝る時だけが不便なんだよな、宇宙」

「まあ、ベルトで体を固定しないと寝台から浮かび上がりますからね」

　狭いトコ好きなアイネと珍しく意見が合った。ふわふわ浮かぶと落ち着かないようだ。眠りの持つしがらみから解放されるようなイメージが、宇宙には存在しない。

　そしてそんな共同生活も永遠には続かない。

　三日目、その終わり。

　朝あさ陽ひや日没という考え方がなくなる宇宙では、冷蔵庫の中身の減り方が一番『時間』というものを突きつけてくれる。

「なに……あれ？」

　マリカが窓の外を見ながら、やや呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　カルタがつられて注目してみると、今までなかったものがあった。大量の人工物が、網の目のように頭上を覆い尽くしている。

「サニーサイドアップ計画。硬質発泡素材で作った大量のステーションを結んだ『網』でしょうね。ほら、旧最強のユキノ＝アラカワが支配していた」

　キョウカに言われて思い出した。

　確か地球全域はそんなので覆われていたのだったか。地球を全部覆うと遠心力の強さが変わってしまうのだが、元々はそれを仰ぎよう神しん魔ま法ほうで無理矢理速度を調整していたはず。主を失った事ですでに制御を失って自己崩壊を進めているはずだが、すぐさま『網』が全て取り払われる訳でもない。

　軌道エレベーターの周囲だけ、ぽっかりと穴を空けているようにも見えた。

　ユキノの秘密兵器よりも、実際にはこちらの軌道エレベーターの方が優遇されていた証あかしだ。

　ただし、

「違う。そっちじゃないわ」

「？」

　マリカに否定されてカルタが改めて観察すると、窓の外に、強烈な太陽光に炙あぶられて何か黒光りする塊が見て取れた。

『脅威』だ。

　正確には互いに絡からみ合あうタカアシガニ型の群れ。

　……『脅威』は宇宙にいる時から生き物の形をしていた。別の星にも似たような生き物がいるのだろうか。あるいは、地上に下りてから共食いを繰り返してさらに形状変化していく可能性もあるが。

　しかも距離感を考えると一つではない。おそらく大量の虫が固まって冬越しするように、かなりの数がまとまってお団子みたいになったまま漂っている。あれだけで数百、数千、あるいはそれ以上あるかもしれない。

　神こう戸べ港こう近きん海かいでセカンドグリモノアを占拠した連中が、大体万単位の数だった。

　四人だけでぶつかったとしたら、多分、この時点でもう勝てない。

　全部で三億超。一体どれほどの戦力なのだ？

「……、」

　カルタが思わず沈黙すると、エレベーターの『かご』の方でもこれまでなかった変化があった。浮遊感が強くなる。実際には逆で、おそらく均一な速度で動いていたエレベーターがゆっくりと減速しているのだろう。無重力でも慣性はある。

　目的地は近い。

「カルタ君」

　無重力で長い黒髪を左右に広げながら、キョウカが話しかけてきた。

「そろそろ準備して。とは言っても、宇宙服を着る必要はないでしょうけど」

「表おもて参さん道どうさん、宇宙ステーションに着いたら？」

「そこから別口の射出シャトルに乗り換えるのよ。地上からステーションまでで三万六〇〇〇キロ、地球側の重力とのバランスを取るため施設全体では一〇万キロ。そんなにも長大な軌道エレベーターは、地球の自転や公転に従って常に大きく高速に回転を続けているの。宇宙空間でシャトルのロケットエンジン使って先端を目指せば一時間もかからないはずよ」

　キョウカは淡々と続けた。

「そして後は火薬や燃料なんてなくたって、その莫ばく大だいな遠心力やワイヤー自身の揺れの力を借りて自らを施設全体から切り離すだけで、太陽系の外まで一気に飛び出すためのエネルギーくらいは手に入るでしょうね」

　……ただしそれは、目的地のない死出の旅だ。都合三億もの『脅威』達の注意を引いて地球から遠ざけ、ほんの数年間だけ仮初めの平和を提供する。世界最強を常に消費し続ける事でそんな状態をずっと保つだけの、使い捨ての空くう虚きよな棺かん桶おけ。

　マリカはキョトンとして、

「あれ？　宇宙って無重力なんでしょ。何でもかんでも、ちょっと押したら永遠に同じ方向へ進んでいくんじゃなくて？」

「実際には他天体の重力とかイオンの塊である太陽風とか、『減速材料』は色々あるのよ？　本当に完璧な真空空間なんて机上の空論、宇宙だって塵ちりやゴミの宝庫だもの」

　そんなものなのか。まあこの辺りは乙女な天体観測マニアのキョウカを信じるべきだろう。……単純に生物的なリスクを考えれば本来はそんな話をしている場合ではないかもしれないが、これは試験の前日に部屋の掃除を始めてしまうのと似たような心理的逃避か。そもそも、いくら考えたところでここからの『打開』はありえないのだし。

　カルタ達はすでに決めている。

　地球に残っても、宇宙に出ても、四人が死ぬのは変えられない。ここで下手に気持ちが『揺れて』しまえば死者の数が増えるだけだ。

　怖いは怖い。

　だけどそれ以上に、カルタ達は世界最強の横暴をこの目でずっと見てきた。

　どういう最強になりたい？

　少なくとも、死の恐怖に脅おびえて無関係な五五億人を無意味に巻き込む最強なんて真っ平だ。そういう『難なん問もん排はい除じよ』を倒した以上、同じ道だけは進めない。

　景色が途切れた。

　エレベーターの『かご』が、宇宙ステーション内のホールに到着したのだ。

　ごごんっ、という金属音と共に最後の揺れがあり、そして止まる。

　カルタは癖で腰の横にある改造軍用懐中電灯の硬さを確かめる。それだけ緊張しているのだが、ふと彼は馬鹿馬鹿しくなった。今さら何と戦うというのだ？　そして間が抜けているのにちっとも笑えない。暴れても、戦っても、もう死しは覆くつがえせない。

　圧縮空気みたいな音が連続するのは、エアロック同士を連結している音だろう。

　壁かべ際ぎわにいくつかある赤いランプが全部緑に切り替わった。

　開閉可能、との事らしい。

「……、」

　これが、本当に最後だ。

　一瞬、マリカやキョウカのお腹なかでも殴って気絶させてやりたい誘惑に駆られる。彼女達をここに残したい、と。でも、そんな事しても意味がない。『天てん外がい四し神じん』は、地球側に残っても三億もの『脅威』の群れに吞のみ込こまれていの一番に殺される。広すぎる宇宙への追放の恐怖から目めを逸そらしたいからといって、慣れない博愛を発揮したくなっても、前提を忘れてはならない。

　今までの軌道エレベーターとは違う。今度の今度こそ、次のシャトルは仮初めのゴールすらない片道切符。

　本当に、終わり。

　これで死ぬ。

　身近な少女達を誰も守れないまま。

　いっそ知らない間に『かご』を目には見えない甘いガスで埋めて全員の意識を奪って、死のシャトルへの乗り換えくらいオートメーションで体を詰め込んでくれたら良かったのに……とカルタは心の中だけで毒づいた。『人間達の黒幕』め、刻一刻と確実に迫る最さい期ごの瞬しゆん間かんを意識させない程度の優しさすらないのか。

　まるで即身仏だ。

　自分から生き埋めとなる事を選び、長い時間をかけて死に向かう。ただただ世界全体の平和を祈りながら。

「行きます、か」

　カルタはそう呟つぶやいたが、賛同はなかった。

　四人はみんな、誰かが誰かを守りたかったのかもしれない。ここに残してでも。しかし実際にはそうならなかった。カルタ、アイネ、マリカ、キョウカ。四人はそれぞれ不完全燃焼といった調子で二重構造の出入口、エアロックに向かっていく。生徒会長は珍しくちょっと不安そうな顔で後ろを振り返り、放置されていた車椅子の方に視線を振っていた。しかし結局意味がないと感じたのだろう、特に拾わずに無重力を漂って出口に近づいていく。

　怖い。

　怖いに決まっているけど、心が麻ま痺ひしたまま進みたい。

　そうしないと死ぬ前に壊れる。

　だってこれは。

　間違ってはいない事なんだから。

　扉の外側、左右に二つある大きなレバーを下ろして開放する。

　二重扉の先には駅のコンコースよりも広大な空間が待っていた。無重力でなければ、ここが宇宙である事を忘れてしまいそうなビジュアルだ。

　そして、何かがいた。

　いきなりだった。




「お待ちしておりました。地球出身の最優良炭素構造体、すなわち世界最強の人間達よ」




「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　歌うた貝がいカルタは凍りついていた。

　知らない。

　何な故ぜ、いきなり人の声が聞こえてくる？

　無人のはずの宇宙ステーションで誰かが待っている？

　こんな話は『人間達の黒幕』にも聞いていない。クリスバート＝フィレンツェの話では軌道エレベーターの管理は全部地上側でやっていて、ステーション側には誰もいないのではなかったのか!?　じゃああれだけ全能ぶりを発揮していた『人間達の黒幕』の思惑や計画さえ現実にあっさり引き千切ったこいつは一体どこの誰なんだ!!!???

「……うそ、だろ……？」

　いいや。

　無人という定義それ自体には、今も確かに当てはまっているのかもしれない。

　目の前のこいつが、そもそも人間でなければ。

　黒い外殻にぬめるような緑の光。それだけ見れば、確かにタカアシガニ型と変わらないかもしれないけれど。

　とはいえ、それはカルタ達がこれまで見てきたモノとは明らかに違う。オタマジャクシ型にライオン型、様々な形はあった。人間への憧れとそれを裏切られての憎しみを糧かてにして外見を変えた『鎧よろい武む者しや』なんていうのもいた。

　だけど、これは種類が違い過ぎる。

「にえさま」

　ヒュン、という人工の空気を切り裂く音があった。

　無重力の空間に漂いながらも水晶少女アイネはカルタを庇かばい、透き通るような日本刀を虚こ空くうから取り出していた。

「アレは人間と定義できません。故に、『人間達の黒幕』の管理の外にある存在と推測できます。これだけで、状況はすでに大きく脱線しております」

「……、」

　アイネの目から見ても『そう』なのか。

　やっぱりあれは人間以外の何かなのか。

　もしもあんなモノを外から人の手でコントロールできたら、きっと、そもそも『人間達の黒幕』だってその手を汚す必要はなかったはずだ。

　カルタの体は完全に硬直していた。腰の横から改造軍用懐中電灯を抜く事もできない。




　それほどまでの怪物。

　別次元の何か。




　具体的には、透き通るような白い肌、輝く瞳、黒く艶やかな髪。ぬめるような緑の光は身みに纏まとう鎧よろいにもドレスにも見える漆黒の金属的な装甲の表面で蠢うごめいていた。黒い『装甲』が光ひかりを弾はじく柔肌と地続きで一体化していなければ、そういう連想すら繫つなげられなかっただろう。普通に制服を着てセカンドグリモノア内を歩いていたら、そういう生徒なのかと流してしまう。そこまで『それ』は人間臭い。

　見た目の歳としは、二〇歳かもっと上か。

　妖よう艶えんさだけなら三年生レギユレーシヨン３のキョウカよりも強く濃い。

　ただしこれも、あくまでも人間側から見た外観の話でしかない。

　これの実年齢がいくつかは誰にも言えない。というか、星の自転や公転とリンクした生物的な年齢なんて考え方が存在するかどうかも未知数。下手したら、年数よりも走行距離やアクセス回数なんかで耐用期間を測っている可能性すらある。そこまで人間……というより、生物そのものからかけ離れた存在。

「カルタ君……」

　表おもて参さん道どうキョウカが警戒を促していた。

　彼女が見ているのは壁。

　いいや違う、本来なら窓であるべきだった場所だ。空港のように、一面が透明なウィンドウであるべきだったのだ。ただし、外から何かが埋め尽くしていた。びっしりと、隙間なく、黒光りする何かが。

　言うまでもない。

　タカアシガニ型、クマムシ型、ヒョウモンダコ型……。

　つまり『脅威』。

　ヤツらはすでに、イカれているとは言っても確かにこれまで人類五五億人を守る本当に最後の切り札として機能してきた宇宙ステーション全体を軽々と制圧している!?　なんていう間抜けな話だろう。カルタ達は五五億人を助けるために自分の命を犠牲にしてでも『脅威』の目を逸そらすつもりで、しかし実際には『脅威』が何千でも何万でも集まってお団子みたいにまとまった巨大で不気味な繭の中に頭から突っ込んでしまったのだ!!

　これでは囮おとりも矛ほこ先さき逸そらしもない。

　状況は明らかに『人間達の黒幕』でも管理しきれないほど脱線している。地球から三億もの『脅威』を引き離す前に捕まってしまえば元も子もない!?　正真正銘の、ただの無駄死にではないか!!!!!!




「おめでとうございます」




　そして。

　あまりにも場違いな言葉が出てきた。

　単に言葉が通じないのではない。もっと根底にある意思とか想おもいみたいなものがそこまでねじれているのか。

　ぎちぎちと軋きしんだ音を立てる無数の『脅威』達に宇宙ステーションごと囲まれながら、漆黒の光沢で彩いろどられた美女は確かにこう告げたのだ。

　にっこりと。

　聖母のように優しい笑みを浮かべ、両腕を目一杯広げて。




「おめでとうございます、世界最強達！　もう大丈夫ですよ、死の恐怖はありません。このトランスラインの手によって、あなた達は無事に拾われました!!」
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第三章
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　意味が。

　こいつ、今なんて言った？

　歌うた貝がいカルタはしばし口をぱくぱくさせたが、まともな言葉が出てこない。ちっぽけな武器、改造軍用懐中電灯を腰の横から抜くタイミングを見失っていた。

　それはマリカやキョウカも同じらしい。

　そして誰も口を挟まなければ、向こうのターンがいつまでも続いてしまう。

　トランスライン。

　自分からそう名乗った、黒の女性はにっこり笑ってこう続けた。

「わたくしはトランスライン。あなた方が『脅威』と仮に呼称する存在の中枢を為なす者です」

「あなた方が……？」

　まあ、確かに地球の人間が勝手に使っている呼び方だが。

　それなら何か正式名称が別にあるのだろうか。

「自分で自分を『脅威』と呼ぶ理由は？　人間の言葉で称するならば、そうですね、『金属基礎成分型自然発生式生命体』というのが一番近いでしょうか」

　金属。

　人とは明らかに違うが、人間の体を作る上でも必須となる命の成分ではあるけれど。

「我々からすれば、あなた達は『炭素基礎成分型自然発生式生命体』といったところです。ああ、中でも世界最強ですから頭に『最優良』という冠もつきますね」

　表おもて参さん道どうキョウカは自分の胸に手を当て、ゆっくりと深呼吸していた。

　何かを切り替え、それから、慎重な口ぶりでコンタクトを始める。

「自然発生、とわざわざつけているのは？　そうじゃない方式もあるって事かしら」

「ええ、まあ。あなた方が今まで『脅威』と呼んできたモノは大抵そっちですね。もはや天然だろうが量産だろうが、我々にとっては大きな意味はないのですが」

　むしろ不思議そうに首くびを傾かしげて黒の美女は答えた。

　何でそんな所を気にするんだろう、と顔に書いてあった。釣り糸なんてむしろ化学繊維ばっかりでイマドキ本当に天然のテグスなんて見かけます？　といった。

「我々の場合は『工場』で計画的に組み立てておりますが、ほら、地球側でも未熟ながらあるでしょう。クローンとか万能細胞とか色々。あれは単純に技術が足りないのか、禁忌と感じて研究を止めているのかは不明ですが」

　彼らはどういう進化を続けてきたのだろう。

　そもそも人間と同じような生殖活動で多様性を獲得しているかも怪しい。

『脅威』は人間や地球の物質は蒐しゆう集しゆうしないが、一方で、共食いによって仲間からパーツを奪って自らの力を補強する。これは、デコイの時も本物の時も見てきた光景だ。ダーウィンの進化論の代わりに、彼らは適宜パーツを毟むしって外付けのカスタムを繰り返す事で、環境の変化へ流動的に対応する癖でもついているのかもしれない。

「トランスラインっていうのは？　こっちの言葉だと送電とか線って意味になりそうだけど」

「それで間違ってはおりませんよ。トランスミッションとパイプライン、それがわたくしの役目ですのであなた達の言葉で合わせてみました」

　特に隠すでもなく、黒の美女はそう答えて微ほほ笑えんだ。

　……神こう戸べ港こう近きん海かいでの戦いでは、洋上で活動する『脅威』達が定期的に補給を受けていたという報告をマリカから受けている。さらに言えば、『人間達の黒幕』側の人間であるレトネーエからキョウカが引き出した話だと、イソギンチャク型は宇宙から降り注いで海に溶けるエネルギーを拾い集めて凝縮する事で、燃料を作っていたとも。

　つまり。

「……都合三億もの『脅威』達を活動させ続ける動力を、全部アンタ一人で？」

「ふふっ!!」

　ばぢん!!　という身がすくむような異音があった。

　宇宙ステーションの壁。

　それが内側から弾はじけ飛とび、太いケーブルの残骸らしきものが飛び出した。

　もちろん黒の美人に攻撃の意思はないのだろう。彼女はお上品に口元へ手を当てながら、

「あらあらすみません、ちょっと昂たかぶってしまいました。ふふっ、くすくす。ふうっ、これでもきちんと『抑えて』はいるつもりなのですが。うふふっ」

「……、」

　ぴりぴりと肌を刺すような刺激は、今もあった。

　目には見えない。だけどこいつの中には、どれほどの『力』が渦巻いているのだ。抑えてこうだとトランスラインは明言している。これをまともに放射されたら、それだけでカルタ達の細胞にある二に重じゆう螺ら旋せんなんて残らず焼き切られてしまうのでは……？

「すうー、はあっ。大丈夫、安定しましたっ☆」

　トランスラインは豊かな胸の真ん中に手を当てると、そのままゆっくりと深呼吸している。呼吸。本当に生きるために必要があるアクションなのかは不明だが、どうやら気き分ぶんを鎮しずめようとしているらしい。

　そういう配慮。

　戦闘、なんて言葉すらトランスラインは頭に浮かべていないのだろう。

　あくまでも、『ついうっかり』でカルタ達四人を殺してしまわないように、だ。

「わたくしはあくまでもしがない送電係、自身で何かを生産している訳ではありません」

　……そもそも水晶魔法自体が、『宇宙から降り注ぐ力と地球中心核にある「原げん初しよの水すい晶しよう胚はい」の力のせめぎ合いが生み出す、高気圧や低気圧のような波を読み取って扱う技術』という定義だったはずだ。

　だとすると、

「俺達は……お前の力を借りて魔法を使って、いた……？」

「自覚が及んでいないのも、無理からぬ話です。我々はあなた達の銀河とは異なった『環わ』をゆっくり大きく回っているため直接の接触をする機会は本当に少ないのですが、せっかくですもの。鉢合わせした時には拾ってあげても良いとは思いませんか？」

　まるで、自由で快適な大海原から磯いその岩場に残った小さな水たまりで必死に生きる小魚を見る瞳だった。実際に、黒い美女からすればその通りなのだろう。

　本気で労いたわってくれるからこそ余計におぞましい。

　そこまで考えて、カルタは重大な事実に気づき始めていた。おぞましい？　頭の後ろにざらつきを感じる。目の前の誰かに確認を取る事すら躊躇ためらわれる疑問が浮かんできてしまう。

　マリカがまた別の質問をする。

　こいつらしく、カルタが思わず踏ふみ止とどまるような、より危険で核心に近いものを。

「……さっきから言っている、我々、ってのは？」

「工場で生産すればいくらでも。あまり多くても世話が大変なので、ひとまずカーゴ３くらいに収めておりますが」

　それだけでカルタはもう眩暈めまいがしそうだった。

　人間と『脅威』の間で、あまりにも格差がありすぎる。というか数に上限はなく、ここまでの戦いは『脅威』側からすれば節約して切り詰めている程度のものでしかないらしい。

　カーゴという単位でおそらく『脅威』が一億。しかも三個単位くらいではまだまだと言っているのだ、こいつは。

　勝てる訳がないじゃないか、最初の最初から。

　一方のトランスライン側は、勝ち負けなんてそんな可能性を考えていないらしい。地球全人口を五五億人まで減らした今までのアレを、そもそも戦闘行為として認識していないのだ。

　つまり、

「我々は、あなた達を拾いに来ました。守るために」

　出た。

　一番の意味不明は、単なる聞き間違いではないようだった。

「個体の数を工場で随時調整し、同じ『金属』の中だけで繁栄を謳おう歌かすれば構わないという考えもありますが、わたくしはそうは思いません。それは安定をもたらしても進化に結びつかない。どれだけ今は発展していても、決まった刺激の繰り返しの中ではやがてゆっくりと衰退していくだけです。生物的にも文化的にもね。故に、わたくしは常に求めています。同種の由来でなければ何でも良いい。窒素でも、珪けい素そでも、炭素でも、わたくし達とは異なる由来を持った生命体を。中でも最も優れた力を持つ個体を、できる限り手広く」

　炭素。

　歌うた貝がいカルタは油断なくトランスラインを睨にらみつけながら、しかし同じ視界に別のものを捉えていた。つまりはカルタを庇かばうために無重力の中を前へ一歩出た水晶少女の後頭部を。

　水晶少女アイネ。

　となると彼女は珪けい素そ側がわに属する、という事になるのか？

「……なら、俺達が戦う理由はないんだな？」

「はい」

「もう命の心配はないんだよな？」

「はい、はい！　うふふ、もちろんです!!　刀を持った異物もセットで構いません」

　にっこりと笑ってトランスラインは約束してくれた。ばぢんっばちばち!!　と周囲の人工的な照明をいくつも内側から弾はじき飛とばしながら。

　そのままの笑顔で、




「ですからもう、残りはいりませんよね？」




　穏やかな顔で、ブレた。

　いいや根本的な何かが認識を共有できていなかった。

　そうなのだ。

　全体を指揮するトランスライン側に最初から戦うつもりがなかったとしたら、これまでの『脅威』は一体何だったのだ？　という疑問が残る。現場で勝手に暴走していた？　まさか。『脅威』は『脅威』で何か目的があって集団で行動していたのは明らかだ。

「大変でした、これだけ多くの中から最強たる生命を探り当てなくてはなりませんからね。あれこれ伏せたカードをめくっていく内に、八〇億に届こうとする人口は五五億まで減ってしまいましたし」

「……ふるいにかけていたっていう訳？　これまでの戦いは全部!?」

　マリカが思わずといった感じで叫ぶが、トランスラインの調子は変わらない。

　にこにこしたままだ。

「そうしてせっかく厳選した世界最強とやらも、このタイミングになるとこちらの提案を拒むばかりで……。無意味な戦いを挑む者、この場で何な故ぜか自殺する者、取り乱して考えなしに真空の宇宙へ逃げ出す者。まあ色々いましたが今までは間違ったんです。半数をめくる前の前半戦できちんと見つけ出したんですからまだまだ上出来、わたくし冴さえてるっ☆　今度こそ、あなた達は、このわたくしが拾います。大丈夫。本当の本当に、何も心配いりませんからね？」

　地上にいる『人間達の黒幕』がチェックしているのは、あくまでもシャトルの発射状況と『脅威』の侵攻スピードだけだ。

　例えば誰かが怪け訝げんに思って宇宙ステーション側までやってこないよう、かつての最強達は空っぽのままシャトルを遠い宇宙へ発射してからトランスラインと自滅的な戦いを繰り広げていたら？　多少怪しくても、実際に『脅威』全体の動きが止まっている以上は『人間達の黒幕』も順調に進んでいると信じるしかなくなるだろう。

　カルタの喉が震えた。

　声を出そうとして、何度か歪ゆがむ。ようやっと言葉を吐き出す。

「確認、するけど。俺達は拾われた。つまり助けてもらったんだよな？」

「はい」

「お前達は人間に興味があって、できれば俺達四人を手に入れたい」

「はい！　ええ、はい!!」

　満面の笑みがあった。放っておくと思わずといった調子でカルタくらいぎゅっと胸元で抱き締めてきそうな、慈愛に満ちた表情。内包しているエネルギーを考えると、それだけでカルタくらい丸ごと蒸発してしまいそうだが。

　その上で、

「なのに何で地球を狙う？　俺達はもうここにいるんだ、地上を襲う意味がないだろ!!」

「ええ。ですから、必要ありませんもの」

　トランスラインは首くびを傾かしげる事すらしなかった。

　周囲のばちばちが収まる。むしろ、彼女的にはそっちの方が『冷めて』しまう話らしい。

　こいつは地球の支配とか人類の滅亡とか、そんな事は考えていない。それよりカルタ達四人を確保する方が本気で重要だと思っているのだ。

　その上で、

「意味があるから襲うのではありません、これはあなた達に心残りがないよう配慮するだけ。我々としては最強枠を調達できれば問題ない、まあ雌雄が分かれている場合はペアを作りたいところではありますけど。だから逆に言えば、てっぺんさえ手に入れば残り大勢は必要ないんです」

　嫌悪や憎しみがあるから滅ぼすのではない。

　それでもやれる。

　違う。『脅威』、金属由来の生命体を統率する存在は、言葉それ自体は通じる。だけど思考の根本からしてカルタ達人間とはあまりにも違い過ぎる。

　これまでの世界最強達は、トランスラインを前にして真実を聞かされると自殺的な行動ばかり取ってきたという。だから彼女はまだ『世界最強の人間』を確保できていない、と。

　何な故ぜそうしたのだろう。

　理由なんてなくて、真実に耐えられず錯乱しただけかもしれないけど。

　でも何となく、カルタは思い知る。

　トランスライン。こいつが誰かを拾ってそこで満足してしまったら、残る人類なんかあっさり虐殺されてしまう。逆に言えば、それが終わるまでは継続される。だから、今この瞬間に起きる破滅を回避するため押し潰されながら自ら死を選んできたのではないか？

　地上から弾はじかれて宇宙に捨てられて、さらにはその先でまで定められたサイクルから脱線して自ら死を選ぶしかなくなった。それでも強い人間でありたいと願うあまり。

　カルタは、もう、眩暈めまいが止まらない。

　一体何重の地獄が敷かれているのだ。この世界は？

「……カルタ君」

　宙を漂う表おもて参さん道どうキョウカが注意を促してきた。

　生徒会長が眺めているのは、分厚い二重窓だ。

　ざわり、と何かが蠢うごめいた。タカアシガニ型、クマムシ型、ヒョウモンダコ型……。大量に張りついていた『脅威』の連中が窓から遠ざかっていくのだ。景色が開ける。青い天井に見えるのは、実際にはカルタ達が生まれた地球だろう。

　そこに、赤い火の玉が流れていく。

　一個ではない。

　多い。しかもあの一つ一つが、おそらく数千から数万もの『脅威』が固まった球体なのだ。

「待て、ちょっと待ってくれ!!」

「はあ」

「だったら別にやらなくても良いいだろう!?　俺達の話なんかどうでも良いい、アンタはすでに自分の目的を果たしているはずだ!!」

「うふふ、そういう所も最強らしい。今まで散々な目に遭ってきながらも、それでもそんな地獄を作ってきた同胞を守りたいというのですね？　ああ、素晴らしい！」

　ばぢんっ!!　とどこかでまた何かが弾はじけた。

『あの』好戦的なマリカさえ、全身の肌を刺すピリピリに思わず後ろへ下がる。彼女の頰にわずかな半透明の水晶がついていた。水晶魔法の『プリセット』の一つ『修復』。重度の日焼けみたいな状態が傷と認識されたのだ。おそらくカルタ自身も鏡を見ればそうなっているだろう。

　この巨大な宇宙ステーションすら、果たしていつまで保もつ事やら。

　トランスラインは目一杯の笑顔でこう言い放ったのだ。

「あはは！　すごい、すごい、やはりわたくしの目は正しかった。うふふ。ただの暴力ではない、その博愛があってこそわたくしの見込んだ世界最強というものです!!!!!!」
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　インド内陸部、寂れた街に偽装して衛星画像からでも判別できない形で設営された兵器工場に、それは落ちた。

　野球の変化球のように高速で回転する火の球の塊が、さらに光る。

　プラネタリウムの映像機材にも似て、無数のレーザービームを全方位へ発射しながら。

　乱舞するのは直線的な緑の光。

　それが、ぐるりと回る。

　全てを耕す死の嵐が映画の撮影村のようだった景色をまとめて切断していく。全面戦争の勃発による弾道ミサイルを使った殴り合いまで想定した地下生産区画も、もっと深い幹部向けの核シェルターも意味はない。それは地盤すらも輪切りにした。何しろ、破壊と同時に地球そのものが激しく出血したようにオレンジ色の溶岩が噴き出したのだから。

　無慈悲だった。

　塊が地面に衝突するよりもかなり早く、兵器生産拠点が丸ごと消えた。







　日本の愛知、中部総合港から五〇キロ先の洋上にある巨大な人工フロート工場にも、躊ちゆう躇ちよなく落ちた。『軍事』という言葉が使えず防衛兵器製造所という名目になっていたのだが、『脅威』側にとっては関係なかったらしい。

　全てをレーザービームの雨が切り裂いて、巨大な黒い塊が中心に落ちる。

　フロート全体が沈んでいくため半ば自らも水没しながら、しかし塊は予定通りに形を崩して次の動きを展開させていく。蠢うごめく影は外周の仲間達が熱や衝撃でひしゃげようが、ただただパーツを毟むしって己に組み込んでいくだけだ。最初から安全に降りる事など考えない、味方の残骸の山すら織り込み済みである。

　そう。

　そもそもこの塊は、それ自体が数千から数万に及ぶ『脅威』でできている。







　北米シリコンバレーにある巨大軍需企業スマートアームズ社の兵器製造工場も例外には入らなかった。

　かつて『難なん問もん排はい除じよ』のスザニア＝エヴァンスがサイボーグの肉体を整備するため特権的に使用し、アナスタシア＝ブラストが最後に頼った秘密基地。

　だけど滅ぶのは一瞬だった。







「……、」

　数々の報告を受けて、クリスバート＝フィレンツェはそっと息を吐いた。

『脅威』側が動き出した。

　一見すれば世界各地が無差別に攻撃されているように思えるだろうが、特殊な情報を握っている人間だけが分かる。狙いは正確で、これまであらゆる目を欺いてきた『人間達の黒幕』の隠れ家だけがピンポイントで空爆されている状況だ。

　いいや、人間側がそう思い込んでいただけか。こうして結果が出ている以上、実際には何も騙だませてはいなかった。

　そうなると、だ。

（……ここも、か）

　オペレーター達は悲鳴のような報告を続けていた。指示を無視して逃げ出そうとする者もいるようだが、そちらについては制止命令に従わなければ警備担当から射殺されるだろう。あるいは同じ人間の手で殺してもらう事でも願っているのかもしれないが。

　白衣の老人は頭上をそっと見上げた。

　そこはあくまでも等間隔で人工の照明が並べられているだけの、清潔な天井だ。

　だけど何かを透視でもするように、クリスバートは達観した目で呟つぶやいていた。

「天罰かもな」




　直後だった。

　軌道エレベーターの基部が消滅し、バイオリンのように並ぶカーボンナノチューブ製のワイヤーもまとめて破断された。
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　ずずんっ……!!!!!!　という震動が宇宙ステーション全体を低く揺さぶってきた。

　地上までは三万六〇〇〇キロ。それでもお構いなし。振動がワイヤーを伝う速度はどれほどに達していたのだろう？

　始まってしまった。

　言うのは簡単だが、一体今、具体的に地球では何が起きているのだ……？

「些さ事じはわたくしに任せて。さあ、仰おつしやってください。次はどんな暮らしをお望みですか？」

　トランスラインはにこにこしていた。

　悪意があるようには見えない。むしろ、今までカルタ達四人を苛いじめ続つづけてきた人類全体への仕返しを肩代わりしてやっているといった顔だ。

　誰が望んだそんな事。

「くそっ……!!　アイネ!!」

「いかがいたしましょう」

　思わず反射で呼びかけてから、カルタの動きが止まった。

　そう。

　五五億人の殺さつ戮りく、しかも特に理由なし。目の前で極大の理不尽が展開されているとして、では具体的に『どう』するのだ？　カルタ達『天てん外がい四し神じん』では三億もの『脅威』には勝てない事はすでに分かっている。今から地上に降りても待っているのは制御不能の地獄だけだ。カルタ達が決死の覚悟を決めて地球に戻ったところで、誰も守れない。

　アイネは命令待機状態のまま、そっと首くびを傾かしげていた。

　地球に残っても、宇宙に追放されてもカルタ達四人は生き残れない。

　今は最悪も最悪だけど、その二択が崩れている。まるでリボンで飾られたプレゼントの箱を前にしたような顔のトランスライン。確かに裏表なく喜んでいるけど、これは絶対に同じ人格を認めた存在へ向ける視線ではない。正直ついていくのは怖い。でも、ひとまず従っていればカルタ達は助かる。そんなありえない隙間のイレギュラーも、選ばれた四人の方が手を振り払って拒絶してしまえばそれまでだ。

　おそらくトランスラインはやる。

　これは対等な取引ではなく、『脅威』側から一方的に与えてやっている恩恵に過ぎない。だから望んだ通りに手に入らないと分かれば興きようが醒さめた顔をして躊ちゆう躇ちよなく『天てん外がい四し神じん』を殺す。そしてまた人間社会に手を突っ込んでかき回し、ひたすらお気に入りの最強を捜す。またはどこかのタイミングで飽きたら人間を皆殺しにして大きな環わに乗ってゆったりと別の星に向かう。

「カルタ」

　気がつけば、マリカの夏服に別の色彩がちりばめられていた。彼女はすでに水晶装甲を展開し、レイピア状デバイスも虚こ空くうから取り出している。

「……アンタに任せる。これからどうする？　さっきから意味不明な流れだけど、それでもコアに近いトランスラインがこんな近くにいる状況自体が激レアだと思う。握手するにしても全力で一発お見舞いするにしても、多分ここが私達にとっての最後のチャンスだわ」

「正面からコンタクトを取ってきた以上、奇襲を想定しないとは流石さすがに思えないけれどね」

　肩にかかる長い黒髪を片手で払いながら言ったのは表おもて参さん道どうキョウカだ。

「……『脅威』の中でも特別な個体、トランスライン。情報は何もない。わたし達は、旧最強の『難なん問もん排はい除じよ』の頃から散々叩たたき込こまれてきたはずよ。相手の実力は全くの未知数、事前の準備もない。こんな状況でぶっつけ本番の正面衝突をしたところで、勝算って正直どれくらいあるものかしら」

　刀を手にしたアイネは、しかし首くびを傾かしげたままだった。

　いちいち確認するまでもなく、彼女は常にカルタの選択を支持してくれる。

　少年は腰の横にある改造軍用懐中電灯を強く意識する。抜いて構えるのか、無重力空間に放り捨てるのか。それで明確に、誰の目にも見える形で選択が実行される。

　どうする？

　ここに留まればギリギリで助かる見込みはある。だけど考えなしにトランスラインの手を振り払えば、そのわずかな可能性も途切れる。

　歌うた貝がいカルタは自問自答する。

　ここからどう動く!?
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　思えば、一番初めの『難なん問もん排はい除じよ』からして最悪だった。




　たった五人の旧最強、『仰ぎよう神しん魔ま法ほう』を扱うアナスタシア＝ブラスト達の力は圧倒的で、カルタ達は為なす術すべもなく海うみの藻も屑くずにされた。その体験が全ての始まりだったのだろう。わずかに残った少年達は、最初から正々堂々と戦うという発想すら思いつかなかった。潜んで騙だまして卑ひ怯きように殺す。そんな事をやって頂点に立ってしまったから、その後の世界だってここまで悲惨な形になってしまったのかもしれない。

　最初から世界は最悪だったけど。

　でも、そこにどう抗あらがうかの部分で、カルタ達は明らかに間違えていた。







　二隻目、セカンドグリモノアになっても人間の醜さからは逃げられなかった。




　北欧、アイスランドのクリスタルビーチで行われた林間学校は地獄と化した。外から救援を求める事もできない極寒のリゾートは『脅威』らしき影に取り囲まれ、一般の観光客と生存環境を巡っていがみ合う始末。挙げ句、『脅威』は人間の手で作られた軍事目的のデコイで、しかもセカンドグリモノア勢の中にそれらを操る復ふく讐しゆう者しやが混じっている事まで判明した。







　神こう戸べ港こう近きん海かいでは『本物の脅威』の純粋さに打ちのめされる事になった。




　数万もの『脅威』達は、前と違って正真正銘の本物だった。彼らに占拠されたセカンドグリモノアを奪回するために行動するカルタ達だったが、実際には『鎧よろい武む者しや』を始めとする『脅威』達は人間達が通う学校に興味を持っていただけで、戦闘の意思などなかった。それを勝手な勘違いから虐殺してしまったのはカルタ達の方だ。







　散り散りになる人類を繫つなぎ止とめるため『全学大会カタストロフ』を使って必死に努力するカルタ達を嘲あざ笑わらうように、『人間達の黒幕』は全てを奪っていった。




　格闘トーナメントの裏で暗躍していたのは、カルタ達の両親や兄弟達だった。もちろん彼らは専門の訓練を受けたプロではない。『人間達の黒幕』とは、五五億人の一般人の裏に潜んで情報を操作し、自覚もなく悪事を働かせる存在だったのだ。その精度は、それこそ血を分けた家族を笑顔で裏切っておきながら『だって偉い人やみんなが言っているし、カルタ達のためになるから』と心底信じ込ませてしまうほどだった。







　改めて、少年は自分の胸に聞く。

　言うまでもなく、今ある地球に救いなんかない。

　こんな世界は、そこに住む人々は、本当に守るだけの価値があるのか。今ある状況は明らかにおかしい。だけど黙っているだけでひとまず命だけは助かる状況を自分から放棄してまで、地獄と化しているであろう地球までもう一回舞い戻るほどの理由を見つけられるか？

　宝くじで、億万長者になれる番号を引き当てたとする。

　実は印刷ミスで同じ番号の宝くじが複数あって『運試し』としては誤りだった。それが分かったとして、さてじゃあ公平にやり直しを求めるか？　こちらは何かする必要はない。汚くても、醜くても、ただ黙っているだけで人生の勝者になれるというのに。

　思い。

　考えて。

　懊おう悩のうして。
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　そして、歌うた貝がいカルタは『選択』した。
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　歌うた貝がいカルタはそっと目を覚ました。




　一瞬、当たり前の重力を見失っていたのは単純に寝起きで頭が回っていない、というだけではないだろう。そもそもベッドが豪華過ぎて肌に合わない。

　傍かたわらには、柔らかい感触があった。

　生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカが同じ絹のベッドシーツにくるまっていた。頭を横にしたまま、彼女はくすくすと笑っている。

「おはよう、カルタ君」

「……まさかずっと人の寝顔でも見ていたんですか、暇人」

「ふふ。最初からそういうつもりじゃなかったんだけど、何だか楽しくなっちゃって」

　何しているんだろうこの人は。

　どうせ毎日毎日同じものを見ているだろうに。

「ううー」

　ベッドの反対側でもそもそと別の動きがあった。おそらく幼おさな馴な染じみのマリカだろう。こいつについてはきちんと目を覚ましたというよりも覚醒前と二度寝の誘惑の間を行ったり来たりしているようで、いきなり後ろからぎゅっと抱き着かれる。すべすべした柔らかいぬくもり。小さな子供がデカいぬいぐるみでも抱え込むような仕草だが、多分本人的には無意識でやっていると思う。そのまますうすうという寝息が再び聞こえてきた。

　そして真上から水晶少女のアイネがじっとこちらを覗のぞき込こんでいる。

　カルタは膝枕してもらっていた。

「にえさま。起床時間となりました」

「あふぁあ……。アイネちゃん、もうそういうのいらなくないかしら？」

「しかし、何でもできるからこそ一定のサイクルを保った一日単位のスケジュールを守らないとむしろ自堕落になっていくと指示されたのはにえさまです」

　まあそれはその通りだ。

　むずかるようになおも抱き着いてくるマリカを引き剝がしつつ、カルタは眠い目を擦ってゆっくりと起き上がる。

　湿度の低い、からっとしたそよ風があった。

　鼻先にわずかな塩分を感じる海の風だ。

「ふうっ」

　床に足をつける。

　カルタが風に誘われてベッドを降りてバルコニーへ向かうと、水晶少女のアイネが何も言わずについてきた。こいつもこいつで構って欲しいのかもしれない。

　南国のリゾートなどが良く似合う、海辺のコテージだった。四方に壁はなく、そのまま海が筒抜けになっている。この建物自体、砂浜より先の海の上に直接建てられていたはずだ。木製の狭い橋によって陸までの道が繫つながっている。

　そして海の色は黒かった。

　より正確には、強化ガラスの透明なドームの向こうに広がる星空の色をそのまま吸い込んでいる。だから朝あさ陽ひの眩まぶしさの中に宇宙の色が混在していた。

　青い星はどこにもない。

　カルタ達がいるのは別の惑星系にある完全人工惑星だった。全長五〇キロほどの密閉空間が彼らに与えられた一つの世界となる。外観はでっかいブドウの房みたいなイメージが近いかもしれない。透明なドーム一個一個が数キロ程度のサイズで、雪山とかジャングルとか異なる環境に整えてあって、カルタ達は様々なリゾートを気軽に選んで楽しめる。上下があり、海の水が虚こ空くうに浮かび上がらないのは完全人工惑星を捉えて一定の軌道に乗せている巨大な恒星の重力を計画的に増幅しているから、らしい。重じゆう力りよくを司つかさどるグラビトン自体はまだ機械的に生産できないが、今ある自然の粒子を活発に運動させる事によって見かけの値に変化をもたらしている、だとか。電子レンジを使って料理の中にある水分を高速で揺さぶるようなものだろうか？　とカルタは勝手に想像していた。らしい、だとか、が連続するのはそもそも『脅威』側の意味不明な技術だからだ。

　とはいえ、宇宙船という無機質なイメージはない。白い砂浜には椰や子しの木きやハイビスカスが人工のそよ風に揺れ、そこには色とりどりの蝶ちようや甲虫が息づいていて、彼らを食べる魚や鳥にも事欠かない。

　絹のベッドシーツ、とさっき言った。

　つまりそれを作る蚕かいこも込みで、必要な生き物が全部揃そろっている訳だ。サイクルであれ、ピラミッドであれ。

　トランスラインから与えられたのは宇宙船でも人工衛星でもない。機械的に作られたとはいえ、きちんとした一個の『世界』である。

　カルタ達人間が生活するのに必要な生態系が全部この密閉空間で完結している。

　ゴオッ、とドームの外を別の塊が流れていった。

　もちろんそれぞれの軌道は独立しているはずだが、それでもここ最近は完全人工惑星も過密気味だ。トランスラインがそれだけあちこちから生き物を拾って連れてきているのだろう。輝く星の周囲ではこういった清潔な養殖場がたくさん配置され、人工支点恒星を中心にして常に大きくぐるぐると回っている。炭素、硫黄、酸素、金属、植物、動物、様々な種類に分けて一つずつ。

　今はまだ彼らとの交流はない。だけどこの完全人工惑星の外縁部には、草花の群れに紛れてひっそりとドッキングに使うエアロックが隠してある事もカルタ達は見つけている。

　ここは不自然な養殖場かもしれないけれど。

　だけど確かに、何の争いの心配もない完璧な世界が完成していた。

　この密閉空間では人間同士の醜い争いはない。当然ながら『脅威』の手による無慈悲な殺さつ戮りくもない。誰かに騙だまされたり、こちらから噓うそをついたり、顔も知らない人間から使い捨てにされたり、カルタ側が何かを諦めたりする心配もいらない。

　もう『天てん外がい四し神じん』である必要すらない。

　彼らは肩肘張って無理矢理に世界最強を続けなくても構わない。

　ここまでされて、カルタ達はようやくただの人間に戻れたのかもしれない。

「カルタ君」

　後ろから声が聞こえた。

　振り返れば、自分の体へ適当にベッドシーツを豊かな胸元へかき寄せた表おもて参さん道どうキョウカが、普通に二本の脚で歩いてこちらに近づいてきた。……しかしまあ、あれを奪われてしまった二度寝マリカは今頃どんな格好でベッドに取り残されているのやら。言うまでもないか。幼おさな馴な染じみは元々眠気に襲われると素すっ裸ぱだかになって寝転がる悪癖があったはずだし。

　わずかに機械の作動音が聞こえる。

　年上の少女の両足を外側から支えているのは、黒い金属。カルタ達がこれまで『脅威』と呼んでいた存在だった。

　キョウカは地球にいた頃もパワードスーツで歩行機能を代用しようとして失敗していたはずだが、彼らの協力があれば話は変わってくる。

　元々持っていたお上品な挙措すらも、『脅威』は正確に再現していた。

「カルタ君。起きちゃったのは良いいけれど、朝ご飯はどうする？」

「誰かに作ってもらえば……」

「ああもう。こういう時はお姉さんに手料理くらいおねだりしなさいよ、張り合いのない」

「アンタが作る料理は激甘ばっかりだからいきなり朝から食べるには勇気が必要なんですよ」

　壁にある内線から電話一本入れれば、どんな料理でも海の上のコテージまで運んでもらえるはずだ。当然ながら、黒い金属の塊の手で。それだけではない。このコテージが清潔に保たれているのだって、リュックより大きな『脅威』達が絶えず掃除をしてくれるからだ。

　そもそも、彼らを『脅威』と呼ぶのはもう時代遅れなのかもしれない。

　少なくともカルタ達四人は拾われ、丁寧に養われている側なのだから。





２






　そういう未来も選べたはずだ。

　カルタ達が安寧を提案するトランスラインの前で首を縦に振れば。

　それだけで何不自由ない幸せな生活が待っていたはずだ。

　ただし。




　そもそも、そういう無責任な選択ができないから。

　歌うた貝がいカルタ達は友の仇あだ討うちを果たして『天てん外がい四し神じん』などと呼ばれるようになったのだ。




　ぱんっ!!　とカルタは差し伸べられた手を払いのける。

　黒の美女トランスラインはそのまま固まり、むしろ、きょとんとした顔をしていた。

　彼女が何か思う前に、カルタは全力で叫んだ。

　少年はそちらを選択した。

　腰の横から改造軍用懐中電灯を抜き、強く握って、改めて構える。

「戦闘続行だ。アイネぇッッッ!!!!!!」

「イエス、にえさま」

　ギャリン!!　という甲高い音が響き、水晶少女が改めて刀を構える。

　またそれで多くの人を巻き込むかもしれないけど。

　不ふ甲が斐いない世界最強なんてみんなに恨まれるとは思うけど。

　それでも。

　五五億人を見殺しにして、あらゆる文句を封殺して、それで自分達『だけ』がしっかりと生き残る末路なんて絶対に嫌だ!!!!!!

　マリカとキョウカも小さく笑っていた。

　それ以外の道などありえないと言外に語っていた。

「あらあら」

　ややあって、だ。

　トランスラインが明らかにテンポの遅れた動作で言葉を放っていた。そこまで出遅れてしまっても人にん間げん如ごときには絶対負けない。そんな自信に満みち溢あふれた動き。

　跳はね除のけられて。

　しかし、黒の美女の顔に浮かんでいるのは不快でも怒りでもない。

　笑みだ。

「流石さすがは最優良枠、人間の中でも『天てん外がい四し神じん』と呼ばれる四人です。元気が有り余っているのかしら。それでこそ、と呼ぶべきですね。うふふ!!」




　ズバヂィッッッ!!!!!!　と。

　それだけで、歌うた貝がいカルタの全細胞を見えない何かが超光速で貫いた。




「がっ……？」

　呼吸が、止まる。

　歌うた貝がいカルタは無重力空間を漂いながら、己の胸に手を当てる事もできなかった。ただただ致命的な何かを浴びた、という認識だけが頭を埋める。しかし具体的に、あれをどう捕捉してどんな動きで回避すれば良いのか、喰くらった後さえイメージできなかった。

　ばぢっばぢん!!　という凶暴な響きと共に、一瞬遅れてカルタの背後で床や壁から壮絶な火花が散る。ただ放射しただけで人を害し、宇宙ステーションの精密機器を破壊していくような何か。太陽風や宇宙線対策で高度な放射線対策が施されたはずの大型圏外施設であってもお構いなし。

　本来なら、専用の宇宙服や防護服があってもダメなのだ。

（懐中電灯はっ……）

　息が詰まりながらも、カルタは親指でスイッチを短くオンオフする。

　まだ使えるのは奇跡的と言えた。

　トランスライン。

　対たい峙じしただけで生物も機械も平等に殺さつ戮りくしていく怪物は、自分の体を折って何かに耐えている。おそらくは戦闘行動とは真逆にある、快や喜びの衝動といった何かに。

　平たく言えば、見せびらかしたいという欲求。

　あるいはもっと単純に、憧れてほしいのかもしれない。

「ふふっ、うふふ。すみません、わたくしとした事がはしたない。ついついこぼれてしまいましたね、うふふっ。あらいけない。抑えが利かないっ。戦う？　このわたくしと？　わざわざ一体どうしてそんな自殺的な選択肢を？　ふう、ふうっ……。すう、はあっ、ああダメです。深呼吸しているのにこれはダメ!!　あまりにもおかしいものでして笑いが止まりません、ぷっ、うふふ、ふふふははぎゃはははははッッッ!!!!!!」

「カルタっ!!」

　雨あま脚あしマリカがとっさにレイピア状デバイスを振るった。

　狙いはトランスラインそのものではない。適当に近くの壁に刃を通して大きくめくり上げたのだ。それでもって、突出していたカルタやアイネ達を傘のように覆う。

　土砂降りより激しく無数の火花が炸さく裂れつした。

　十分に放射線対策が施された壁である程度は遮られているといっても、カルタの中で肌がピリピリする痛みが加速度的に膨らんでいく。長くは保もたない。

　そして傘の向こうからくすぐったそうな黒の美女の言葉が飛んできた。

「あらあら楽しい、ぷふふう！　失礼うふふ、わたくしも遊びに加えてくださいな☆」

　ジャコンジャコンジャココン!!　といくつもの金属音が連続した。

　嫌な予感がしてカルタが盾の縁からそっと覗のぞき込こんでみると、様子がおかしい。自分で自分を抱いて体をくの字に折り曲げているトランスラインのあちこちから、リレーのバトンよりも太い透明なガラスの筒が飛び出していた。おそらく何かしらの真空管だろうが、詳しい用途までは不明。今ではすっかり廃れたように思える真空管だが、確か電子レンジなどのマイクロ波関係ではまだ使われているはずだ。そうしたエネルギーを作る、送るための何かだろうか。ただ、明確にそれでモードが切り替わったというのは分かる。何かしら、常時表に出してはおけない理由があるから今まで体内に収まっていたのだろうし。

　やはり頭の上から透明な二本のツノを生やして、トランスラインが顔を上げる。

　金属質の生命体から、ガラスや水晶でできた何かが。

（水晶少女、アイネのツノの……『対』……？）

　答えを聞ける様子ではなかった。

　冷たい印象のあった美しい顔は、笑みでぐちゃぐちゃに崩れていた。

「ふふふあはっっっ!!　わたくしもそれやってみたい!!!!!!」

　多分だけど、本当に『それ』しかない。

　大仰な陰謀や壮絶な恨みなんていう動機が存在しない。

　ヒィウン!!　と人工の空気が切り裂かれる音があった。トランスラインのすらりとした腕から伸びているのは剣でも槍やりでもない。カルタの目には、それが光り輝く長大な鞭むちのように見えた。

「ま」

　あれが全部、三億もの『脅威』を動かす莫ばく大だいなエネルギーを丸ごと凝縮した武器なのだ。

「マリカあ!?　今すぐ避さけろッッッ!!!!!!」

「っ？」

　疑問を挟んだのは明らかに間違いだ。

　盾を用意した幼おさな馴な染じみのシルエットがいきなり崩れた。より正確には空いた手を肩からばっさりとやられた。盾にしていた壁ごと一気に両断されたのだ。

　いいや、トランスラインはそれすら意識していない。

　わたくしもそれやってみたい。

　まるで小さな子供。黒の美女が無邪気に憧れたのは、直前でカルタ達四人が見せたアクション。つまり壁を攻撃してめくり上げるという行動だけだ。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　いきなり背後、宇宙ステーションの壁が雑に全部切り裂かれていった。




　穴、というよりもステーション全体が真っ二つに切断されたといった方が正しい。無重力空間に漂っていたカルタ達にはひとたまりもなかった。風船から空気を抜くように人工の大気に流れが生じ、一気に不正な出口側へと吹き飛ばされてしまう。

　眩暈めまいがする。

　完全な真空とは言わないまでも、急激な気圧の変化にカルタの体の方が対応できていない。

「にえさま」

「マリカの止血が最優先!!　何でも良いいから傷を押さえるなり縛るなりしてとにかく三〇秒保もたせろ。何しろこの無重力だ、出血の仕方もイレギュラーになるはず。『修復』が終わる前に死んだらおしまいだッ!!」

「従いますが、ヤツが来ます」

「!!」

　空気を裂く音があった。

　一つではない。両手でも足りない。腰の後ろから何本も光る鞭むちが伸びている。溶接みたいなその閃光は見ているだけで目をやられそうだ。たった一発で巨大な宇宙ステーション全体がギブアップしたのだ。あんなものをまとめて振り回されたら、それだけでロケーションそのものがスペースデブリの群れに化けかねない。

　とっさに、だ。

　直前でカルタが改造軍用懐中電灯を向け、目潰し用の赤外線レーザーを放っていなければ今ので全員輪切りにされていたかもしれない。

「うふふうふ!!　そこまで大言壮語を吐くからには、そんな事が言えるくらいの強さを持っているという話なのでしょう？　嬉うれしい、嬉うれしい、ああ嬉うれしい!!!!!!　今度こそ見つけました、あなた達がわたくしの望む最優良の個体、夢の世界最強ですう!!」

　マリカが即席で用意した盾を失った事で、まともに『見えない打撃』がカルタの全細胞を打ちのめした。ビリビリビリ!!　と肌を刺す刺激はもはや火傷やけどというより皮膚が上下に引っ張られてストッキングみたいに破ける裂傷に近い。ざらついた感触と共に肌の露出部位が片っ端から水晶化されていくのが分かる。

　トランスラインそれ自体はどれだけ美しい女性に見えても金属でできた『脅威』の一種、真空の宇宙に投げ出されても一向に構わないのだろう。

「イイですよお、すごくイイ!!　さあ、もっと、もっともっともおっとわたくしを楽しませてくださいませ、ききいひひ、世界最強サマ!!!!!!」

　笑いながら、躊ちゆう躇ちよなく複数の光る鞭むちを振るって空中で存分に力を蓄える。

　攻撃が。

　来るッッッ!!!!!!

「カルタ君!!　勝敗にはこだわらないで!!」

　表おもて参さん道どうキョウカが叫んだ。

　傷ついた幼おさな馴な染じみを抱えたまま、むしろカルタは抵抗を捨て、ぐったりしたマリカを抱えて暴風の流れに身を任せた。火花を散らす凄すさまじい音と共に無む数すうの鞭むちが空間を埋めて、さらにいくつかの天井や床を強引に引き裂いていく。

　無理に留まっていれば、空間ごと一撃で焼き切られていた。

　ただし暴風の流れに従っているだけでは、外の宇宙に放り出されるだけだ。

「それで……良いいわ」

　呟つぶやいたのは、残った手を肩の傷口に押し当てるマリカだった。

　青ざめた唇を動かす。

「私達の『プリセット』の一つ、『障壁』はアサルトライフルの弾丸くらいなら無理矢理に押さえ込めるわ……。一人では耐えられなくても、複数集まって分厚い束を作れば話は変わってくるはず……」

　そうだ。確か『難なん問もん排はい除じよ』のスザニアと空中戦をした時は、マリカの腰にしがみついていたカルタも魔法の恩恵を受け取っていたような？

「でも宇宙だぞ、そこまで都つ合ごうが良いいものかっ？」

「アイネちゃんは『障壁』が使えないし、アンタのもかなり微弱。だけど私と三年女子の分は何とかなるはずよ……。元々、通常大気の中を生身でマッハ二だとか三だとかでビュンビュン飛び交う水晶魔法使い。気密性については折紙付きだわ。だから何とかっ、なる!!!!!!」




　そのままみんなで飛び出した。




　より正確には、カルタが未練がましく減速のために摑つかんでいた金属の手すりを腕の中のマリカがレーザーで断ち切ったのだ。

　直後にトランスラインの攻撃が雪な崩だれ込こんだ。光の乱舞が輪切りにされていた宇宙ステーションの全域を埋め尽くし、あちこちの壁を焼き切って外側にまで飛び出した。だけどその音ももう伝わらない。ただただキロ単位もある巨大な宇宙ステーションがブロック状に破壊されていく非現実的なビジュアルだけがカルタ達を圧倒していく。

　トランスラインは壁に手をつき、今まさに崩壊していくステーションの断面から、外へ流れていくこちらを見ていた。

　その口が動いているのは分かったが、何を呟いて笑っているか肉声は伝わらない。

　唇の動きから読み取ったのか、アイネがこんな風に言ってきた。

「ああすてき、みんないとしい、あなたたち。らしいです」

「……聞くんじゃなかった」

「五七五ですね、季語はありませんが」

　もう完全に遊んでやがる。しかも多分、本人的には他に意図もない。

　カルタ、アイネ、マリカ、キョウカの四人は一つの塊。ここで手を離したら、多分もうそれっきりだ。

　そして『障壁』が働いていると言っても、空気の方がいつまでもは保もたない。

　そうなると目的地は一つだ。

　眼前に広がるのは巨大な青。あちこちで赤い光が見えるのは、焼畑や森林火災を超える規模の大火災が地球のあちこちで展開されているからだろう。

「このまま降下するしかないっていうのか？　外側の熱圏だけで摂氏何千度になると思ってんだ!?」

　流石さすがにこれは『障壁』だけでは弾はじけない。そんなのできたら、『難なん問もん排はい除じよ』のユキノ＝アラカワが軌道上から散々降り注がせた『光こう槍そう』だって怖くはなかったはずだ。

「にえさま」

　ガスンッ!!　という鋭い刺突の音があった。アイネの刀が何か突き刺している。黒。より正確にはそこらの軽自動車よりも大きなクマムシ型。おそらく、宇宙ステーションの外壁に張りついていた『脅威』の一体だ。トランスラインが足場をバラバラにしてしまったため、その辺を漂っていたのだろう。

　そして躊ちゆう躇ちよなくアイネは刀を動かし、黒の装甲を剝むいた。

「外殻の硬さについてはこの程度です。装甲強度から考えて、先に降下した『脅威』の団子が力業で熱圏を突破できるとは思えません。ある程度は犠牲を許容しているとはいえ、おそらく『障壁』とは似て非なるエネルギーの場を使った防護手段を併用しているはずです」

「じゃあそれを使えば……」

「少なくとも、現状そのままよりは生身での強引な再突入の成功確率は上がるのではないかと」

　とっさに、カルタの頭にいくつかの情景が浮かんだ。

　アイスランドのクリスタルビーチでは、アイネはデコイ『脅威』の配線をいじる事で、こちらから砲撃させるといった離れ業をやってのけた。

　セカンドグリモノアを占拠した『鎧よろい武む者しや』なんて、元々そんな形をしていなかった。あれはライオン型の『スパークル』が怒りのあまりオタマジャクシ型の死骸を大量に貪った結果、他の『脅威』の持っている力や器官を我が物として取り込んだ事での変貌だ。

「できる……」

　地獄は地獄。

　だけど目を背けるな、どんな経験も決して無駄にはならない。

「それならできる!!　すでに見てきた事の積み重ねがあれば!!」

「アイネちゃん。カルタ君が一人で超盛り上がっているようだけど、もし本当に『脅威』のパーツを毟むしって再利用できるなら彼らのロケットやブースター系を集中的に狙ってちょうだい」

「はあ」

「言っておくけど、静止衛星軌道は地上から三万六〇〇〇キロよ？　普通に水晶魔法の『飛行』でマッハ二とか三とか出したって一〇時間以上かかる計算になる。それまで『障壁』内に無理に留めているなけなしの酸素が保もつとは思えないもの」

「ヤバいわね、それだと宇宙で干物になるか風船みたいに体が破裂しそう。ていうか地上のイミやタヨリ達だって半日近くも耐えられるかしら」

「だから絶対何かで加速をつける必要があるのよ。ぶっちゃけマッハ二五から三〇くらいは欲しいところね」

　一人で超盛り上がっていたカルタは胃の辺りが冷える想おもいだった。慌ててカルタから改めてアイネにお願いする。

　カルタ達『天てん外がい四し神じん』は、それぞれ手を取り合ってスカイダイビングのチームのように輪を作る。

　そう、すでにマリカの腕は『修復』が終わっていた。

　……つまり逆に言えば、カルタ達は生身で三〇秒以上も真空の宇宙にさらされながら、まだ生きている訳だ。トランスラインの言葉を鵜う吞のみにする気はないが、確かにこれは大した最強ぶりだ。頑丈さだけで言えばロケットや宇宙船に相乗りして地球の外まで出張っていく雑菌やカビに届いている。

　これはまだ人間と呼んで良いのか？

　思わず自嘲の笑みを浮かべるカルタの横顔へ、水晶少女がそっと話しかけてきた。

「にえさま」

「？」

「先ほどの妄想モードが水晶花の通信を介してアイネの胸の内にまで全部ダダ洩もれなのですが、にえさまはああいう水着も着てない思春期爆発南国王様モードをご所望なのですか？」

「ちょっとやめてもらえますきちんと自分の力で誘惑振り切ったんだから!!」

　何かを察したのか、じとっとした疑いの目を幼おさな馴な染じみから向けられる。

「なにカルタちょっと説明して」

「マリカ嬢が寝る時に素すっ裸ぱだかなのはさておいて、何な故ぜかベッドシーツで胸元強調を決めていたキョウカ嬢は人間の心理学的に見てどういう配役なのでしょう？　実際の人間関係を無視してキョウカ嬢の比率が不自然に大きかったのは当人への気持ちとか関係なく、単なるおっぱい成分の安易な補給源として当てはめたというだけだったのでしょうか。軌道エレベーターの『かご』の中では重力から解き放たれて持ち上がり、それはそれはたくさん揺れていましたし」

「カルタ君☆」

「やめてーッッッ!!!!!!」




　静止衛星軌道は地上から三万六〇〇〇キロ。

　だけどこちらには『プリセット』の『飛行』に、『脅威』から毟むしり取とったロケットやブースターまである。アイネとマリカが全力を出せば、無重力空間でも自らの意思で軌道を決めて高速移動ができるはずだ。

　彼らはそのまま眼下に広がる巨大な青い星を目指していく。





３






　着弾の瞬間は、ナタレーナ＝ブラストもはっきりと目撃していた。




　青い空が歪ゆがんだ。

　洋上のセカンドグリモノアを最初に打ちのめしたのは、莫ばく大だいな衝撃波だった。『脅威』の塊が地上へ突っ込んだから、ではない。軌道エレベーターのワイヤーは何万キロもあるのだ。いきなり破断した場合、ピンと伸ばしたゴム紐ひもをハサミで切ったようになる。つまり破断面を基準として、いきなり上下方向へそれぞれぶっ飛ぶ。地球大気を切り裂くその摩擦や衝撃波はどれほどになるだろう？

　ゴッッッ!!!!!!　と。

　六〇〇メートルはある巨大な船が数メートルは沈み込み、一千枚以上もの窓ガラスが片っ端から砕けていく。

「があっ!?」

　床でも壁でもなく、天井に背せ中なかから叩たたきつけられるナタレーナ。

　だけど痛みに呻うめいている場合ではない。むしろ窓から体が離れた事で、割れたガラスを全身に浴びる心配がなくなったと感謝をするべき。水晶装甲を展開し、『飛行』でバランスを取って床への激突を避けている内に、もう次の動きがあった。

　水平線が、滲にじむ。

　いいや違う。わらわらと、うぞうぞと、何か黒い影が蠢うごめいている。それはこちらに向かって近づいてくる……という訳でもないのだろう。着弾地点から全方位へ広がっている、といった方がおそらく正しい。その一部がセカンドグリモノアのある方向を含むだけだ。

　それだけで、推定数千。

　タカアシガニ型、クマムシ型、ヒョウモンダコ型……。あんな『脅威』の群れを、戦う力を持たない一般の市街地へ向かわせる訳にはいかない。

『中サブ等カテ部ゴリ、高等部メインカテゴリを問わずに「飛行」で空中戦が可能な人材は全て、各船体のサイドデッキへ集合してください。ただし深追いは厳禁、安全な高度を保っての空爆に徹する事。ただでさえ数では圧倒されています。ここからさらに兵員を損耗させるような戦い方は、セカンドグリモノア全体へ致命的な負荷をかけるものと考えてください』

　船内放送のスピーカーから聞こえてくるのは、レトネーエ＝クーレントの声か。

『天てん外がい四し神じん』の四人はもういない。

　ナタレーナ達の努力は彼らに届かなかった。世界最強の水晶魔法使い達は自分で決断したはずだった。その結果として『脅威』が天空から降ってきたのだとしたら、ヤツらは歌うた貝がいカルタ達の自己犠牲すら嘲あざ笑わらった事になる。

　犠牲。

　小さな少女の頭の後ろが痺しびれる。言葉の実感が追い着くのを魂が拒否している。

　結局は自分達も彼ら四人を追い詰める側の人間にしかなれなかった、という仮定からは目を背ける。

　今は怒りに身を任せないと戦うための力を集められない。

　夏服と水晶装甲を組み合わせたナタレーナが砕けた窓からサイドデッキへ飛び出すと、すでに多くの生徒達が集まっていた。その中から見知った顔を見つけて叫ぶように尋ねる。

「えと！　どっどこから始めるんです!?」

「知らねえよとにかく全部だ!!」

　向こうも混乱しているのだろう。山やま根ねデイリの言葉は一見支離滅裂だが、だけど答えを真まっ直すぐ突き刺している。『脅威』が善に属するか悪に属するかなんてどうでも良いい。もっと単純な事実として、ヤツらをくまなく殲せん滅めつしない限り、人間側に平穏は訪れない。

　こういう時、カルタにすがれば、あの四人なら全部指示を出してくれたのに。

　サイドデッキから、飛ぶ。

　あれだけ目立つはずの、軌道エレベーターのワイヤーらしきものはどこにも見当たらなかった。根元近くで千切れた結果、伸ばしたゴム紐ひもをハサミで切ったようにはるか上空へ飛んでいってしまったのだ。あまりの速度だったのか、垂直に細長い飛行機雲が伸びている。

「あの、あれ、大丈夫なんですか？　全部で何万キロでしたっけ。とにかく宇宙まで届くワイヤーとか全部で何トンあるんです、えと、あんなの高い場所から地上に降ってきたら……!?」

『たっ多分平気。カーボンナノチューブ製のワイヤーは紙より薄いベルト状だから、落下するにしても空気の力を借りてふんわり降りてくるだけだし』

「ホッ。何だ猫ねこ海うみ先せん輩ぱい、そうなん……」

『まあ千切れたワイヤーに引っかけられて一緒に飛んでいった外気対策用の「煙突」の部分がどうなるかまでは知らないけど。あれ、高さ三万メートル分くらいまでなかったっけ。じゃあ質量は何万トン？』

「デスかぁあああああ!!!???」

　空中で慌てて身をひねり、一つ一つが学校の校舎より巨大な瓦が礫れきを回避していくナタレーナ。真下が海で良かったと思うしかない。

　そう、海。

　身を隠す遮蔽物のない海上では、こちらの安全も確保はできない。プラネタリウムのように大量の光線が飛び出したという事は、対空レーザーのような一撃必殺の兵装を扱う『脅威』だって山ほどいるはずだ。

　松まつ田だイミからの水晶花を使った通信が、相手を選ばずほとんど無差別に広まっていく。

『っ、見つけた！　軌道エレベーターの根元。人工フロートが半ば沈みかかっているっぽい、あそこが「脅威」展開の震源地よ!!』

『一番近くの人口密集地は、私達も「接岸日」として滞在した別の島ね。距離にして一〇キロ程度だから目と鼻の先』

　橋はし先ざきタヨリの声はこんな時でも冷静だった。

『ただし、「脅威」についてはどこかの島や街を襲うというより、海に潜られた方が厄介かもしれないわ。上空からの監視や空爆は、深い海の底まで届かない。彼ら「脅威」が海の中で活動しているのも過去に確認しているし、ここで足取りを消されたら地球のどこが襲われるか、やられるまで手が出せなくなってしまうもの』

　ドカカッ!!　と一歩先に爆発音があった。

　ナタレーナ達より早く出発したイミやタヨリが高空から空爆を始めているのだろう。レーザーなどの対空攻撃を持った『脅威』については一刻も早く、集中的に叩たたいてしまいたいというのはナタレーナも同じ気持ちだ。

　ただし、

「ちょっと待ってください……。『脅威』の塊が落ちたのって、軌道エレベーター基部なんでしょう？」

「空爆が優先だぜ。アレを海へ逃がす訳にはいかねえ」

「せっ、生存者の確認は!?　そりゃ確かにフロートごと半分水没しているような有り様ですけど、まだ生きている人が残されているかもしれないんですよ!!」

「レーザービームを撃つヤツだけでも速そつ攻こうで叩たたかねえと俺達がやられる!!　それにどうせいるのは『人間達の黒幕』だろ！　カルタ達を真空の宇宙に送って死に追いやった!!　そんな外道ども、何でいちいち気にかけなくちゃならねえんだ!?」

　ナタレーナの叫びを振り切って、山やま根ねデイリがさらに高度を上げた。空爆の準備に入っている。そして彼の場合、水晶花の切手よりも小さなプリント基板に封入した神の名前はカグツチ。火炎放射器やナパームなどを得意としていたはずだ。

　地上か空中か。

　一瞬、どっちを攻撃するかでナタレーナは本気で迷った。

　しかし結局は見送ってしまう。大量の可燃物や爆発物が幼い彼女のすぐ横を突き抜けて地上を目指す。

　ドカドカバカキュガッッッ!!!!!!　と、ただでさえ激しく痛めつけられていた人工フロートで、無数の『脅威』を巻き込む形で炎の花が立て続けに咲いていった。山やま根ねデイリの飛行コースをなぞり、帯状に空間全部を隙間なく埋めていくように。

『あ、ああ。ああああああああああ……』

　言葉としての意味を持たない、のっぺりとした怨えん嗟さの声が水晶花の通信に乗っていた。

　ナタレーナは思わず顔をしかめる。

　この声は、女教師のソフィア＝フィレンツェのものか。彼女が世界を敵に回してでも守りたかった人はナタレーナの足元、縮尺の違う炎の世界にいるはずなのだ。

　だが感傷に浸っている暇もない。ぐいっといきなり横から手を引かれたと思ったら、一瞬前まで自分が滞空していた場所を緑色の光が突き抜けていった。

　猫ねこ海うみヒロスケが未熟な少女の耳元で叫ぶ。

「まっまだ終わってない!!　『脅威』の手はこの高度まで届くんだ、徹底的に叩たたかないとこっちがやられる!!」

『こちらタヨリ。高度三〇〇〇、西から東に流れる格好で追加の空爆を仕掛けるわ。カウント二〇、動きを合わせられる人は別のラインから連携してちょうだい！』

　ギャル系に呼応したのは生徒会系か。複数の水晶魔法使い達が十字に交差し、そして地上の黒煙すら引き裂く形でさらに複数の爆発が炸さく裂れつした。何かがひしゃげたのか、断末魔の悲鳴のように放たれたレーザービームが見当違いの方向へ流れて別の島にある山のてっぺんを切り飛ばしていく。

『脅威』の数は減っている。

　だけどセカンドグリモノアの空爆は、自分と同じ人間をどれだけ削り取っているのか。

　正しい事をした。だからそれが何なのか。

　世界最強。たった四人の『天てん外がい四し神じん』が今まで堰せき止とめてくれていた人の生み出す醜さが、ナタレーナの幼い心へまともに直撃してくる。

　あるいは姉のアナスタシアはどうだったのだろう。

　押し潰されて壊れていったのか、それとも極限の状況に楽しみを見つけ出したのか。

「……、」

　こんな事、本質的に意味があるんだろうか？

　北半球に南半球、西半球に東半球。もしも地球の全域へこんな風に『脅威』の塊が降下を続けているとしたら、全部かき集めても一千人くらいのナタレーナ達セカンドグリモノア勢がどれだけ戦ったところで五五億人なんて守り切れない。たまたま今いる東南アジアの一角だけ死守しても、九九・九％以上の人類を殺さつ戮りくした『脅威』達は東西南北全方位からじわじわ迫ってくる。何千万とか何億とか、総数でいくついるか数えたくもない『脅威』達の洪水で押し流されてしまえば遅かれ早かれ勝ち目なんかなくなる。

『き、「脅威」と戦う事にだけ集中すれば良いっていうならまだ幸運なのかもね』

『なに猫ねこ海うみ君、もしかして核兵器の使用とか考えているのかしら？』

　五五億人が消滅する事態だが、不思議と核兵器が投入される事はなかった。

　人間の善意や良識、とも思えない。

　あまりに膨大な『脅威』が一度に押し寄せたおかげで、真っ当な軍や政府の命令系統が大パニックに陥ったのはかえって救いだったのかもしれない。核発射は煩雑な手順を踏む必要がある。あるいはどこかの国の代表は金切り声を上げて自殺的な命令を下していたかもしれないが、それが末端の核管理要員の元まで届かなければ発射プロセスは完了しない。長い長い光ファイバーのケーブルだってとっくにズタズタだろうし。

『……核爆発かよ。人間と「脅威」、殺されるならどっちがマシかね？』

『山やま根ね!!　ネガティブ発言して勝手に黄昏たそがれてんなっ、テキトーに甘えればイミお姉さんが喜んでくれると思ったら大間違いだぞ!!』

　そうは言っても、ナタレーナ達も手を止める訳にはいかない。

　実際まともに『脅威』と戦えるのは水晶魔法使いだけなのだ。長期的な展望がないとは言っても、今動かないとすぐそこで助けを求めている普通の人達が殺さつ戮りくされてしまう。

　良くも悪くもナタレーナ達はそこまで強くなかったのだ。場当たり的に資源を失ってチャンスを狭めていく事になろうが、目に見える手の届く場所にいる一般人を見捨てる選択肢を選べない。

「っ。山やま根ね先せん輩ぱい、それからみんなも!!　フロートから南東五キロに注意、漁船があります！」

『ふざけんなエレベーター周辺は立入禁止海域だぜ、どうせ漁船に偽装した「人間達の黒幕」の防衛戦力に決まってる!!』

「違う……」

　何かを見つけて、ナタレーナが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　また別の水平線が、うぞうぞと蠢うごめいていた。タカアシガニ型だかヒョウモンダコ型だか、団子状のまま地上へ落ちた『脅威』がばらけて全方位へ展開される、あの現象だ。

　つまりこうだ。

「別の場所にも落ちてる!!　漁船の数も一つじゃありませんっ、おそらく陸から追いやられた一般の人々が船で海への脱出を迫られているんです!!」

　流石さすがに、だ。ぎょっとしたように空くう爆ばくが止やんだ。

　それがまずかったのかもしれない。

　キュガッッッ!!!!!!　と、緑色のレーザービームがまともに大空を切り裂いていった。真下のエレベーター基部ではなく、別の島の居住区、そのど真ん中からだ。同じ夏服を着た飛行編隊が尖とがった水晶装甲ごとまとめて手足を吹き飛ばされて墜落していくのが分かる。

　この距離からでも反撃はできるはずだが、今度は街中だ。カルタ達を散々追い込んだお互い様な『人間達の黒幕』じゃない、どこにどれだけ民間人が残っているかは計算できない。

　松まつ田だイミからの助言があった。

『高度を下げて!!　水平線を盾にしないと延々と狙い撃ちされるだけよ!!』

　ナタレーナも素直に従った。どっちみち、墜落した仲間を拾う必要もある。

　ただし、真下は軌道エレベーター基部があった、沈みかけの人工フロートだ。つまりこっちはこっちで、クマムシ型やユウレイクラゲ型など有象無象の『脅威』が大量にひしめいている。

　砕けた水晶像がいくつもあった。

　先に墜落していった生徒達だ。手足が蒸発したとはいえ、『修復』が使えれば即死だけは免まぬがれたはずだったのに。

　必殺のレーザービームを避さけるため焼やけ爛ただれた地上へ足を着けたナタレーナは思わず顔をしかめて、

「っ。こいつら、死んだふりしてやり過ごしてる!?」

　ぐぁば!!　と近くの瓦が礫れきが大きく持ち上げられた。

　大型トラックよりも巨大な影の正体は、個々の脚が極端に長いタカアシガニに似た『脅威』だった。ハサミの内側、エッジの部分だけが不自然なオレンジ色に輝いている。

　長期的な展望を描けず場当たり的に戦ってきた時点で、元々ナタレーナ達には勝ち目なんてなかった。数万単位の団子が一個落ちただけでも五分五分。同じエリアにもう一個落ちたとあっては、単純に数の差で圧倒されてしまう。

　それでも。

　いつか来る死が、いきなり目の前にやってきた。

（あ）

　ナタレーナ＝ブラストの体が硬直する。

　時間の流れが鈍化していく。彼女の頭の中で急速にこれまでの出来事が駆け巡っていく。頭をフル回転してこの局面を脱したいというよりも、それは単純に後悔だったのかもしれない。

　自分は歌うた貝がいカルタに何をしてきた？

　復ふく讐しゆうだ仇あだ討うちだと喚わめき散ちらして、彼がどれだけ辛つらい道みちを歩んだか知ろうともしないまま暴力を撒まき散ちらして。殺す殺すと息巻いて。

　セカンドグリモノアを『本物の脅威』から奪回する時だってそう。結局一番危ない橋を渡って頭から罪つみを被かぶってズタボロで勝利したのは歌うた貝がいカルタであって、ナタレーナは何も背負う事はできなかった。

　全学大会カタストロフなんて完全に蚊か帳やの外そとで、テレビカメラの前で半ば公開処刑のように繰り広げられる格闘戦を止める事だってできなかった。

　身勝手で、考えなしで。

　視野が狭くて直近の怒りをそのままぶつけて、謝りもせずに。

　いつもいつも迷惑をかけてきた。

　最後の最後になっても、押し潰されて小さくなっていく先輩を助ける事ができなかった。

（……死んで当然だったのかな、私）




　ゴィンッッッ!!!!!!　と。

　天空から一直線に、落雷よりも鋭く世界最強がタカアシガニ型に突き刺さった。




　あれだけの巨体が、いきなり真下に沈み込んだ。黒い金属質の外殻が砕けて火花を散らし、そのままぐったりと長い脚を投げ出す。動きを止めたハサミから、あのオレンジ色の光がゆっくりと消えていく。

　信じられない。

　ナタレーナは、まだ自分の目の前で展開されている光景を受け止められない。

　小さな少女がそうしている間に時間の流れが戻る。

　あまりにも、涙が出るほど当たり前に。

「くそっ、ほんとに計算合ってるのか!?　着地の衝撃で右足がまとめて吹っ飛んでいったんだけど!!」

「このマリカちゃんがきちんと『飛行』で減速したから文句が言える状態を保ってるんじゃない。大気圏上層から自由落下で突っ込んだのよ？　大体カルタ『修復』は使えるんでしょ、適当に傷口縛って三〇秒耐えれば元に戻るわよ」

「あと表おもて参さん道どうさん地味におも

「重力のある地上に下りたんだし車椅子はどこかで調達するけど、それ以上不当で迂う闊かつな事言ったらカルタ君でも許さないからね？」

「むー」

「アイネも変なトコでむくれるな!!　お前だけが迷惑かけてないんだからその立ち位置から離れようとするんじゃない!!」

　一瞬前までの醜さ、重苦しい空気が噓うそのようだった。

　世界最強の『天てん外がい四し神じん』。

　この四人がいれば、それだけで、世界の色が文字通り変わっていく。




「せん、ぱい……？」




　迂う闊かつに触れると壊れそうで。

　でもどうしてもこのまま流してしまう事ができなくて。

　結局は、これまでと一緒だ。

　触って、押して、叩たたいて、確かめて。

　そうしないと、ナタレーナ＝ブラストはこの人のぬくもりを信じられない。

　小さな少女は負担をかけないと寄りかかれない。

　目尻から涙を散らして彼女は叫ぶ。




「カルタ先輩ッッッ!!!!!!」




　潰れた『脅威』の上でへたり込む少年はこちらを見て、小さく笑った。

　いつも通りに。

　最初の最初から歌うた貝がいカルタはこうだったのだ。セカンドグリモノアで初めてナタレーナと衝突した時から、彼のスタンスは決して変わらなかった。

　絶対に殺すな。

　初めて出会った時の叫びを、彼はずっとずっと守ってくれた。

「う、あ」

「色々あったけど大丈夫だ。『脅威』を倒せば全部解決する、そこは変わってない」

「ううえうあ!!　あああああああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　どうやって。

　地球全域への広がりどころか、今このエリアにいる分だけでも『脅威』達を倒せるかどうか断言できないというのに。

　そんな『当たり前』を無視して話を進められても思わず納得してしまうのが、世界最強たる所以ゆえんか。水晶魔法があれば何をどこまでやれるのか、その実態を知るナタレーナですら無条件ですがってしまいそうになる。

　この人の一言は、そんなにも強い。

　ところが、カルタは大空を見上げてこう呟つぶやいた。

　自分の体、砕けた足が元に戻った確認さえも二の次にして。

「……それより気を抜くなよナタレーナ」

「？」

「助けがやってきて、そこでおしまいじゃない。俺達は世界最強の水晶魔法使いなんだ。最後まで勝たなきゃ意味がない!!」

　タカアシガニ型が、吼ほえた。

　そいつが何かをする前に氷より冷たいアイネの刀が閃ひらめいて黙らせ、遠方からこちらへ狙いをつけてくるヒョウモンダコ型のレーザー狙撃がよそへ逸それる。

　交差していた。改造軍用懐中電灯から目には見えない強烈な赤外線が放たれ、ヒョウモンダコ型の視力を潰していたのだ。

　バキリという音があった。

　クマムシ型の分厚い金属装甲へ刀を刺して大きくめくり上げたアイネが、中に細い腕を突っ込んでいた。引きずり出したのは巨大なコイル状の何か。本来は磁力の力で砲弾を飛ばすリニアキャノンか何かだったのか、彼女の胴体よりも太い円筒を無理矢理に肩かたで担かつぐ。

　爆音は見えない壁となった。

　分厚い砲声と共に遠方に残っていたヒョウモンダコ型を金属砲弾で抉えぐって吹き飛ばす。

　のみならず、手前を横一直線に薙ないでフロート状の地面を大きくめくり上げていく。『脅威』の群れに対する堤防でも作っていくように。

『カルタ!!』

　胸の水晶花が震えた。

　同じ『天てん外がい四し神じん』の一角、雨あま脚あしマリカから水晶花の通信が入る。

『今アンタの真上を飛んでいるわ。そこらじゅう「脅威」ばっかりで景色とか全部埋まっているけど、最優先のターゲットはどれ!?』

　カルタはざっと見渡し、黒の群衆から違和感を走査する。一見数の暴力で死を恐れずに押し寄せてくる漆黒の波だが、圧倒されず冷静に観察すれば分布にむらがあるのが分かる。特定の個体へ集団が頻繁にコンタクトを取っているのだ。

　事前に情報があったのも大きい。

（……ほとんど三億の中心に立ってるトランスラインの役割は『送電』。つまりそれだけエネルギーや栄養が重要視されているんだ。ヤツらは別に、永久機関を搭載している訳じゃない）

「マリカ、俺から見て一時方向に三〇〇〇メートル先!!　地べたにいるイソギンチャク型が地球上でエネルギーをやり取りする補給役だ。天空から眺めて同じ形をしている個体を見かけたらレーザービームで全部ぶち抜けエ!!!!!!」

　がカかッッッ!!　と上空から垂直にいくつもの閃せん光こうが立て続けに落ちた。マッハ三以上の速度で空気を搔かっ切きったマリカが、通り抜けざまに地上を次々と撃ち抜いていったのだ。

　三〇〇〇メートル先の大破壊。

　にも拘かかわらずカルタの右の頰に熱い何かが走った。どうやら爆発で吹っ飛んだ『脅威』の鋭い装甲片がここまで届いたらしい。

　それはただ『脅威』の特定の個体を破壊した……だけに留まらない。

　びくんっ!!　と。イソギンチャク型が巨大な閃せん光こうを撒まき散ちらして爆発すると同時、周囲にいた黒の集団がまとめて痙けい攣れんしたのだ。動きが鈍ったタカアシガニ型やクマムシ型をアイネが遠方からレーザー狙撃している。中には、今の痙けい攣れんでそのまま動かなくなる集団まであった。

『ざざー!!　撃破、確認……。ガリガリ、っぱり、で間違いなかったようね!?　じじりジリジリ!!』

　ジャミングや傍受の心配がないはずの水晶花の通信にまで激しいノイズが走る。

　神こう戸べ港こう近きん海かいで『本物の脅威』と戦った際に経験しているはずだ。特に莫ばく大だいなエネルギーを抱える『鎧よろい武む者しや』が撃破された際、目には見えない何かが全方位へ放射されたのを。それはさながら分厚いマイクロ波や電磁パルス攻撃のように、近隣の海一面に広がる『脅威』の群れをまとめてショートさせ、機能停止に追い込むほどの殺傷力を持っていたはずだ。

　トランスラインだってそうだった。

　あの女の場合は、ついうっかり笑みをこぼすとそれだけで溢あふれ出でてしまうようだが。

　つまり、

「全部……戦う必要はない？」

　ナタレーナ＝ブラストは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　完全なる光明だった。

　一千対三億。誰が見たって達成不能な勝敗条件そのものに変化をもたらす。『天てん外がい四し神じん』、たった四人の世界最強の水晶魔法使い達。彼らがいるだけで、世界はこんなに変わる。

「エネルギーを補給する個体だけを選んで集中的に攻撃できれば。広範囲を巻き込む補給役から補給役へ連れん鎖さを繫つないでいけば、『見えない誘爆』で『脅威』の群れ全体を殲せん滅めつできるって事なんですか、先輩!?」

　一体どこから見つけてきたのか、生徒会の赤毛お団子が車椅子を持ってきた。

「世話をかけるね」

「いえ」

「……𠮟ってくれて良いのよ？」

「それは私の役目ではないでしょう？」

　優雅に腰掛ける生徒会長に彼女はこう質問してくる。

　あくまでも冷静に、いつも通りに。

「それより、セカンドグリモノア勢は総動員していて次がありません。態勢の立て直しができるなら、今の内に不要な人員を下げてローテーションを組み直すべきでしょうか？」

「大丈夫よ」

　肩にかかる長い黒髪を片手で払って生徒会長は一刀両断した。

「むしろ、目に見える安全策の中には地雷が混じっていると考えなさい。どこまでいっても相手は三億。長期戦に陥ったら勝てないよ」

　彼ら四人がいるだけで、世界が変わった。

　冗談抜きに色彩や、輝きが、それまであった重さを跳はね除のけるほどの変化があったのだ。

　やっぱり、セカンドグリモノアは彼らのための船だったのだ。

　水晶花を使えないレトネーエから、機械を使った別枠の通信がスマホにあった。

『ソナーが新たな反応を捉えました。「脅威」の別集団がそちらへ向かっています。おそらくこれまでの島とう嶼しよ部ぶや半島とは別の系統です。オーストラリア北部、沿岸警備から「脅威」の大移動の報告あり!!』

　こちらはすでに手一杯だ。さらに『脅威』の軍勢が他方向から合流してきたらいよいよ防戦どころか戦線が崩壊しかねない。

　しかしナタレーナ＝ブラストは確かに目撃した。無慈悲な報告を受けて、むしろ満まん身しん創そう痍いのカルタの横顔がうっすらとした笑みを浮かべていたのを。

　軍神。

　武神。

　水晶花の切手より小さなプリント基板に封入した神の名前どころではない。ひょっとしたら、すでにカルタはそういうのにすがる必要を感じていないのでは。

「……それで良いい」

　バキリと頰の尖とがった水晶を砕き。

　傷のない肌を見せて、歌うた貝がいカルタは好戦的に笑っていた。

「セカンドグリモノアの水晶魔法使いは一千人。対して『脅威』どもは地球全域に三億も降り注いでくる、だから戦争という状態すら作れない？　馬鹿言うなよ」

「あの、先輩……？」

「どこか一ヶ所が突出した戦果を見せたら、周りの『脅威』達が増援を差し向けるしかなくなるんだ。つまりその分、俺達の手が届かない地域は手薄になる」

　あ、とナタレーナは呟つぶやいていた。

　見ている世界が違った。

　歌うた貝がいカルタはただ場当たり的に戦っていた訳ではない。目の前で殺されていく人達を見捨てられないから、『それだけ』で戦力というまだ使える資源をどぶに捨てていた訳ではない。目一杯戦ったんだからそれで良いいじゃないかという自滅思考に誘われたのでもなかったのだ。

　きちんと見据えていた。

　この世界を。

　最強ではない、特別でもない、戦う力を持たない普通の人達を。

「俺達が負けなければ、世界最強であり続ければ、たったそれだけで!!　この一滴から広がる波紋が惑星全体を救っていく結果だって創れるんだ!!!!!!」

　無理だ、という声もあるかもしれない。

『脅威』がエネルギーや栄養を重要視しているのと同じく、カルタ達にも活動に限界がある。今は良いいかもしれないが、持久戦に陥った場合疲労に負けて三億もの物量を押し返す事ができず押し流されるだけだと。

「でも、そうじゃないんだ……」

「？」

「『脅威』は密集するほど誘爆の連鎖はやりやすくなるんだ。三億もの『脅威』をまとめて叩たたくには、エネルギーや栄養を集中管理する個体を優先して狙えば良い。そうすればそうするほど、『見えない放射』によるダメージも広く深く拡散していくんだ。俺はもう答えを言っているぞ、ナタレーナ」

　つまり、だ。

　青空を見上げて一人の少年が吼ほえた。




「来いよトランスラインっ！　俺達とは違う最強、お前を倒せば全部終わる!!!!!!」
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　わざわざ地上へ降下するまでもなかった。

　軌道エレベーター上層、キロ単位の広大な宇宙ステーションは自らの手で内側から引き裂いた。唯一の生存エリアをデブリの山に変えて何もない宇宙に漂っていても、黒の美女トランスラインには関係ない。

「うふふ」

　変わらず、にこやかに微ほほ笑えみながら青い星を眺めていた。

　それだけで見えない力が外そとに洩もれ、一定距離まで流れてきてしまった『脅威』の個体が激しくスパークして機能停止に追い込まれる。

　空気はない。

　故に、放った声は自分以外の誰にも届かない。

「……わたくしも遊びに加えてくださいと言ったはずですよ、世界最強。いけません、たかが三万六〇〇〇キロ離れた程度で交わした約束が無効になるなどと考えては」

　すいっ、としなやかな手を差し向ける。

　トランスラインそれ自体はシステム全体の中枢。直接戦闘を目的にデザインされた存在ではないのだが、別に戦えないとは言っていない。

　役割は送電。では抱えたエネルギーを具体的にどう殺傷力へ変換してくれよう。

　水晶魔法だけが最強の力ではない。

　彼女もまた、持っている。

（……レーザービーム、リニアガン、高周波ギロチンミサイル、あるいはマイクロ波キャノンで生きたまま巨大な電子レンジへ放り込むのも面白いですが）

「ま、相手の性能を知りたいと思った時は、一番最初に頭に浮かんだ基本を選ぶに限ります」

　彼女にとっては、世界の破滅だってありふれたベンチマークテストに過ぎない。現実に、そういう感覚で今まで『脅威』を地球に差し向けてきたのだから。

　全身の真空管が熱をもって淡く発光していく。

　掌てのひらの先で、緑色の光の球体が渦巻いた。

　すでに機能停止しているはずの（別の星にも似たような生物でもいたのか、あまりのグロさから検索厳禁とまで呼ばれたウデムシ型の）『脅威』が、勝手に赤熱し装甲表面を火ひで炙あぶった飴あめ玉だまのように溶かしていく。

「……基本で死滅するなら、まあそれで。そうなったらわたくしは別の世界最強を求めます」

　無数の真空管を肘や膝、背中や頭のてっぺんから次々と伸ばしながら、トランスラインは笑みを深くしていく。

「くすくす、うふはは!!　だから価値を証明してくださいよ、『天てん外がい四し神じん』!!!!!!」




　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　緑色の破壊が、天から地へと真まっ直すぐ貫いていった。




　元々は、地球中心核を直接抉えぐる事まで想定していた一撃だ。より正確には、もしも『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』が彼女の趣味の奉仕にして生いき甲が斐いでもある活動の邪魔をしてきた場合に、躊ちゆう躇ちよなく排除するための。

　回避は、できなかったはずだ。

　そして直撃さえすれば、どこぞの『障壁』なんぞ意味はない。標的どころか地盤や地殻ごとマグマの層をぶち抜いて地球の中心まで貫いてしまうはず。

　にも拘かかわらず、だ。

「……、」

　笑みが、消えた。

　トランスラインはしなやかな手を差し向けたまま、その動きを固める。

　違和感があった。

「これは……？」
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　確かに、だ。

　歌うた貝がいカルタではトランスラインには勝てなかっただろう。




　都合三億もの『脅威』に供給してもなお有り余るほどの、莫ばく大だいなエネルギーを自在に扱うトランスラインの力は、まさしく絶大だ。普通に考えれば人間がどんな技術を使ったって防げない。セカンドグリモノアに属する水晶魔法使い全員が『障壁』を重ねたって、まとめてぶち抜いて歌うた貝がいカルタを切断していた事だろう。

　普通に戦えば、勝てない。

　だけどこっちも世界最強だ。普通のまま終わるだなんて考えているのがもう間違い。

「にえさま」

「分かって、る！」

　片へん鱗りんならあったのだ。

　水晶少女のアイネは大気圏へ再突入する際、『脅威』のパーツを毟むしってその機能を奪っていた。自前の『障壁』だけでは足りないと感じて埋め合わせたのだ。

　地上に降りてからもそう。彼女はクマムシ型の武装を奪い取り、リニアキャノンを使って離れた場所にいるヒョウモンダコ型を金属砲弾で吹き飛ばしていた。

　アイネは『脅威』の部品を奪って我が物にできる。自分自身の機能を拡張していく。

　だけ、なのか？

　もしもそこに制約がなければ。

『脅威』以外からでも力や機能を奪い取れるのであれば。

　こういう事も可能なのではないか？




「表おもて参さん道どうさんっ!!」

「ええ、任せておいて。三年生レギユレーシヨン３としての知識や技術はわたしが持ってる!!」




　生徒会長の表おもて参さん道どうキョウカは、今生きている中では唯一の高等部メインカテゴリ三年生レギユレーシヨン３だ。ただし『一隻目』の敗戦の後、何かしらの理由でその実力が使えなくなっている。

　別にそれでも構わない。

　カルタだって洋上水晶魔法学園の生徒だ。

　年上の美人はうっすらと笑う。

「……同じセカンドグリモノアの水晶魔法使いだもの。早いか遅いかの違いであって、カルタ君だって本来なら必ず三年生レギユレーシヨン３になれるはずの人材なのよ。だからそれが、ちょっと早くなったとしても特に不思議じゃない」

　つまりキョウカから知識や技術を吸い上げて、カルタの健康な体と結びつける『何か』があれば三年生レギユレーシヨン３の神業は実現できる。

『天てん外がい四し神じん』をまとめるホスト役。

　水晶少女アイネを中心に全員で繫つながれば。

「っづ!!」

　胸の辺りで熱い痛みがあった。

　水晶花。

　当たり前に分かる人間から即席で教えられたところで、カルタ側が一〇〇％理解できるとは限らない。まして彼の場合、水晶花の初期設定からしてエラーだらけだったのだ。例えば水晶装甲は展開できないし、『プリセット』の『飛行』『障壁』『修復』さえカルタとアイネで分け合っているような状況。力の使い方、経路、出力などが平均から大きくズレている場合はキョウカの教えがそのまま適用できるとも限らない。

　顔をしかめるカルタに、しかし寄り添う別の少女の影があった。

「だいじょぶ」

　くるくるツインテールの幼おさな馴な染じみ、雨あま脚あしマリカだ。

　彼女が貸し与えるのは、無秩序に暴れ回る力を一本の道に整える強力な指向性。

　時に凶暴とも取られかねないほどに一いち途ずな幼おさな馴な染じみの性質そのものだ。

「……スタンダードな最強って言ったらやっぱりこのマリカ様でしょ？　力の底上げくらいは手伝ってあげるから心配しなさんなって」

　胸の痛みが消える。

　安定する。

　まるで新郎新婦がウェディングケーキにでも向かうように、カルタとアイネは寄り添って同じ刀を共有していく。

　天空へ差し向ける。

「にえさま」

「ああ」

　もちろん本来であれば、アイネの日本刀は狙撃専門ではない。あくまで接近戦の刀がメインであって、飛び道具については十手のように枝分かれした補助的な装備に過ぎない。

　三万六〇〇〇キロ先。

　静止衛星軌道上の標的を撃ち抜くほどの射程は期待できない。

　だけど関係ない。




「これが……俺『達』の……」




　高過ぎる負荷によって水晶質の刀を内側から砕いてしまうくらいの勢いで、カルタとアイネは迷わず魔法を実行していく。

　トランスライン。黒き美女が直前に描いた砲撃を、そのまま逆になぞる格好で。

　彼らは『天てん外がい四し神じん』。

　四人で合わせてそう呼ばれるべきなのだから。




「世界最ッ強だァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」
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　ここで定義の話をしよう。

　一年生レギユレーシヨン１は陸や海の上を滑るように移動し、二年生レギユレーシヨン２は大空を自在に飛ぶ『飛行』、そして三年生レギユレーシヨン３は次元そのものを操る力を得るという。

　つまりはこうだ。




　三年生レギユレーシヨン３としての力を使えれば。

　次元そのものを断つ力を使って、どのような『脅威』であっても切り取る事ができる!!
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　チカカッ、と青い星から何かが瞬またたいた。

　それを見た時には、多分もう終わっていた。

「ははっ」

　その時、トランスラインの顔にあったのはやはり笑みだった。

　スパークの音が聞こえる。

　視線を下に下げると、胸の真ん中に握り拳よりも大きな風穴が空いていた。ここは真空の宇宙だから、たとえ距離一センチであっても音は聞こえない。伝わるとしたら、それは自分の体を伝ってやってくる振動としての音だけだ。

　つまりこのスパークもまた、トランスラインの体から放たれているもの。

　間にあるバリアや本人の装甲強度なんて関係ない。水晶魔法を極めた、本来あるべき形のレギュレーション３。それは、そうしたモノがある次元ごと全てを大きく抉えぐり取とって未知の空間へと投げ捨ててしまう。

「やはり、間違っていなかった……」

　裂けていく。

　風穴がさらに外に向かってめくれていく。

　元々持っている力が莫ばく大だいだからこそ、一度破綻が始まってしまえば後は早い。それは強大なエネルギーを持つ彼女自身にも止められない。

「ふふ……。どれだけ繁栄を謳歌していても、一種の生物だけでは限界がある。純粋な結晶は案外外からの衝撃に脆いのと同じように!!　あはは！　そういう意味ではやっぱり正しい、わたくしは間違っていなかった!!　炭素性の人間と珪素性の、アレは結局なんだったんでしょう……？　とにかく同種生物集団内への意図的な異物の混入、不純物を混ぜた化合物を目指す事で生物は柔軟性を獲得する！　適度であれば負荷や衝突さえ成長の起爆剤となるのです。精密な工場だからって無塵環境を整えるだけではダメだったんですよう、ひっひっひぎゃっは正しい未来がここにあるう!!!!!!」




　そこまでだった。

　彼女自身の中から溢あふれた閃せん光こうが爆発的に膨らむ。

　美しい女性のシルエットが光に溶け、そして全てを埋め尽くしていった。
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　何かが降ってきた。

　それは黒い塊だった。翼を持って空中戦に挑もうとしていたトンボ型やテントウムシ型の『脅威』が動力を失い、ぼたぼたと落ちてくるのだ。

　それだけではなかった。

　カルタ達の周りで、蠢うごめいていたものが明確に動きを止める。まるでスイッチでも切ったようだった。それは単純にエネルギーを失ったからか、あるいは他者を拾うという目的を与えてくれる存在をなくしてしまったからか。

　おっかなびっくり、といった調子で幼いナタレーナが周囲を見回していた。静かなのが逆に怖い、と顔に書いてあった。

「……『脅威』が、止まった？」

　より広域の状況を知るため、水晶花の通信に意識を割いた幼い金髪少女はそこで眉をひそめる。

　ノイズがあった。

　大気圏外であまりにも巨大な爆発が発生したのだ。マイクロ波や電磁パルスに似た莫ばく大だいなエネルギーの放射が各種の通信に悪影響を及ぼす可能性だってもちろんある。あのトランスラインを倒したのだ、むしろ何もない方がおかしい。

　だけど、それだけではないだろう。

　カルタは頭ず上じようを睨にらみつけて、

「水晶花の通信もダメか」

「先輩？　あの……」

「ナタレーナ。それ以外の方法、ライトの点滅とか手旗信号とか、とにかく上を飛んでる連中に今すぐ地上へ降りるように伝えるんだ。さもないと力を失った魔法使い達が全部墜落する羽目になる。これじゃ『修復』も怪しいもんだ」

　言っている傍そばから、さらなる変化があった。

　亀裂が走るような小さな音があった。ナタレーナの見ている前で、唯一まともに水晶装甲を展開しているマリカのレイピア状デバイスがぼやけ、散って、虚こ空くうに消えていくのだ。それだけではない、水晶装甲それ自体もゆっくりと剝がれて消失していく。

　それはナタレーナも同じだった。今までにない現象だった、砕けた破片も残らない。

　何かおかしな事になっている。彼女は目を白黒させて、

「ち、ちょっと待ってください、これって一体どうなっているんですか!?」

「……水晶魔法は、宇宙から降り注ぐ力と『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』の力のせめぎ合いを天気予報みたいに読み取って風かぜを摑つかむ魔法だ。じゃあ、その片方が消えたら何が起きる？」

　ナタレーナ＝ブラストは答えられなかった。

　口で言うより早く、解答が目に見えてしまったからだ。

　水晶少女のアイネ。

　そう、そうだ。

　雨あま脚あしマリカが手にしたレイピア状デバイスも、大勢の生徒達の水晶装甲も、水晶魔法にまつわるものが次々と消えていった。肌から飛び出すのでも、砕け散るのでもなく。『飛行』は使えないし、水晶花を使った最低限の通信さえもできない状態だ。

　ではそうなったら、アイネはどうなる？

　誰も、何も答えられなかった。

　あれだけ騒いでいたナタレーナ＝ブラストさえも、息を詰まらせていた。何かを話す事で、残酷な真実を自分で決定させてしまう。ここにいる全員がそんな錯覚すら感じていたのかもしれない。初めて見る現象なのに、根拠もなく致命的な予感に息が詰まる。

　ややあって。

　口を開いたのは、やはり歌うた貝がいカルタだった。

「……アイネ」

「はいにえさま」

「ちょっと歩こう」

　返事はなかった。

　だけどたまたまだろう。アイネはまだそこにいる。

　まだ。

　消失。

　水晶少女の内側から響く亀裂の音は小さく、でも止まらない。何かが進行している。いよいよ明確に色や形や重さを持ってカルタの胸にのしかかってくる恐怖。時間は巻き戻らない。マリカも、キョウカも、ナタレーナも、デイリにヒロスケやイミにタヨリ、とにかく誰も彼ら二人を止めなかった。

　世界を救って、それで終わり。

　そこから先はもうない。
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　歌うた貝がいカルタと水晶少女アイネは二人で並んで歩く。

　場所はどこでも良かった。だからすぐ近く、海沿いにあるコンクリートの堤防をゆっくりと進んでいく。

　会話はなかった。

　アイネにとってはそれが普通なのかもしれない。彼女は基本的に、カルタの側から話しかけなければずっと黙っていられる女の子だ。

　こんな時でさえ。

　華きや奢しやな少女の輪郭が揺らぎ、亀裂に似た音と共に頼りなく曖昧になっていく。内側から壊れながら、水晶魔法で支えられた誰かがその存在を消していく。

　短く、カルタは呼びかけた。

「アイネ」

「はい、にえさま」

　まだ返事は返ってくる。いつも通りに。嬉うれしいと感じなくてはいけないはずなのに、最後の抵抗のように思えて仕方がない。

　ぽつりとカルタはこう続けた。

「……色々済まなかった」

「謝罪を受けるような事をされた覚えはありません」

　堤防は道路とは違う。

　進むだけ進めば、いつかは途切れてしまう。どこかに繫つながっている訳ではないので、最後にあるのは行き止まりだけだ。その先には、死をイメージさせる海がずっとずっと広がっているだけだ。

　もう、どこにも行けない。

　誤魔化せない。

　歌うた貝がいカルタはきゅっと自分の唇を嚙かんだ。小刻みに震えた。アイネはその輪郭をうっすらと消しながら、いつも通り首くびを傾かしげていた。




「うああッ」




　限界だった。

　他に誰も見ていない、というのもあったかもしれない。一気に少年の胸の真ん中へ激情が押し寄せてきた。

　どこの誰が世界最強だって？

　こんなの絶対に無理だ。




「オああッあああああ!!　がァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　すがりつく。

　歌うた貝がいカルタは膝から落ち、薄っぺらな胸元にしがみつき、まだ砕け散らない事を確かめる。

　まだ。

　その空虚極まりない響きに、どこまでも吼ほえる。

「いやだっ。ふざけんなよ!!」

「にえさま」

「三億の『脅威』と戦って、理不尽で平和な道を示すトランスラインを倒して!!　みんなで生き残るために死力を尽くしてきたんだっ。なのに、何で……最後にこうなるんだ！　『脅威』を排除したらお前がいなくなるだなんて。世界っていうのは何をやっても一つも自由にならねえんだよォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

『難なん問もん排はい除じよ』は、孤独なエリートとして人知れず押し潰されていったのだろう。

　リホ、サナエ、アリスの三人は大切な人を奪われて心を焼き尽くされたのだろう。

『鎧よろい武む者しや』は人間に抱いていた夢や理想を砕かれたのだろう。

『人間達の黒幕』だって、そうまでしても守りたい何かがあったのだろう。

　でも。

　だけど。

　歌うた貝がいカルタの苦悩や怒りが彼らより劣るだなんて、誰が決めた？

「にえさま」

　短く。

　そしてさっきよりも強く、水晶少女は呼びかけてくれた。

「宇宙から降り注ぐ力と、『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』の力のせめぎ合い。その間で生まれる中ちゆう途と半はん端ぱな現象が、水晶魔法です。言ってみれば、電極同士をぶつけた時にだけ生まれる火花のようなもの。にえさまもそれは分かっていたでしょう？」

「……、」

　常に一番近くで寄り添って、のた打ち回る歌うた貝がいカルタの弱さを受け入れてくれて、それでも愛あい想そを尽つかさずにずっと戦ってくれた相棒。

　何で、助けられない？

　方法が思いつかないッ!?

「アイネには分かっていました。中心にある『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』でも魔法で支えられているくらいですから。その上で、地球に残る五五億人を見捨てる事はできなかった。それが『天てん外がい四し神じん』としての選択だったはずです。だから黙って戦った、最後の最後まで。にえさまも気持ちは同じだったのでは」

　それは、そうだけど。

　流されるまま四人だけの幸せを追求する妄想は、自分で捨てたけど！

『脅威』と決着をつけると決めた段階で、自分達が使ってきた水晶魔法についての根本的な疑問はあったけど!!

「奇跡はあると思ったんだ」

「ですか」

「理屈なんかない。事前の準備なんか何もなかったっ。でも。これだけ頑張ったんだ、アイネの力があったから五五億人を救えたんだ！　だったら一個くらい、理屈抜きの幸せがあったって良いいだろう!?」

「今回も、何となく大丈夫だろう。これでは何も解決しない事をにえさまは今までの戦いで学んできたはずです」

　理屈のない奇跡は起こらない。

　善であれ悪であれ、戦って勝ち取るためには『何となく』の部分に自分で具体的な道筋を与えなければならない。

　水晶少女アイネを支えるものはもうない。

　水晶花のプリント基板に神の名前を封入する事なくエラー気味に呼び出してしまった、イレギュラー極まりない水晶少女。ある意味最も詳しい人間である歌うた貝がいカルタにも、そんなアイネを支える事は叶かなわない。

「何かできる事は？」

　ズタボロの顔を上げた。

　内側から亀裂のような音を鳴らすアイネはいつも通りの無表情だった。こんな時まで彼女は忠実でいてくれる。

　少しでもその内面を引きずり出したかった。頭の中の話だけでも構わない、永遠に刻んで残しておきたかった。

　だから。

「……お前は掛け値なしにこの世界を救ったんだ。五五億人の恩人。何でも良いい、どんな事でもする……。アイネ、今から俺に何かできる事は？」

「では別れの前に一つ、意味のないわがままを」

　小さな両手を少年の肩に乗せて、そして耳元でアイネはカルタに何かを囁ささやいた。少年は最初驚いた顔をしていたが、やがて頷うなずく。

　瞳を閉じる。

　アイネは爪先で立ち、もう少しだけ背伸びして、唇と唇の距離を縮めていく。

　それだけだった。




　少年の唇に感触はなく、そして水晶少女の輪郭は完全にこの世界から散った。

　歌うた貝がいカルタの胸で、水晶花がひとりでに砕けて空気に流れた。
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終　章









　以上の理由により、この情勢で水晶魔法の組織的運用は困難と判断する。

　よって、洋上水晶魔法学園セカンドグリモノアの存在意義も失われた。同校については閉鎖を決定。世界最強である『天てん外がい四し神じん』自らの判断により、ここにセカンドグリモノアの廃校を宣言する。







「んうーっ、と」

　雨あま脚あしマリカは両手を上に上げて、背筋を伸ばしていた。

　格好はラフなＴシャツにショートパンツ。

　もう学校の制服は脱ぎ捨てていた。

　セカンドグリモノアはなくなった。だけど海外生活が長引いたせいで慣れてしまい、日本へ帰る気も起きない。そういう訳で、彼女はいくつかの国を転々と渡り歩いていた。ひょっとしたら安住の地なんてないかもしれない。少女が心の底から望んでいるのは、かつてあった学校生活なのかもしれないのだから。

　だけどそれはもう戻ってこない。

　今からサードグリモノアを作ってやり直しを図ったところで、メンバーが欠けているんじゃ元通りにはならない。

「……アメリカって言っても、西海岸か東海岸かで大分空気が違うのよね。ハリウッドかニューヨークか、どっちが快適かなーっと」

　ぶつくさ言いながらも結局はニューヨークを選んでいる。西海岸の大都市だと、どうしてもアナスタシア＝ブラストと戦ったシリコンバレーを連想してしまうからか。

「マリカー？」

　友人の松まつ田だイミが話しかけてきた。

　ギャル系の橋はし先ざきタヨリとセットで、結局この三人で固まってしまっている。

「アンタちゃんと日焼け止め塗ってる？　勝手に紫外線浴びてるとまたカメラマンに怒られちゃうよ」

「映像ならともかく今回って写真でしょ。シーンごとに日焼け度がころころ変わっていても特に問題ないと思うんだけど」

「なんかこう、コンセプト的なものがあるんじゃない？　知らないけど」

「意味あるのかしら。単にオトナが主導権を握っておきたいってだけだと思う」

　ぶつくさ言っている横では、大家族で兄弟の多いタヨリがスマホでコミュニケーションしている真っ最中だった。賑にぎやかそうで何よりだ。

　スマホか。

　マリカのショートパンツのポケットで硬い塊が自己主張を始めていた。カルタや友人達とはまだＳＮＳで繫つながっているので、離れていても連絡が取れない訳でもない。

「あれ？　ソフィア先生ってどうしてんの。てか何で日本人の私達より肩小さくしてビクビクしてんの!?　ここは英語圏のど真ん中ニューヨークだってのに！」

　えうう、という小さな声があった。

　きっちりスーツの人はもうバケツで氷水を浴びせられたようになっていた。

「……あのう、そもそも何で私は世界中引っ張り回されてニューヨークを満喫しているんでしょう？　もう水晶魔法の先生っていう職もなくなったのに」

「だって書類仕事とか連絡事項とかタイヘンだし、面倒な事全部やってくれるマネージャーとかアシスタントとか欲しいし」

「えうー!!」

「そっちも自分で言ってるじゃん、仕事なくなったって。渡りに船で豪遊できるんだから羽を伸ばさなきゃ!!」

　そんなマリカやソフィアをちょっと離れた所から眺めて、松まつ田だイミと橋はし先ざきタヨリがこそこそ内緒話をしていた。

「（……素直に身内のじいさん亡なくなったのはセカンドグリモノアの責任だから意地でも面倒見るって言っちゃえば良いのにね）」

「（口に出したら台なしって考えているんでしょう。ま、仕事で忙殺させるのも哀かなしみを紛らわす助けになるかもしれないけれど）」

「イミー？　タヨリー？」

　はいはい、と二人の少女は名前を呼ばれて再び合流していく。

「なんか道端ですごい色のドーナツ売ってるね。ピンクにスカイブルーに、いち、に、さん、し、ご……ぬおー七色！　ちゃんと虹になってるぜよ!!」

「考えなしにそれバクバク食ったら隣で手帳持ってる大人が涙目になるぞマリカよ。これからしばらくは撮影の日々だっつってんだろ」

「大丈夫よーイミ、私はアンタと違って食べたものは全部ムネに行く特異体質だから」

「物理的にコロすぞマリカ」

「急に胸だけ成長してもカメラマンは頭を抱えるでしょうね。整形疑惑とか出てくるから」

　……この三人娘。今の肩書きはぶっちゃけ何なんだろう？

　ひとまず今着ているラフなＴシャツとショートパンツだけで、軽く一万ドルを超える品らしい。そういう高級ブランドとのタイアップなので、いくらでもタダで着てお金までもらえる広告塔になってしまっているが。

　マリカ的には世界で輝くスーパーモデル（笑）とかざっくり名乗ってしまいたいところだが、厳密に何を達成すると頭にスーパーがつくのか定義が見えない。とにかく有名企業とタイアップして写真や動画を撮り、世界的な流行を自らの手で創るお仕事、と言ってしまうのが一番正確か。少なくとも、三人セットで世界中のスーパーモデル（笑）から嫉妬と羨せん望ぼうの眼まな差ざしを浴びまくっている事は確実だ。

　明るい陽ひ射ざしの下、雨あま脚あしマリカはにこやかに言う。

「世界最強くらいじゃ全然足りない。人生は浴びるように目一杯笑わなくちゃね☆」







　表おもて参さん道どうキョウカは日本に戻っていた。

　京都の中でも、特に時間の流れから隔絶された深部。もはや時代劇の撮影村と見み紛まがうくらいに和の伝統で塗り潰された邸宅だ。

　表おもて参さん道どう家は……ぶっちゃけ何をする家なのだろう？

　表向きは将棋や囲碁などの教室を開いたり、その関係で上流階級の交流会や親睦会を開いたりもするのだが。まあ実際にはその過程で発生する人脈作りで財を成している、というのが一番正しいか。

　誰にも言えない悩みをそうとは分からない形で引き出して、世間の耳目を集めない方法で迅速かつ確実に解決する。過程は誰も気にしない。とにかく入口と出口さえはっきりしていて、目隠ししてこの暗いトンネルを潜くぐった先に確固たる平穏と安全が待っている事さえ分かっていれば納得できる。そんな有力者達を繫つなげる存在。

　タダより怖いものはない、を下手したら平安時代辺りからずっとずっと繰り返してきた相談役の古い家柄だ。それこそ、時代によっては陰おん陽みよう師じや退魔師とでも呼ばれていた時期すらあったかもしれない。もちろんそういうパフォーマンスで権威を守って敵対者を怯ひるませる事ができれば、嬉き々きとして仮の衣を纏まとって枯れ尾花を演じてきただろうが。

　表おもて参さん道どうの家は、果たして『本物の魔法』に触れた事はあるのだろうか。

　あったかもしれないし、なくても別に構わない。

　何度も言っている通り、彼らが求めるのは結果だけだ。暗くて狭いトンネルの中を光で照らす必要は特にない。

「ふう」

　車椅子はもういらない。

　着物姿の少女は涼しい顔で正座していた。

　そう考えると生徒会室に籠っての権謀術数はまだまだ可か愛わいらしかった。子犬のように慕ってくれた黒髪おかっぱや赤毛お団子はもちろん、『人間達の黒幕』の尖せん兵ぺいとして派遣されてきたレトネーエ＝クーレントだってそう。少なくとも彼女達は本物の魔法を使う。魔法と魔法の対決さえ制していれば一息ついて安心できるくらいの存在でしかなかったのだから。

（……あの先生もどうしているのかしらね。家庭も初恋も捨てられない難儀な悪女だったけれど）

　清きよ沢さわハドメをこっそりＳＮＳのマイページにご招待、なんてありがちだけどいつ何時旦那さんに小さな画面を覗のぞかれるやもしれないヘマをして、わざわざ自分から幸せなご家庭を崩壊させるほどのアホではないだろう。……やたらとギスギスしていてギリシャ神話の神様並に入り組んだ恋模様をお届けする海外製メロドラマに憧れてでもいない限り。かと言ってそのままバイバイ、はもっとありえない。『人間達の黒幕』が消失したせいで（きちんとお給料をもらって家族を養うために）表の所属に戻ったみたいだし、インド海軍系の軍事衛星とか使ってこっそりストーキングなんぞしていなければ良いが。

　涼しい顔で軒下の風鈴を眺める着物姿のキョウカ。

　そして、対面では歳としの離はなれた弟が居心地の悪そうな顔で正座していた。

　無言の圧で押されて、ショウカの方は目を合わせられないでいる。二人のギスギス感を示すように、弟の方には座ざ布ぶ団とんがなかった。奪い取ったキョウカ側はＶＩＰ待遇二枚敷きである。

「……あの、姉上」

「何かしら？」

「ぼくはなにかわるいことでもやったんでしょうか？　おうちにかえってきてからあねうえはずっとこのちょうしなのですが」

「あらあら不思議。うふふ、本当に何も理解が及んでいないのなら、何な故ぜわたしがこんなにも怒っている事に気づけてしまうのかしら？　マインドリーダーショウカって神秘よねえ」

『人間達の黒幕』の手で操作されていたとはいえ、姉のキョウカを堂々と裏切ったのは事実。そこについてはケリをつける必要がある。

　弟のショウカは正座のまんまますます体を小さくして、

「姉上」

「はい何か？」

「……これ以上針のむしろには耐えられません。いっそ馬乗りになって二、三発平手で引ひっ叩ぱたいてはいただけないでしょうか？」

「嫌よ、なにそのご褒ほう美び。何で被害者のわたしが暴力を振るって魂の格を落とさなくてはならないの？　暴力は使わない、加害者になんか絶対なってあげない。わたしはただただ上から目線でショウカを憐あわれんであげるから、そこについては安心なさい」

「では何がどうなるのですか？」

「特に何も。ただ忘れないってだけ」

「うっ」

「永遠に、お墓の中まで持っていくからそのつもりで。いい、ショウカ。わたしからは、何もしない。絶対に忘れない、ただそれだけだから」

「全体的にキツ過ぎます前歯とサヨナラしても良いから今ここで思いっきりグーでぶん殴ってください！　スマホを強く握り込んでコブシの破壊力とかマシマシで構いませんからッ!!　お互いそれですっきりしましょう？　ねっ、ねっ!?」

「いーやーよー」

「ひいい姉上ェええええ!!!!!!」

　正座を崩して涙目ですがりついてくるカワイイ弟から顔かおを逸そらし、彼には見えない位置でべっと舌を出す表おもて参さん道どうキョウカ。

（しかしまあ、こんな所にまでスマホ文化って入り込んでいるのねえ……）

　まあ、これくらいのいじり材料があれば納得はできるか。

　上流階級には上流階級なりの悩みというものもある。古いしきたりで雁がん字じ搦がらめにされた家まで帰ってきてしまったという事は、これからの人生で様々な制約がついて回る事だろう。そうした理不尽に遭遇した時、気晴らしにできる材料をあらかじめ用意できるというのはやっぱり大きい。

　カルタやマリカ、かつての生徒会メンバーなどとはＳＮＳで繫つながっている。とはいえやっぱり、同じ空間にいてくれる誰かは欲しいのだし。

「……まあ、いびつであっても捨てられないと決めたのはわたし自身だものね」







　歌うた貝がいカルタは東南アジアの一角にずっと残っていた。

　廃校が決定したセカンドグリモノアが停泊している巨大な造船所だ。元々は豪華客船ベースだったはずだが、大き過ぎる船体が災いしたらしく集客効率と燃料コストなどが折り合わず、次の売却先は決まらなかった。なので予定が決まればじきに解体作業へ入るだろう。

　夏の陽ひ射ざしの下でコンクリートの堤防に腰掛け、そっと大空を見上げる。

　かつて、アイネと立ち尽くした行き止まり。

　天空を覆い尽くすほどの『脅威』の群れも、全体を管理していたトランスラインも、もういない。工場と呼ばれる施設はまだあるようなのだが、おそらく一人の人間が生きている間に接触できるほどの距離にはいないだろう。

　それはつまり、一つの時代の終わりを告げていた。

　水晶魔法の時代は終わった。

　世界の誰にも必要とされていない。

　だからセカンドグリモノアという学校はなくなり、そしてカルタは一人ぼっちで堤防に座り、すでに役目を終えた船を毎日毎日眺めている。

　とはいえ、いつまでも永遠にこうしている訳にもいかないだろう。

　みんなそれぞれの道を進み始めている。

　いつまでも立ち止まっているのはカルタだけだ。

　でもそれも終わりにしよう。

　もう戦わない。無理に使い続けた改造軍用懐中電灯は手入れしなくて良い。

　どこかで区切りをつける必要がある。

「アイネ……」

　ぽつりと少年は呟つぶやいた。

　その時だった。




「はい、にえさま。アイネの事を呼びましたか？」




　体の中から出てきた。

　いつも通り、表情のない水晶少女が。

　歌うた貝がいカルタは潮風にまみれた自分の頭を片手で軽く搔かいて、

「……これだけ時間が経たっても普通に『使える』って事は、やっぱりそういう話か」

「はあ」

　黒き美女トランスラインは、確かに三億もの『脅威』を従える強大な存在だった。その爆発時に起きた壮絶なノイズは『脅威』をまとめて殺すほどだったし、水晶魔法も機能停止に追い込まれた。『プリセット』の『飛行』や『修復』はもちろん、水晶少女のアイネまでその存在が揺らいで消え去ろうとしていた。

　だけど、動力や工場は宇宙のどこかにある。

　トランスラインは自ら送電担当と言い切っていた。となると、灼しやく熱ねつの星であれ人工の施設であれ、エネルギーを生み出している何かは別にあるのかもしれない。

　水晶魔法は、宇宙から降り注ぐ力と『原げん初しよの水すい晶しよう胚はい』の力のせめぎ合いを利用して発動する新しい魔法だ。

　つまり、送電担当が倒れたくらいでは水晶魔法は機能を止めないらしい。目には見えないノイズの壁が時間と共に自然消滅してしまえば、再び安定化に向かうようだった。

　アイネはカルタの隣に腰掛け、造船所の方へ目をやる。

　やり直すならここからだ。

　堤防の先。海の一点にある行き止まり。ここから振り返って歩き出せば、逆に世界はどこにだって広がっていくはず。

　水晶少女と二人で、当たり前に歩いていけるはず。

「セカンドグリモノア。水晶魔法は変わらず使えるのですから、わざわざ廃校処分にする必要はなかったのでは？」

「逆だろ」

　カルタはそっと息を吐いて、

「戦う理由がなくなったのに、世界最強の魔法使いを量産する施設だけ残してどうするんだ。そんな事してみろ、力を持て余した水晶魔法の使い手の中から世界を滅ぼす犯罪者が出てくるぞ。水晶魔法使い同士で死闘なんて俺は真っ平だ。それじゃ、普通の人から見たら俺達が次の『脅威』になっちまう」

「そういうものですか」

「とはいえ一度手に入れた力や地位を手放すのも大変だからな。結局、誰かが悪者になってきっかけを作ってやらないといけなかった。こいつは『天てん外がい四し神じん』くらいしかできない仕事だ」

『人間達の黒幕』は『脅威』の手で滅ぼされた。

　その『脅威』も、多分もう会う事はない。

　世界の構造が単純化していくのも善よし悪あしだ。他に戦う相手がいなければ、そもそも水晶魔法が持っている絶大な力そのものが恐怖の対象としてクローズアップされかねない。

　例えばアイネの持っている刀だってこの上なく頼もしい武器ではあるが、理由もなく平和な街の中で振り回せばどうなるかは言うに及ばず、だ。

「そういえば」

「？」

「トランスライン撃破時のノイズのせいで、一時的にアイネの存在は不安定化しておりました。あの時のタスクをまだ完了していませんでしたね」

　言って、アイネはそっと両目を閉じた。

　自分の記憶を探ろうとするカルタに、それは真正面からやってきた。




　唇と唇が、触れた。




　歌うた貝がいカルタの頭が空白で埋め尽くされる。

　確かに。

　そんなリクエストはあったけれど。

　あまりの事態に全部放り出したらそのままたっぷり三秒以上も時間が経過してしまった。

「おまっ、バ、アイネ!!!???」

「？」

　きょとんで首くび傾かしげであった。

　相変わらず、アイネの感性は謎だ。一応ハダカを見られるのは恥ずかしいらしいのだが。

「にえさまは『脅威』と戦い続けて世界最強の座に君臨するよりも、四人だけで見知らぬ世界へ旅立つよりも……何よりこういう日々を望んでいたのでしょう？」

「……まあ」

　そこを否定するほど大人気ないつもりはないけど。

　それ以前に一心同体のアイネには弱い所も醜い所も全部バレているだろうし。

　アイネは指先で自分の唇をゆっくりとなぞりながら、

「一回では終わりませんよ」

「ええと、そう？」

「これからは何度でも。……何しろにえさまの妄想は超攻撃型モードと判明したため、あれほどの要求を全部満たすとなるとどうもアイネはこの先ひたすら孤軍奮闘するしかないようですので」

「何度も蒸し返すなッ！　あと妄想は妄想だから叶かなえなくても良いんだよ!!」

　慌ててカルタが止めに入った。

　分かり過ぎているというのもそれはそれで問題なのか。

「にえさまは、これからどうされるのですか？」

「さあね」

　世界最強という言葉に価値がなくなって、『天てん外がい四し神じん』という枠組みも自ら手放して。ただの歌うた貝がいカルタは何をどれだけできるのだろう。

　いったんは諦めて自分から手放そうとしたこの世界は、実際にはどれだけ広くて深いのだろう？

「ただ、その前にあれ片付けちゃおう」

「？」

「表おもて参さん道どうさんが最後まで隠していただろ？　『難問排除』に殺された『一隻目』の連中は、実際には七〇〇〇年以上もかけて回復する必要はなかったってヤツ。いい加感にあれを何とかしないと」

「はあ」

　アイネはどこか遠くを見ていた。

　長い堤防をこちらに向かって走ってくる影がある。ぴょこぴょこ跳ねて手を振っているのはナタレーナだった。

「それで、セカンドグリモノアの近くに留まっていたのですね」

　カルタは腰を上げて立つと、セカンドグリモノアを眺めながらこう提案した。

　笑って。

　ただの世界最強だった頃には浮かべる事のできなかった、一人の少年の笑みと共に、だ。




「そろそろゲキハ達が目を覚ます頃だ。アイネ、ひとまずあっちを迎えに行くぞ。新しい時代とやらはそれからでも遅くない」
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あとがき









　アポカリプス・ウィッチも五冊目になりました。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　どん底の復ふく讐しゆう劇げきから始まってうっかり世界最強まで上り詰めてしまった歌うた貝がいカルタ達の物語もこれで一区切り。こうしている今、彼らの最後の戦いを楽しんでいただけていたらと願っております。

　自分の手で新しい神話を作るというブラッドサインとはまた違い、新しい魔法の仕組みを自分で組み上げたい、というのがこのシリーズで自分に課したテーマでもありました。見えない力のせめぎ合いを天気予報のように読み取って利用する水晶魔法についてはいかがでしたか。この手の異能の力は『そんなのあったら使ってみたい』という素直な憧れか『自分だったらもっとこう応用する』という拡張性が肝だと思うのですが、皆様のその辺りを刺激できていたら嬉うれしいです。




　ラスボスについては宇宙から降り注ぐ力を管理する、トランスラインというキャラクターを設定しています。三巻でも『脅威』側の補給システムについては言及しているのですが、発電、送電、変電、配電辺りのエネルギー供給ネットワークは前から興味があったので、このシリーズでは水晶魔法側と『脅威』側でそれぞれ大々的に魔法の仕組みへ組み込んでみました。うっかり笑うとそれだけで殺人的な力が放出されてしまう、というトランスラインの規格外ぶりがお気に入り。そして人間、何が怖いって『好き過ぎて対象を殺したくなる』考えに陥ってしまった人ほど説得不能で恐ろしいものはないと思うのですが、皆様いかがでしょう。

　トランスラインの敗因は、そもそも『戦うという意識を全く持っていなかった』事に尽きると思います。自分の行為によって相手がどう思うかを理解できていたら、また違った結末になっていたかもしれませんね。




　あと、今回は主人公達のチームが解散してそれぞれの未来に向かっていく、という終わり方にしています。何気に自分の手がけてきたシリーズの中では初めてかも？　カルタ、マリカ、キョウカの三人は最強チームとは別にそれぞれ自分だけの小さな世界を持っていたのも特徴で、これが独特の緊張感を作っていたのだと思います。『ここ以外にも居場所があるので、いつ主人公の最強チームが空中分解するか予測がつかない』という訳ですね。これは同じ場所に居合わせながらそれぞれ個別の目的で生き残りを賭けて行動する、デスゲームやギャンブルものなどでも応用できるかもしれません。

　カルタ達の成長については、超ピリピリしていた一巻とこの五巻を比べてみると分かりやすいかもですね。少なくとも、命のやり取りをしている最中に冗談を言い合える精神状態ではなかったはずです。……一見楽しい変化ですが、逆に言うと、もう少し進むと『難なん問もん排はい除じよ』のように戦闘に不謹慎な『遊び』を織り込む存在になってしまうリスクもあった訳でして。

　この戦いを経てカルタが会え得とくした世界最強の定義とは、『四人揃そろって初めて最強』というものでした。だから彼ら四人は戦いの中で他の連中とは違って内うち輪わ揉もめで崩壊する事もなかったし、平和な世界から最強の存在を消し去る時にはチームを解散するという選択肢を選んだ訳ですね。この、『最強という存在』を自由にオンオフできる事こそが、それまであった『難なん問もん排はい除じよ』や『脅威』との最大の違いだと思っています。今の今まで呪いのように付きまとってきた最強というフレーズをカルタ達の方から遮断し、これをもって自らの手で制御するに至った訳ですからね。シリーズ全体を通して模索してきた世界最強とは何か、という問題に対する一つの回答となっていれば幸いです。







　イラストのMika Pikazoさんと担当の阿あ南なんさん、中なか島じまさん、浜はま村むらさんには感謝を。シビア極まりない物語へ視覚的に彩いろどりと華を添えてもらった事は感謝の念に堪たえません、ありがとうございました。もし、またの機会がありましたら是非。

　そして読者の皆様にも感謝を。世界最強の魔法使い、という言葉を人間の負の側面から改めて抉えぐり出だす事を目的としたこのシリーズ、最後の最後までお付き合いいただき本当にありがとうございました。復ふく讐しゆうする側とされる側、世界を守る側と壊す側などなど、色々な角度から見た最強はいかがでしたでしょうか。皆様の胸の中で、彼らが末永く生きていく事を心の底から願っております。




　それでは今回はこの辺りで。




　……何気に妄想モードの結末もお気に入りではあるのですが（笑）


鎌かま池ち和かず馬ま　















　そよ風が前髪を軽かるく嬲なぶった。

　潮の香りがするから空調ではなく、どこかの窓が開いているのだろう。そして消毒薬の匂いも混じっている。病院なのかもしれない。

「う……」

　呻うめいて、それから少年は自分が声を出せる状態なのだと遅れて気づく。

　前髪だってそよ風で揺れるくらいだ。

　全身水晶像になって固まっている状態ではない。でもどうして。自分はあの最強五人に襲われて、他の教員生徒と共に為なす術すべもなく殺害されたはずなのに。

「やあ」

　そんな声があった。

　ベッドの上にいる彼は、こちらを覗のぞき込こむ顔を逆に見た。

　良く知る少年だった。

　ただし彼の知らない所で、ほんの少しだけ成長した顔。

　学校の夏服を着た少年は確かに言った。

　ベッドから起き上がる事もできずに目を白黒させている彼を逆に見返して。




「……おはよう、ゲキハ。ほんとにやっと目を覚ましやがったなこの野郎」
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